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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　体が半分隠れてしまうほど大きな葉に、空が塞ふさがれている。

　それを浅黒い腕で押しのけたルィドゥアは、持ち上げたまま、重なり合うように茂った枝葉の隙すき間まに目を凝らした。

　斑まだらな木漏れ日に大きな赤い瞳ひとみを眇すがめてみても、影しか見えない。

　一体、どこへ行ってしまったのやら。

　溜ため息いきをつき、仕方なく、森もり耳みみ人びとの由来でもある先端が長く尖とがった耳を震わせ、人族には聞き取れない音を聞いた。

「シナノー！　長おさ様さまが呼んでるから、出ておいでー！」

　姉妹のように育った娘の名を呼ぶ。

　返事はない。

　声が木々の緑にじゅわじゅわと吸い込まれてしまったせいもあるが、そもそも、シナノはほとんど喋しやべらない娘だった。

　たぶん、父親に似たのだろう。

　母親とは──比べることはできない。あれは、もとより言語を解さない獣だ。

　シナノの父は違ったが、それでも生返事くらいしかしなかったように記憶している。ヤマトと呼ばれた、どこか獣めいた男。

　それが容よう貌ぼうだけでないことは、じきに証明された。

　森の民にとっては、歓迎されない形で。

　本来ならばもろとも堆たい肥ひになってもおかしくない所業だったが、ヤマトの主あるじの老狩人かりゆうどには、多大な恩があった。掟おきてを捻ねじ曲げても構わないほどの借りと言ってもいい。

　それも結局は、無駄だったが。

　確かに一度は滅びの定めを逃れたが、預言は最後には正しく訪れた。

　部族は滅び、以来、ルィドゥアは小森を二つ挟んだ処ところの部族に、シナノと共に、食客として養われている身だった。

「……もう、しょうがないんだから」

　微笑ほほえみ、ルィドゥアは腰の革帯に結び付けてあった葉の包みを外した。

　蔦つた紐ひもを解き、葉を広げる。

　包まれていた、蜜みつが薄く絡んで艶つやのある塊かたまりが顔を出し、僅わずかな光に琥こ珀はくのように煌きらめいた。

　すっかり冷めているが、甘い香りが立ち昇る。

　途端、ざざざっと枝擦れの音がして、目の前に影が落ちてきた。あとを追いかけて、千切れた葉が舞い落ちてくる。

「もう、シナノ」

　乾いた粘土のような色をした明るい髪についた葉を取ってやる。

　包みを差し出すと、

「……ん」

　とだけ言って、シナノは塊をつかんだ。

　あんぐりと口を開けてかぶりつく。あっという間に平らげてしまい、手についた蜜を嘗なめとる姿に、ルィドゥアは目を細めた。

　塊の正体は《肉巻オニギリ》という。

　ラセという穀物の実を煮蒸かしたものを握り固め、薄く削いだノチョの肉で包み、鉄てつ鍋なべで転がすように焼いたあとで、塩と蜜で味を付けたものである。

　ラセの実があまり手に入らないので、たまにしか作らないが、とてもおいしい。

　甘辛く焼けた薄切り肉ほど、ラセに合うものはないだろう。ちょっと焦げた脂の香りが、とても食欲をそそる。

　老狩人から教わった彼の故郷の料理だ。

　シナノの大好物で、この匂においを嗅かげばどこにいても、この小さな義妹は現れる。

　髪を掻かきあげるように梳すいてやると、隠れていた大きな耳が立ち上がった。ボルフの耳にそっくりなそれは、シナノの出自をあらわしている。

　腰骨で穿はいているような短洋袴ズボンの尻の部分からは、ボルフと同じ、太くてふさふさした尻尾しつぽが飛び出している。

　里の者たちは飾りと信じて疑わないが、本物だ。

　シナノは、ヤマトが里で飼っていた雌のボルフに産ませた娘なのだ。ヤマトは人ではなく獣人で、シナノは彼の忘れ形見だった。

　獣人はもうずっと、世界のどこにも確認されていない。

　おそらくシナノだけ。

　わたしと同じ、とルィドゥアはシナノの髪を撫なでながら思った。森耳族はいくつもの部族があるが、どの部族も身体的な特徴は似ていた。

　白い肌。黄金の髪。華きや奢しやな体。森の葉のような翠みどりの瞳。

　だが、ルィドゥアの一族の肌は褐色で、髪は銀。体つきは華奢には違いなかったが、胸は人族なみに大きかった。

　遙はるか神話の時代に夜を支配する神と交わったとも伝えられているが、真偽はわからない。わかっているのは、シナノと同じく、ルィドゥアが最後の一人だということだ。

「ルィ。おかわり」

　小さな手を、ぐいと突き出してくる。

「はいはい」

　ルィドゥアは残りの肉巻オニギリを乗せてやった。

「んあ」

　大きな口を開けて、シナノはすぐにかぶりつく。彼女の空いている方の手を握ると、ぺとぺとした。肉に絡めた蜜だろう。

　それを引いて、ルィドゥアは歩き出した。知ち族ぞく会議からもどった長が、いい加減、痺しびれを切らす頃だ。

「ルィ、ん」

　一口ほど残した肉巻オニギリを、シナノが差し出してくれた。

　ルィドゥアは、首を伸ばしてぱくりと食べた。

　甘くておいしいけれど、遠い思い出の味とは違う。あれを再現するには、きっと特別な調味料が必要なのだろう。すくなくとも森耳人の里にはない物が。

「ありがと」

「ん」

　頷うなずくと、シナノの首で鈴が澄んだ音を立てた。

　老狩人──マタギのトシゾウは、とても変わっていて、見たこともないものをたくさん持っていた。今はシナノが巻いている、ヤマトの形見の首輪もそうだ。魔術逸品らしいが、何某なにがしかの力を発揮したことは、まだ、ない。
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「遅いぞ、ルィドゥア」

　声と同じく厳しい顔をした老森耳人の言葉に、ルィドゥアは、すみません、と頭を下げた。

　シナノが低く唸うなり、繋つないだ手に力が籠こもった。

　老人たちが恐ろしげに肩を竦すくめる。

　森耳人はボルフ種の獣が苦手だ。理由は色々だが、ルィドゥアの部族はその点でも、他とは違った。里ではボルフと暮らしていたので、苦手意識はない。

「知族会議の結論が出た」

　湖に沈みそうな重い声で、長はそう告げた。

「調査のために、各種族から人を出すことになった。大災厄《マンタダルウェヴ》を追い、その原因を突き止めねばならない。これまでも、幾度となく試みられてきたが、思うような成果は上がっておらぬ。此こ度たびこそは、と種族長たちも立ち上がった」

　ルィドゥアは頷いた。

「我らが一族からは、我が里から一名、人を出すことになった。そこで、じゃ。その大任を、そなたに任せたい。里は違えど、そなたも立派な森耳族の一人。この役をやり遂げれば、樹きへと還かえったそなたの一族も誇りに思うであろう。どうじゃ？」

「御引き受けいたします！」

　ルィドゥアは即答した。

　最後まで打ち解けることはできなかったが、それでもこれまで食べさせてもらった大恩がある。それをこんな形で返すことができるのなら、断る理由はない。

　むしろ何な故ぜか老人たちの方が、顔を見合わせて怪け訝げんそうなのが不思議だった。

「そ、そうか……そのように晴れ晴れと行くと言うてもらえようとは思わなんだが……なれば、よし。準備は十分に整えよう。危険な旅じゃ。何か望みがあれば言うてみよ。できうる限り、叶かなえてしんぜよう」

「ありがとうございます。でしたら、ひとつ、お願いが」

　ルィドゥアは隣りで険しい顔をして老人たちを睨にらむように見ていたシナノを抱き寄せた。

「この子を連れていってもいいでしょうか？」

　老人たちは顔を見合わせたが、ルィドゥアは承諾されることを疑いはしなかった。里の人々がシナノを扱いかねていることはわかっていたからだ。

　だが長は、さも思慮の末のことであるかのようにたっぷりと間を取って頷いた。

「よかろう。そなたの身の回りの世話をする者は必要じゃと思うておったところじゃ。シナノであれば、そなたも心安かろう」

「ありがとうございます」

　ルィドゥアは深々と頭を下げた。

　だが、シナノが自分のあれこれをしてくれる姿は、思い描けなかった。むしろ世話を焼くのは自分の方になるはずだ。

　とはいえ、獲物を探すのはシナノの方が圧倒的にうまいから、食事に困る心配は減るはずだった。道中、そう頻繁に宿に泊まれるはずもなく、野宿がほとんどになるだろうし。

「よし。では、これは支度金じゃ。当分の食糧と旅装も用意しよう。支度が整い次第、出しゆつ立たつするがよい。まずは西のカルマータを目指せ。そこは《マンタダルウェヴ》に見舞われた、一番新しい土地じゃ」

「わかりました！　準備が出来次第、出立します。長い間、本当にお世話になりました！」

　しゃんと背筋を伸ばし、ルィドゥアは深く頭を下げた。

　老人たちは誰一人口を利かず、そうすることで、僅かに抱いているかもしれない罪悪感のようなものを隠しているように、ルィドゥアには思えた。
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「あいつら。ずるい」

　くたびれて軋きしむ寝台に腰をかけたシナノは、僅かな荷物を片付けるルィドゥアに向かい、唇を突き出して見せた。

　靴を履く必要のない裸足はだしを、ぶらぶらと揺らす。

「安全なとこにいて。ルィに命令する」

　苦笑しつつ、ルィドゥアは木の食器を袋に詰めた。野宿するにしても、料理を取り分ける皿や、水を飲む椀わんは必要だ。

「そう？　でも、わたしはこういう時のために、ごはんを食べさせてもらっていたんだから。恩は返さなくちゃ」

「なにそれ」

　納得行かない、というようにシナノは頰ほおを膨らませた。

　けれど、どこの部族でもしていることだ。

　長が第一に考えなければならないのは自分の部族の存続、繁栄である。たとえ一人でも犠牲は減らしたい。昔とは意味が変わってきているが、生いけ贄にえを差し出さなければならないことというのは起こる。今回の調査もそれにあたる。

　そうしたときのため、他の部族で面倒を見切れなくなったり追放になった者を引き取り、最低限の面倒を見るという風習が残っているのだ。

「だいたい。そんなに。食べさせてもらってないし」

　あはは、とルィドゥアは笑った。確かに、渡された食料は多いとはいえなかった。

　だが、意地が悪いわけではない。

　森耳族は原則、自給自足かつ、農作は行わず、森で採れるものだけで賄まかなっているので、いつもぎりぎりなのだ。

　加えて、あまり肉を食べない。せいぜい、小獣が獲とれた時に干し肉にしておいて、煮込み料理の下味に使うくらいだ。

　シナノはそれが不満だったのだろう。野菜や果物よりも肉が好きで、ときどき、自分で小鳥を獲ってくることもあった。

　それを捌さばいて調理するのはルィドゥアの役目で、分けて食べるのは楽しみでもあった。

　ルィドゥアの一族は、森耳では珍しく狩りを行う部族だったので、ノチョなどの中型の獣も狩ったが、ここへ来てからは、食べる機会はなかった。

　さすがに自分とシナノだけでは、あの大きさの獣を狩る自信はなかった。

「他の村に行けば、お肉、食べられるわよ？　花か蜜みつをたっぷり塗った炙あぶり焼きとか、臓物のトムト煮込みとか」

　ルィドゥアは、硬貨の詰まった袋財布を掌てのひらに乗せ、ちゃりちゃりと鳴らしてみせた。

「ルィ。すぐ出立しよう」

　シナノは立ち上がり、自分の小さな荷物の入った革袋を肩に担いだ。

　食べ物の力はすごい、と思いながら、ルィドゥアは笑った。けれども、気持ちはシナノと同じだった。荷物をまとめ終えたなら、すぐに出立だ。

「確かにこれは使命だけど……」

　袋に食器を詰めながら、ルィドゥアは言った。

「ここを出てシナノと旅ができるの、すごく楽しみなの。だって、いまはもう、シナノだけが本当の家族なんだもの」

　偽りのない本心だったのだが、返事はなかった。

　どうしたのだろう、と思い顔を上げてシナノを見ると、彼女は頰を赤くして、何故かもじもじと身を捩よじっていたが、やがて、

「……ボクも」

　と溶けてしまいそうな声で、投げるみたいに呟つぶやいた。
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「では、行ってまいります」

　見送りに出てきてくれた老人たちにそう告げたとき、村の周囲の森は蟲むしが吐いた糸のような朝霧に包まれていた。手を突っ込めばいくらでも絡め取れそうに思えるほどの。

「定期的に報しらせをよこすのを、怠おこたるでないぞ。他の種族からも人が出ているはずじゃ。そやつらと《大災厄》の正体を今度こそ探るのじゃ。いまを逃せば、また数百年、待たねばならぬことになる」

　ルィドゥアは頷いた。何がそれほど重要なのか、さっぱりわからなかったのだが。

「だってねえ……どうしてかを知らなくても、雨は降るし、陽ひは昇るでしょう？　季節は巡るし、ごはんもおいしい」

　シナノが獲って来た小鳥の羽根を毟むしって内臓を抜き、塩を振って、枝を削って作った串くしに刺したのを、焚たき火びの周囲に立てながら、そう呟いた。

「ルィ。らしくない」

　五日ほど森を西に進んで食事にしたところで、ぽろりと洩もらした本音に、シナノは珍しく反論した。

「本当は。わかってるくせに」

「何が？」

「正体わかれば。準備できる」

「ふむ……冬が来る前に、薪まきを集めたり？」

　シナノは頷いた。

「何もできないこと、わかるも大事。逃げるも選べる。ボク、ノチョを見たらすぐ逃げる。勝てない知ってる」

「そうね」

　いい感じだ、とルィドゥアは心中で頷いた。

　シナノは腕っ節が強いから、考えるよりも先に爪つめを出そうとしてしまう。それはそれで頼もしいけれども、考える習慣は身につけておいて損はない。

　これは、亡き父に教わったことのようだ。

　おかげで、シナノは獣人ではあるが、よく考える子に育ったと思う。言っていることも、間違っていない。相手を知り、備えることは必要だ。

　けれど、これまでできてこなかったことが、今回に限ってできるとは思えなかった。

　人族は無理だが、森耳人の中には、前回の《マンタダルウェヴ》を憶おぼえているものもいる。その頃と比べて、道具や技術に目を瞠みはるような発展があったとは聞いていない。

　状況が同じなら、結果も同じになるのではないだろうか。

　それに、知族会議の結論はともかく、各種族の本気度には濃淡があるに違いなかった。向上心の旺おう盛せいな人族はまだしも、森耳族はまともに取り組んではいない。

　ルィドゥアは串の表裏を返した。果汁の色をした肉汁が滴したたって、じゅっと音を立てる。香ばしい匂いに、シナノがじゅるりと涎よだれを啜すすった。大きな瞳は色よく焦げた肉に釘くぎ付づけだ。

（調査するのがわたしたちだっていうのが、何よりだと思うんだけど）

　それこそが証拠ではなかろうか。

　自分は何の専門家でもない。そもそも《マンタダルウェヴ》がどのようなものかも、詳しくは知らない。ただ《大災厄》だと聞いているだけだ。

　本気なら、そんな者に大事な調査を任せるわけがなかった。要は、自分たちはちゃんと人を出したという形が必要だったのだ。

　もちろん、きちんと調査はするつもりだった。見聞きしたことは村に送る。その程度のことで、自分たちは自由だった。長も戻ることを願ってはいないだろう。

　さあっと風が吹きぬけて、焚き火の炎を揺らした。

　途端、シナノが立ち上がった。

「シナノ？」

　うなじの産毛が逆立っている。横顔からでも、ぎゅうっと瞳の暗い穴が絞られているのがわかった。低く唸り、唇が捲めくれて鋭い牙きばが剝むき出だしになる。

　ルィドゥアが、傍らに置いていた弓に手を伸ばした。

　風に、獣臭が混じっている。

　シナノが膝ひざを曲げ、姿勢を低くした。裸足の指が大地をがっちりとつかむ。太ふと腿ももが一回りも太く膨らむ。広げた手指の出し入れ自由な鋭い爪が、小刀のように出ている。

　ルィドゥアは急いで荷物をまとめ、矢筒と共に肩に担いだ。ノチョとは臭においが違うが、これほどの臭いを放つ獣となると、大物には違いない。

　焚き火は消さない。ほとんどの獣は火を怖がるから、消した途端に、飛び掛かってくる可能性がある。

「……シナノ、こっちに」

　小さく頷き、シナノは正面を見据えたまま、焚き火の後ろに回った。

　茂みが揺れ、枝葉を破るように、巨大で、得体の知れないものがそそり立った。

　丸まった外側には茶色い体毛がびっしりと生えているが、内側にはなく、赤と青の血管の筋が走って、日の光に微かすかに透けていた。

　ラパト──の耳に似ている。

　だがあれは、抱きかかえることができる程度の小獣だ。けれども、いま目の前にいる獣は、耳の大きさから計れば、人が入れるほどの物置くらいはある。

「シナノ、ゆっくり下がって。様子を見て、逃げ──」

　ばささっと激しく葉が打ち合い、茂みが破れた。

　若い葉を散らしながら、茶色い塊が投石のように飛んでくる！　それを捉とらえたルィドゥアは、反射的に真上に跳び上がっていた。

　身長の二倍ほども浮く。森耳族は肉体が軽い。くるりと回転しながら自然と弓を構え、矢を三本、立て続けに射っていた。

　三本とも間違いなく毛皮を突き通ったが、浅かった。獣が古い大木の幹に頭から激突して止まった拍子に、抜けてしまうほどにしか刺さらなかった。

　木の枝に、ふわりと着地したルィドゥアは、ようやくまともに獣を見た。

　そそりたつ巨大な耳に、太く長い強きよう靱じんな後あと肢あし──やはり、ラパトだ。

　信じられないくらい巨大だった。座った背の高さが、耳を除いた頭頂部まででシナノの背丈ぐらいはある。

　本来、ラパトではありえない大きさだが、よく似た別の獣とは思えない。

　頭を振ると、ぶるんぶるんと耳が揺れて枝を打ち、葉を散らした。

　小さなラパトは臆おく病びような獣で、向うから襲い掛かってくることなどない。体が大きいだけで、それも変わるのだろうか？　確かにこの体格なら、逃げ回る必要もないかもしれないけれど。

（シナノは？）

　素早く見回すと、少し離れた茂みの中で体を低くしていた。耳がピンと立っている。

　安あん堵どすると同時に、じわりと焦りが滲にじみ出してきた。

（どうしよう……）

　さっきは咄とつ嗟さに避よけることができたが、こうしてまともに対たい峙じすると、離れていても、圧のし掛かってくるような威圧感がある。

　矢も通らなかった。

　体が軽い分、森耳族は腕力が強くない。鳥や小獣程度しか狩らないのは、そうした肉体的な理由もあった。

　それでも普通のノチョくらいなら、目などを狙ねらえば何とか狩れる。だが、あの大きさの獣になると、大勢で罠わなにかけなければ、とても狩れたものではない。

　だが、考えている暇などなかった。

　大ラパトが僅かに屈かがんだかと見えた瞬間、凄すさまじい衝撃が樹を揺さぶって、ルィドゥアは振り落とされそうになり、咄嗟にしがみついた。

　見れば、足下に大ラパトがいた。額ひたいをぐりぐりと幹に押し付けている。ひと跳びでここまで届いたのだ。

　何という脚力。樹が悲鳴を上げている。もう一度距離を取って体当たりされたら、根本からぼっきりと折れてしまいそうだった。

（けど、この距離なら！）

　ルィドゥアは素早く弓を構えた。矢を番つがえ、一気に弦を引く。頭ず蓋がいは射抜けなくても、眼球なら射ることができるはずだ。

　ラパトは肉食獣ではない。食べないのだから、自分たちを襲う理由がない。追いつめられたと感じての反撃なら、大おお怪け我がをすれば逃げ出すかもしれない。

　放とうと指の力を緩めた瞬間、ずどん、と衝撃が樹に走って、ルィドゥアは弦から手を離してしまった。

「ああっ！」

　矢はあらぬ方向へ飛んで、大ラパトに掠かすりもしなかった。樹が幹から折れて傾き、ルィドゥアは隣の樹の枝をつかもうと手を伸ばした。

　だが、指は虚こ空くうしかつかめなかった。

　森耳人は空に浮けるわけではない。身が軽いだけ。足場を失えば、もちろん落ちる。

　目の端で、大ラパトが後肢に力を籠めるのが、筋肉の盛り上がりでわかった。

　ぶわぶわっと肌が粟あわ立だった。

　樹の幹がこの有様なのだ。あの体当たりをまともに食らったら、全身の骨がばらばらになってしまう。

　落ちながら、ルィドゥアは腰の小刀を抜き、握りしめた。鼻に突き立てれば、怯ひるむかもしれない。そこにかけるしかなかった。だが──

「ルィ！」

　怒声と共に、茂みからシナノが飛び出すのが見えた。腕が一いつ閃せんし、大ラパトの赤い目を裂いたのがわかった。

　だが、浅かった。大ラパトは怯んで逃げるどころか、シナノに躍りかかった。組み伏せられたシナノは、嚙かみ付かれるのを髭ひげをつかんで堪こらえる。

　ラパトに牙はないが、人間が農耕に使う鋤すきのような歯がある。本来は樹の根などを齧かじるためにあるが、十分、肉も削げる。

「シナノ！」

　ルィドゥアは再び弓を構え、矢を放った。

　狙いは違たがわず、額に突き立ったものの骨は射抜けなかった。シナノに喰くらいつこうと頭を振っただけで抜けてしまった。

「ルィ！　逃げて！」

　そんなことはできない。ルィドゥアはもう一度、小刀を構えた。シナノが頭を押さえてくれている今なら、目か鼻に、刃をつきたてる事ができるかもしれない。

　ルィドゥアの覚悟を感じ取ったのか、シナノが低く唸った。

　ぐうっと頭がのけぞり、口をすぼめる。直後、ボルフに似た、けれどもずっと甲かん高だかい遠とお吠ぼえが、シナノの口から上がった。

　──ルォオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！

　父親の形見の首輪飾りに付いた、珠たまのない鈴が奇妙な音を立てた。












　ずぞぞぞ、と大ラパトの毛が逆立った。本能で、目の前の少女が天敵と言える存在だとわかったのかもしれない。

　逃げ出してくれれば、と願ったが、大ラパトはシナノを組み伏せたまま、退ひかなかった。離れれば、その瞬間に殺やられる、と感じたのかもしれない。

「──うわ、どうなってんだこりゃ！」

　その時、背後でそんな男の声がした。

「っと、でっけえウサギだな！」

　ドドゥオン！　と雲もないのに雷鳴が辺りに轟とどろいた。

　大ラパトの首が見えない拳こぶしで殴られたかのごとく、激しくのけぞった。熟うれた果実が弾はじけるのに似た音を立てて、背後の樹と茂みに赤い雫しずくが降り注ぐ。

　前まえ肢あしの力が緩んだと見え、シナノが素早く抜け出した。小さな体を、ルィドゥアは受け止める。それを待っていたかのように、大ラパトの体は揺れながら崩れ落ちた。

　額に小さな、後頭部に大きな穴が開いていた。

「なんだかわからねーけど、こりゃすげえ」

　近づいてくる声に振り返ると、奇妙な格好をした男が、樹の根を踏み越えていた。

　茂みをそのまま写し取ったかのような柄の服に、平たい帽子を目深に被かぶっている。

　手袋を嵌はめた手には、鉄の持ち手の付いた木の棍こん棒ぼうを握っている。上下が逆さなのは、戦意のない証あかしだろうか。

　腕の中で、シナノが低く唸る。

　だが、急に鼻をすんと動かすと、目を木の実のように丸く見開いて、背筋を伸ばした。

「……じっちゃ？」

　小さな呟きは、男にも届いたらしい。奇妙な姿の人間は、眉まゆをひそめた。

「じっちゃだ！」

　シナノはルィドゥアの腕を抜け出すと、裸足の大きな足で苔こけの生えた地面を蹴けり、ラパトみたいに跳び上がった。

　ルィドゥアは、男がシナノを棍棒で殴るのではないかと思い、弓を構えて弦を引き絞った。ラパトは無理でも人の皮ならば容易に貫ける。

「うわ、なんだ!?」

　だが、必要はなかった。

　シナノは男の首っ玉にしがみつき、鼻面をその首筋に押し付けて、くんかくんかと体臭を嗅いだが、男はシナノを殴ろうとはしなかった。

　細い腰をつかんで引ひき剝はがそうとはしたが、それは当たり前の反応だろう。

　だが、いつまで我慢してくれるかはわからない。

「シナノ、やめなさい！」

　ルィドゥアは弓を下げると、ぽん、と跳んだ。ひと跳びで男のすぐ脇に着地する。

「うわ、軽いな！」

　今のは自分のことだろうか、と思いながら、ルィドゥアは獣な妹を引き剝がそうと手を伸ばした。

　その手が触れる前に、シナノが振り返った。大きな目が、葉の露つゆのように煌いている。こんなに明るい目を、ルィドゥアは思い出せなかった。

「ルィ！　じっちゃの匂い！」

　男の首をぎゅうと抱きしめ、シナノは嬉うれしそうに牙を見せて笑んだ。
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「なんだ、そうかそうか。俺はてっきり、この年で、もう加か齢れい臭しゆうがするのかと思った」

　嬉しげにからりと笑ったその奇妙な男は、ああよかった、と呟いた。

　後ろでは、足に縄をかけて樹に吊つるされた大ラパトが、首から血を流し尽くしていた。

　血抜きをしていたのだ。

　だらりと下がった耳は地面に溜たまった血に浸って赤黒く濡ぬれている。

「シナノがどうしてあなたからトシゾウの匂いを嗅ぎ取ったのかはわかりませんけど……」

「そいつはたぶん、こいつのせいじゃないかな」

　伊い豆ず見み雅まさ彦ひこと名乗った男は、鉄柄の細い棍棒を撫でた。

「これは、じいちゃんのライフルなんだよ。撃つ時に、台尻を首のところに押し付けて使うから、匂いがついたのかもな」

　雅彦はライフルと呼んだ棍棒を、空に向かって構えて見せた。

「あ……トシゾウさんの魔ま術じゆつ弓きゆう」

　雅彦は頷いた。

「形見だ。そういえば、その子のそれも──だよな」

　ライフルを置き、雅彦が指したのは、シナノの首輪飾りだった。

「ヤマトがしてたやつ──だろ？」

「はい」

　ライフルに鼻を近づけて、ふんふんと嗅ぐシナノを見ながら、ルィドゥアは頷いた。

「ヤマトさんは、村を滅ぼした黒い飛竜に殺されたと、トシゾウさんから聞きました。トシゾウさんも、腕を失って……」

　その時のことは、切れ切れにしか覚えていない。

　血に塗まみれたトシゾウが、シナノを護まもってやってくれ、と言って唯一残したのが、鳴らない鈴の付いた首輪飾りだった。

「なるほど、それでわかった」

　よいしょ、と雅彦は立ち上がった。

「じいちゃんから聞いちゃいたけど、本当だったんだなあ……ヤマトに子供がいるって。けどまさか、こんな女の子だとは思わなかった」

「トシゾウさんは、生きてたんですね。わたしとシナノを他の部族のところに送り届けてくれてすぐに、姿を消してしまったから、案じていたんです」

「ああ。家に帰ってきて、それで、畳の上で死んだよ」

「タタミ？」

「俺の世界での言い回し。穏やかにあの世に旅立った、って意味」

　ルィドゥアは曖あい昧まいに頷いた。

　森耳族的に言えば、苔の褥しとねに覆われた、というところだろうか。だとしたら、よかった。森とひとつに融とけ合うことができたということだから。

　雅彦は大振りの小刀を革の鞘さやから抜くと、大ラパトに近づいて、手て馴なれた様子で皮を剝ぎ始めた。頭に大穴を開けてしまったからか、綺き麗れいな一枚皮にするつもりはないようだった。要所に切れ目を入れて、服の型を取るみたいに剝いで行く。

　その中で、前肢だけは綺麗に皮を残したままにした。理由を訊きくと、

「ああ、幸運の御守りになるかなって」

　どういうことかわからずに首を傾かしげると、俺の世界の風習なんだ、と雅彦は笑った。彼は何故か、国や村ではなく自分のいたところを、世界、と表現する。よほど広いのだろうか。

「だけど、雅彦さんが偶然、近くにいてくれて助かりました。こんな大きなラパト、とても二人じゃ倒せなかったから」

「あー……偶然じゃないと思うな」

　雅彦は小刀の血を拭ぬぐうと、鞘に収めた。剝いだ皮は綺麗に重ねられている。

「たぶん、ヤマトの形見の首輪のせいだと思う」

「そうなんですか？」

　ライフルに飽きた様子のシナノは、こんどは雅彦の鞄かばんの匂いを嗅ぎ始めた。不思議な光沢の鞄だった。布でできているように見えるが、表面に何か塗ってあるのだろうか。

「こっちではぐれたときのために、作ってもらったらしい。どんな嗅きゆう覚かくを持ってても、帰れないからな。ヤマトが危機を感じて鳴くと首輪の鈴が鳴って、共鳴してこっちが近くに引き寄せられる──」

　そう言うと、雅彦は腰に下げている土ど鈴れいを弾いた。かろりん、と可か愛わいらしい音を立てる。まるで呼ばれたみたいに、シナノが顔を上げて振り向いた。

「って、じいちゃんには聞いてたんだけど、本当だとは思わなかったわ。その子のことも含めてね。いやあ、まだまだ驚かされるな、この世界には」

　皮を綺麗に剝いだ雅彦は、大ラパトの腹を裂いた。ぬるると躍りながら落ちた内臓が、湯気を立ててとぐろを巻く。

　ぐぐう、とおなかが鳴って、雅彦が振り返った。

「わ、わたしじゃありません」

　ルィドゥアは慌てて顔の前で手を振った。

「ボク！」

　シナノが嬉き々きとして手を挙げる。

「そうかそうか」

　雅彦は嬉しそうに笑って、ルィドゥアを見た。

「あんたたち、肉は食うのか？　装備を見るかぎり、狩りはするみたいだけど」

「わたしたちは食べます。普通のラパトとか、あとはノチョなんかも、小さい頃はよく食べてました。新しい村に引き取られてからは、ときどきシナノが獲ってきてくれる、小鳥くらいでしたけど」

「ノチョって言うと、あのイノシシみたいなやつか」

　知らない単語だった。獣の名前だろうか。

「じゃあ、大丈夫だな。せっかくだから、料理して食っちまおう。普段、あんたたちはラパトをどうやって食べてるんだ？」

「主にソチィですね」

「ソチィ？」

「野菜とラパトの肉をぐつぐつよく煮込んだソゥプに、炒いためた小麦粉と獣乳でとろんとした粘りをつけた料理です」

「ああ、シチューか！　なるほど……じゃあ、それとは違った食べかたを披露するかな」

　楽しげな雅彦は、大ラパトの大きな後肢の片方を腰骨から外し、膝とも切り離した。あれだけの跳躍力を生み出した獣の腿は、一抱えもあって、ぷりぷりと締まっている。

　これで殴ったら、一撃でノチョの頭も割れそうだった。

　雅彦はさらに、腹の肉と背中の肉を長四角く塊に切り出した。

　そうしておいて、ちょっと待ってて、と言って茂みの奥へと分け入ってしまった。

　不思議と、置いていかれるとは思わなかった。彼と繋がりの深いシナノが、大人しく待っていたからかもしれない。

「お待たせ」

　やがてやはりきちんと帰ってきた雅彦は、書き物机のようなものと、大きな板、何かがたくさん入った袋を抱えていた。

　板は畳まれていた脚を引き出すと、机になった。その上に肉を置いて、袋から取り出した不思議な香りのする粉を摺すり込む。薬草に似た匂いがする。

　そうしてから不思議な光沢のある袋に入れて、少しつんとする匂いの液を注ぎ、空気を抜いて口を縛った。

　塊肉は一口より少し大きいくらいに切って、枝を削ってつくったらしい串に刺していく。

　書き物机は、珍しい総金属製だ。鎚つち髭ひげ族ぞくの手によるものだろうか。

「この机はなんですか？」

「バーベキューの──料理の道具だ」

　傾かないように、高さは在るのに短い脚を調節して地面に置く。

　蛇じや腹ばらの蓋ふたが付いていて、それを開けると、箱の上に格子状の金属網が載っていた。中には黒い石ころのような物がごろごろと入っている。雅彦は奇妙な棒を取り出すと、見せるように立てて、指に力を籠めた。

　カチッと音がして、棒の先端に火が生まれた。

　ぎゃっと短い悲鳴を上げ、シナノが背中に隠れてしがみついた。指が脇腹に食い込んで、少しだけ出た爪が薄い腹皮に食い込んで痛かった。

「大丈夫。これはライターって言って、火をつけるための道具だ」

　そういえば、トシゾウも珍しい魔術道具を色々持っていた、とルィドゥアは思い出した。森耳人は、魔術に対して他の人族ほど恐れはない。魔術逸品を生み出しているのは槌髭族だが、森耳人も精霊とはつながっている。

　シナノが怯おびえたのは、獣人の本能だろう。突然の火はあまり得意ではない。

　雅彦は黒い石の間に火の点ともった棒を差し込んだ。すると、黒石の下に敷かれた木片や羊皮紙のようなものが燃えだし、しばらくすると黒石が赤く光と熱を発し始めた。置かれた黒石の量には斑むらがあって、熱さが違うようだった。

「こいつは焼網台。薪焜炉ストウブも持ってきてたんだけど、ここに跳んだのは、俺とその傍そばにあったものだけだったみたいだから、いまはこいつで何とかしよう」

　そう言って大深鍋を網の上に置くと、微かに薄緑の色をした粘りのある液を蠟ろうのように白っぽい容器からたっぷりと注ぐ。

「それは？」

「揚げ油。香り付けにオリーブオイルを混ぜてある。これでフライドチキンを作るとうまいんだ。ウサギの肉は、鳥に似てるからな。一度、フライドレッグを作ってみたかったんだ」

　何を言っているのか、わからない。フライドなんとか、というのは料理の名前だとは思うが、油で煮るということだろうか。

「その串の肉も煮るんですか？」

「いや、こっちは焼く。焼き鳥ならぬ焼きラパトだな。塩でもいいんだけど、やっぱりここはひとつ、特製のタレで」

　金属蓋ぶたの付いた小さな壺つぼを取り出すと、蓋を取り、そこへ串に刺した肉を浸す。黒っぽい液が絡んで、持ち上げると肉にまとわっていた。

　雅彦はそのまま串を網に載せる。垂れた液が赤く輝く黒石に落ちて、じゅう、と音を立てて煙が上がった。なんとも言えない甘い香りが鼻をくすぐった。蜜が混ぜてあるのだろうか。

　口中に唾つばが湧わいてきて、ルィドゥアは慌ててそれを飲み込んだ。

　シナノは何度も唇を嘗めて、食い入るように見ている。

　串をそのままにして、雅彦はもうひとつの机の上に、粉を出して盛り上げた。香りからすると小麦粉だろうか。それにしてはとても白い。雪のようだ。

　雅彦は袋から大ラパトの骨付きの腿肉を取り出した。浸け汁をしごき落として粉の山の上に乗せると、重みで煙のように粉が舞い上がった。

　周りから小麦粉を寄せて集めて、肉を埋める。

　ぎゅうぎゅうと押し付けるようにして、膝に近い方の大だい腿たい骨こつをつかんで粉の山から引き出すと、大ラパトの腿肉は雪を削って作ったみたいに白くなっていた。

「たっぷりと粉を付けたら、こいつを揚げていく」

　雅彦は腿肉を大事そうに抱え持ち、油の入った大深鍋の前へ立った。指先に付いた粉を落とすと、ぱあ、と花が咲くように広がる。

　うん、と頷いて、雅彦は巨大な腿肉を鍋に沈めた。じゅわっと音を立てて肉が泡を吹く。鍋の表面は白いあぶくに覆われて、肉は見えなくなった。

　それが落ち着くとようやく肉が見えたが、表面はまだ激しく泡を吹いている。

　雅彦はそれをそのままにして、隣の串肉の様子を見た。表を返すと肉汁が垂れて焼けた黒石に落ち、煙があがる。

「こいつが肉にスモーキーないい香りをつけるんだ。だから焼き鳥は炭で焼くのがうまいと俺は思ってる」

《すもきー》とは燻くん製せい香こうのことだろう。普通は燃やす木の香りをいうのだが、肉自身の煙で香りをつけるという考えはおもしろい。

「《すみ》っていうのは、この焼けている石ですか？」

「そうだけど、これは石じゃない。木だ。木材を蒸し焼きにして作る燃料材だな。火をつけると長い時間、高い熱を発するんだ」

「そうなんですか」

　ルィドゥアはじっくりと炭を眺めた。こんな木は初めて見た。これも魔法の技術で作られたものなのだろうか。

　雅彦は串肉をじっくりと焼きながら、鍋の腿肉の様子にも、抜かりなく目を配った。

　大きかった泡は徐々に小さくなってきている。

　熱で肉が縮んで膝に近い骨が剝き出しになって、代わりに全体がふっくらと太ったように膨らんでいた。

　金挟みトングを使って、鍋の中で慎重に肉を返すと、空気に触れたためか、再び泡が激しく立った。だが今度はすぐに大人しくなって、じゅわじゅわと小さな気泡が肉を覆った。全体的に落ち葉のように色づいてきている。

　雅彦は机の粉を片付けると、金属の深皿を出して金網を載せ、じっと鍋を見つめる。

　ルィドゥアもつい、シナノと共に肉に見入ってしまった。

　骨があるから肉だとわかるが、煮込みや、ただ焼いたときのような生々しさはない。別の代物のようだった。

「よし」

　大きく頷いて、雅彦は金挟みで骨の突起部分をつかんだ。よほどずっしりとしているのだろう。持ち手を両手で握り、持ちあげる二の腕が太く盛り上がっている。

　油から引き出された腿肉は落ち葉の色に染まって、弾けそうに膨らんでいた。それを慎重に金網の上に置く。机が重みで軋み、油が皿に滴った。

「あー、まだまだ」

　そろりと手を伸ばしたシナノを制して、雅彦は笑んだ。

「このまま少し置くことで、中までじんわり肉に熱が通るんだ。そのほうがうまいし、生で食って、腹を壊したらまずいからな」

　大人しくシナノは手を引っ込めた。会ったばかりの他人のいうことを素直に聞くなど、初めてのことだ。やはりこの男がマタギの孫だからだろうか。

「んで、こっちは──」

　雅彦は串肉の様子を見た。何度か表を返し、焼け具合を確かめる。こちらは骨付き腿肉よりは馴な染じみのある姿だ。

「よーし、いい具合だ」

　そういうと、雅彦は網の上から串肉を取り、再び糖とう蜜みつのようなとろみのあるサウースに浸した。それを皿に二串ずつ乗せると、シナノとルィドゥアに手渡し、巨大な腿肉の前に手招いた。

　二人が並ぶのを待って、雅彦は傍に置いてあった薄い箱を開けた。

　中には包丁が入っていた。

　片刃の剣のような一本を取り、肉叉フオークを使って肉を押さえて刃を入れると、色と同じ、落ち葉を踏んだときのような、軽いさくっという音を立てた。

　大きく切り分けて、皿に乗せてくれた。ずしんと重みがある。断面はほのかな白赤色で、透明な肉汁がとろとろとあふれてくる。

「あっちで食べよう」

　骨の部分をつかんで持ち、自分の皿に乗せた雅彦は、少しだけ拓ひらけたところを指した。

　よいしょ、とそこに車座になると、雅彦は胡坐あぐらをかいた肢の間に皿を置き、何の呪まじないか、胸の前で掌を合わせて、

「いただきます！」

　と唱えた。

「食事の前の挨あい拶さつだ」

　不思議そうに見ていたことに気づいたのか、雅彦は笑ってそう言った。

「イタダ！」

　真ま似ねをして、ぱん、とシナノが手を打ち合わせた。ちらりと雅彦を見る。彼が頷くと、嬉しそうに牙を見せて、まず、串肉にかぶりついた。

　目が大きく見開き、耳と尻尾が、ぴん、と立った。嬉しいときの仕草だ。

　ルィドゥアも、おそるおそる串肉を食はんだ。雅彦は元になった料理を《焼き鳥》と言っていた。そのままの名前だから、これは《焼き大ラパト》だ。

　肉に歯を立てると、ぷりっとした弾力のあとから肉汁が染み出してきて、蜜のように甘いサウースと溶け合って、口中に広がった。

　さらに嚙むと、肉はよく締まっていて、不思議な香ばしさがあった。これが雅彦の言っていた、肉汁の燻製香なのだろう。

　ラパトの肉は何度か食べたが、まったくちがう。ソチィに入っている肉は、旨みが全部抜けて、いつもぱさぱさだった。

「んあー」

　ものすごく大きな口を開けて、シナノが腿肉にかじりついた。ざくざくっ、と心地よい軽快な音が響いて、ルィドゥアは驚いた。肉を食べた時に起きる音ではない。

（いったい？）

　ルィドゥアは、腿肉に肉叉を突き立てた。やはり、ざく、と鳴る。これは肉の周りについた小麦粉が立てているのだろうか。

　雅彦は、フライドチキン、フライドレッグ、と言っていた。フライドは同じだから、文脈からすると、この調理法を指すと思われる。ならばこれは、フライドラパトといったところだろうか。

　おそるおそる歯を立ててみた。ざく、と鳴った。

「！」

　シナノと同じように、ルィドゥアも思わず目を瞠った。ざくざくした食感が──こういっては変かもしれないが、心地いいし、楽しい。

　ぎゅっと嚙むと、肉汁があふれてきた。肉にはぴりりとした味が付いている。つんとする香りは、何かの香辛料だろうか。複雑なそれが、肉汁の甘さを立たせている。

　おいしい。

　確かに鳥に似ているが、いやではない独特な臭み、肉の潤いなどは、鳥とは違う。

　なにより弾力がすごかった。ぐいぐいと歯を押し返してくる。あれだけの跳躍力を生む脚だからだろうか。

　といっても、嚙み切れないわけではなく、よい感じの歯ごたえだ。嚙み切った肉は、頰の裏や舌に張りついて、飲んでしまうのが惜しくなる。

「おお！　やっぱうめえ！」

　彼は骨をつかんで、豪快に腿肉にかぶりついていた。口の周りが油で光っている。ひっぱると肉の繊維がぶちぶちと切れる音がした。

「俺の目に間違いはなかったぜ！　カラアゲにしてもうまそうだなあ」

　はははっ、と雅彦は笑った。

　不思議だった。何かを食べて、こんなに楽しく、嬉しくなったことはなかった。そもそも食事にそんな気持ちにさせる力があるとは、考えたこともなかった。

「ウメー！」

　シナノが早速、真似をして吠える。

　やっぱり口の周りは、油でてかてかだ。

　首輪飾りの鈴がちりりと小さく鳴って、雅彦の体が僅かに霞かすんだように見えた。ルィドゥアは目を擦こすったが、雅彦は変わらずそこにいて、楽しそうに笑っている。





　　　　　１‐６






「ふうん……《マンタダルウェヴ》ねえ……」

　食事のあとで自分たちの立場を説明したルィドゥアは、雅彦が二つ返事で同行してくれるとどこかで思っていたことに気がついた。

　だが、雅彦はどうにも興味がなさそうだった。

　シナノもじっと彼を見ている。

「気になりませんか？」

　思わず訊ねてしまった。

　すると雅彦は、うーん、と唸って苦い笑いを浮かべた。

「正直、あんまり。それって天災みたいなものなんだろ？　俺は狩人ハンターだし、関係のない話かなって思っちゃうんだよな。俺の世界の常識はここじゃ通じないから、現場を見ても見当もつけられないだろうし。きっと役に立たない」

「そうですか……」

　残念だが、そこまで言い切られてしまったら、無理強いはできなかった。ここで出会えて、救ってもらえたばかりか、食事まで振る舞ってもらえたことをありがたく思わなくては。

「それに……じいちゃんからは、こっちの人たちと、あまり深い関わりを持つなって言われてるんだ。所詮、お客さんに過ぎないからって」

　言っている意味はよくわからなかった。

　だが、気持ちはわからなくはない。

　先代のマタギが、森耳族と関わったことを後悔していたとしても、おかしくはない。

　彼は村を襲った《幻げん月げつの目め》と戦ったことで、自身は腕を失い、相棒のヤマトを亡くしたのだから、孫に同じ思いをさせたくないと思ったのかもしれない。

「あの……シナノは？　連れて帰りますか？」

「俺は、今日初めて会ったんだし、この子がそれを望むとは思えないけど……」

　雅彦はシナノを見た。

　彼女は耳を隠そうともせずにピンと立てると、

「ボク、ルィと行く」

「その方が、いいだろうな」

　と雅彦は頷いた。

「ヤマトとこっちの狼おおかみとのミックスのこの子に、境界を超えさせたら、いったいどうなるかわからない。一いちか八ばちかで試す気にはならない」

「境界って、いったいどういうことですか？」

　そう訊くと、うーん、と雅彦は唸った。何かはわからないが、話すべきかどうかを迷っている様子だった。

　だがやがて、知る権利はあるよな、と空に向かって呟くと、ルィドゥアとシナノを見た。

「理解できるかどうかわからないけど、俺はこの世界の人間じゃないんだ」

「ええと……それは、別の大陸から来た、ということですか？」

「いや、違う。文字通り次元が違う。そうだな……この世界にも、死後の世界の概念っていうのはあるだろ？」

　ルィドゥアは頷いた。

　奉じる神が違うので、種族毎ごとに考えかたは違うが、死んだあとに逝いく国があることは共通している。それはこの大陸と地続きではなく、歩いても飛んでも行くことのできない、魂たましいだけが辿たどり着つける国だ。

「俺は魔術逸品の力で、そういう国のひとつから来たんだと思ってくれればいい」

「つまり──死んでるんですかっ!?」

　ルィドゥアは座ったまま、後ずさった。

「生きてる生きてる！」

　雅彦は慌てた様子で言った。

「さっき、肉を喰うのを見ただろ？　だからちゃんと生きてるって！」

「そ、そうでした……」

　確かに共に食事をした。死人は食事をしたりしない。そういう意味では、確かに雅彦は生きているといえるだろう。

「そうだな……あの空の彼方かなたに、魔術を使ってしか行き来のできない国があるっていう風に思ってくれるか？　俺の世界とここの間には、往来を阻害する見えない壁があって、互いに見ることも聞くこともできない。それを唯一可能にするのが、この土鈴なんだ。俺やじいちゃんは平気だったけど、それ以外の道具やヤマトには変化が起こった。銃はぐっと威力が増したし、ヤマトは人の姿になった」

「え？」

　いま、聞き捨てならないことを、さらりと言った。人の姿に《なった》？

　疑問を読み取ったみたいに、雅彦は頷いた。

「ヤマトは元は人じゃない。こっちのボルフに似た、犬という獣だ」

　ああそれで──ルィドゥアは得心がいった。

　正直、ヤマトが村のボルフと関係を持ったと知れたとき、ルィドゥアはおぞましく思った。獣人とはいえ、人の姿をしている者が獣と交わるのは、森耳族には考えられないことで、関わりを絶つことも検討された。

　結局、自分たちの価値観を他種族に押し付けるものではない、と結論されたが、あのこと以来、彼らとの間に距離ができたのは確かだった。

　だが、そもそもが異種族ではなく、ヤマトは人の皮を被っていただけだというのなら、ボルフと契りを結んでも、それは必然だ。本質は獣だったのだから。

　ルィドゥアはシナノを見た。

　だとすると、彼の娘の本質も、獣なのだろうか。ヤマトよりはよく喋るし、感情もそれなりに表に出る。肉は好きだけれども、ボルフのようには食べない。

　視線に気づいて、シナノが小首を傾げた。

　その愛らしい仕草だけで、そんな疑念はたちまちとろけてしまった。

　本質など、どちらでもいい。

　シナノはシナノだ。

　今の話を聞いて変わるとすれば自分で、小さな獣人の妹は何の感慨も抱いていないように見える。父親似か、母親似か、という程度のことなのかもしれない。

「この子が生まれたことが悲劇だとは思わないけど、こういう影響を、じいちゃんは避けるようにって意味で、あまり深く関わるなって言ったんだと思うんだ」

「けど、あなたはこうして、わたしたちに不思議な料理を振る舞ってくれましたよね？　それはいいんですか？」

「んー……」

　雅彦は困ったように頭を掻いた。

「線引きをどこに決めたらいいのか、俺にも正解はわからない。一番いいのは、ここへ来ないことなんだろうけど……俺の中のマタギの衝動は、どうしても止められないんだよなあ」

　はにかむ雅彦は、どうしてか、森の奥の陽だまりをルィドゥアに思い起こさせた。目尻に皺しわが寄ると、おぼろげな記憶の中のマタギに似ている。

「俺の世界には、袖そで振ふり合あうも他た生しようの縁えん、って言葉がある。前世来世も宿世の因縁ってことで、関わるときには関わるし、そうでなければ関わることはない」

「わかりません」

「うん。ようするに、縁があるならまた会えるだろうってことさ」

　そう言うと、雅彦の腰の土鈴が、りん、と鳴って、彼の姿は唐突に掻き消えた。彼だけではない。彼の持ってきたあらゆる道具もろとも。

　驚いたシナノが、雅彦が現れたときと同じように遠吠えをしたが、いくら吠えても、首飾りの珠のない鈴は、澄んだ音を立てることはなかった。

　ただし、大ラパトの肉は残った。

　彼の持ってきた紐は消えて、地面に落ちたけれども、これで当分、食糧に困ることはない。燻いぶしてやればかなりもつだろうし、毛皮も高く売れるに違いない。

　忘れていったわけではなく、きっと残していってくれたのだ、とルィドゥアは感じた。

「ありがとう、マタギ」

　近い内に、きっとまた逢あえる。

　──逢いたい。













　…………。

　あー、俺は伊い豆ず見み雅まさ彦ひこ。もしも、こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしている。

　じいちゃんの形見の土ど鈴れいのおかげで俺は、この剣と魔法の世界みたいなここへ来られているわけだけど……。

　じいちゃんの話によれば、持ち主が死んだ場合、こっちへ持ち込んだ道具なんかは、自動的に元の世界に戻るらしい。

　実際、じいちゃんの葬式のあと、数は少なかったけど、じいちゃんの狩猟道具が庭に散乱してたことがあったから、信じないわけにはいかない。

　なので、誰かがこれを見ている場合、それは俺の世界の人ってわけだ。

　よろしくー、見えるー？

　…………。

　まあ、誰も見ないでいてくれるのが一番だけどだ。そいつはつまり、俺がもう死んでるってことだから。

　とはいえ。

　万が一ってのは常に考えておかなくちゃならないわけで。

　世の中ってえのは、何が起こるかわからない。

　こんな異世界に自由に来られてる以上の驚きは、ないっていえばないんだろうけど……。

　けど、驚いた！

　まさか、ヤマトの子供と会うとは！

　あ。

　ヤマトってのは、じいちゃんの犬。すごく優秀な雄犬だったんだぜ？　熊くまを相手にしても一歩も引かないハートを持ってた。

　じいちゃんとヤマトが揃そろえば、狩れない獲物はいなかったって断言できる。

　こっちじゃそのヤマトが人になるんだ、って聞かされたときは、じいちゃんの妄想もそこまで行き着いちまったか、と呆れもしたし、悲しくもなったけど──

　本当だったらしい。

　土鈴の力でこっちへ来たその時から、じいちゃんの話は全て本当だと信じられた。

　体感しちまったら、信じないわけにはいかないだろ？

　信じないなら、自分がどうかしちまったと思わなくちゃならなくなる。そいつは断じて認められないぜ。

　だってほら！　ちゃんと来られてる！

　…………。

　……あー、ごめん。ここは車の中だった。外も真っ暗な森だけしかないしなあ……。

　…………。

　まあいいか。これまでのファイルを観みてくれてるなら、いまさらだろ？

　とにかく。

　こっちじゃヤマトは人の姿で行動してて、さらに、子供まで作っていやがったらしい！

　相手は、狼みたいな動物だけど！

　本来のヤマトからしたら、ちっともおかしいことじゃないが、やってる姿を想像すると、さすがにヤバイよな……。

　最中、誰にも見られなかったことを祈るぜ。

　…………。

　しっかし、あの子の詳しいことは、じいちゃんから、全っ然、聞いてなかった。シナノって名付けたのはじいちゃんだろうから、忘れてたってこともないだろうし。

　生き延びられないって思ったのかね。

　ちょうど、十歳ぐらいか。見た目もそんな感じだったけど、全身、綿菓子がうすーく張り付いたみたいに、肌は産毛で覆われてたな。

　手足も大きくて、人としてはちょっとバランスが悪かったが、獣人としては、あれで構わないんだろう。裸足でちょうど靴を履いてるみたいな大きさだったし。

　獣ケモ耳ミミと獣ケモ尻尾シツポも、いいアクセントだよな。

　こっちの狼みたいな獣のボルフってのは、猫科の動物みたいに爪を出すんだが、その特徴もしっかり受け継いでたみたいだ。

　初対面から妙に懐かれたけど、やっぱり、じいちゃんのライフルが理由だろうな。

　ほら、見てくれよ。

　この台尻のところ。木の色が変色してるだろ？　じいちゃんが使い込んだ証だ。俺が引き継いだけど、俺のものになるにはまだまだ時間がかかる。

　……それはさておき、だ。

　いやあ、エルフもいたんだなあ、この世界！

　初めて会った。

　モンスターはいろいろ見てきたけど、文明を築いているのは、俺とあんまり変わらない、人間だけだったからな。

　いるのは知ってたけど。

　じいちゃんの話にも、エルフとかって言い方はしなかったけど、耳が尖っててやたら身の軽い一族とか、背が低くて男も女も髭ひげがもじゃもじゃで指が太いのに恐ろしく手先が器用な連中とか、でてきたし。

　…………。

　あの子、エルフだよな？　特徴、ぴったりだし。

　しかも、ダークエルフ！

　こっちでもそういう呼び方すんのかわかんねーけど、肌の色とか、胸の大きさとか、まさにダークエルフって感じだった。

　いやあ、美人だったなあ。

　二十六年生きてきて、あんな美人、初めて見た。何もかも違うって言うか……神々しさすらあったぜ。

　女神ってのは、ああいう子のことをいうんだな、うん。

　映像がないのが残念だ。

　スマホを向けていいか、ちょっとわからなかったし。不用意なことをすると、下へ手たをしたら命にも関わる。

　けどまあ、あの子は性格も良さそうだったけど。

　どうもあの子が、シナノの面倒を見てくれていたみたいだな。

　ほとんど姉妹的な感じで。

　うーん……ヤマトの娘ってことは、半分は俺の世界の動物ってことになるから、連れて帰れないことはないと思うけど……どういう変化が起きるかは、ちょっとわからん。

　犬に戻るのか、それとも、あのままなのか──さすがに獣人のままだったら、まずいぜ。

　コスプレとかっていって誤ご魔ま化かせるか？

　……無理だよなあ。

　…………。

　……とりあえず、しばらくはあの子に任せとこう。無責任なようだけど、それが一番だ。彼女も別れたくなかったみたいだし。

　それに、なにかやらなきゃならないことも、あるみたいだったしな。

　マンタ──なんとかだっけ？　定期的に起きる災害みたいなこと言ってたけど、獣じゃないなら、俺はあまり首を突っ込むべきじゃない。

　じいちゃんがよく言ってたんだ。

　狩りだけにしとけ、って。

　詳しい理由は話しちゃくれなかったけど、とりあえず俺は、その言葉に従うことにする。いままでも、なるべくそうしてきたし。

　何事も、一いち期ご一いち会えぐらいが、俺にとってはちょうどいい。

　狩りも、人との関わりも。

　…………。

　というわけで、また！　生きていたら、次の動画で！
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　腹まで届く立派な顎あご髭ひげの前で丸太の如ごとき腕を組みながら、ガンドルは、老人たちの話を、彼にしては辛抱強く聞いていた。

「他の種族に比べ、《マンタダルウェヴ》は、我ら鎚つち髭ひげ族ぞくにとっては由々しき災いじゃ。知ち族ぞく会議の決定に従い、我らも人を出す」

　そうよ、と麦酒ビールの入った大酒器ジヨツキを長机に叩たたきつけた老女が、髭を揺らした。

「地下は我らの王国。そこを好き勝手に掘り返されてはたまらないわ」

「すでに鉱村のひとつと連絡が取れなくなっている。《マンタダルウェヴ》に潰つぶされたと考えるべきじゃろう」

「あそこは良い鉄が採れたんじゃがなあ……ときどき輝き石せきも出土したし」

「仕方あるまい。あそこの連中ができるだけたくさん持ち出してくれとることを祈ろう」

　それしかあるまい、というように、いくつもの髭がふさふさと揺れて頷うなずいた。

　それを見て、ガンドルは唸うなるように太いため息をついた。

「……で？」

　老人たちが茂った眉まゆの下から、若い戦士を見た。

「なんじゃ、ガンドル？」

「《マンタダルウェヴ》を追っかけて、俺は何をすりゃあいいんだ？　ぶっ殺すのか？」

　腰に括くくりつけた、巨大な両刃の斧おのの柄を叩く。

　老人たちの白濁した目が、ガンドルをじろりと見た。

「何も獣と限ったわけではない。地割れということもありうる。そうしたことも含めて、他の種族と共に調べるのが、おまえの役目じゃ」

　どさり、と革の袋が置かれた。

　緩んだ口から、平たく伸ばした乾パァオと、骨付きの干した肉が覗のぞく。栓付きのもうひとつの革袋の中身は、麦酒に決まっている。

　これがなくては鎚髭族はまったくやる気が出ない。

「この通り、金と食いもんはそれなりに用意した。足りなくなったら、あとは自分で調達せい。それと──これじゃ」

　そう言って老人の一人が長机に置いたのは、一振りの細い剣だった。

「こいつは？」

「かつて、我が王国を救ったマタギの小刀を元に鍛えた護剣じゃ」

「まるで小枝じゃねえか」

　剣をつかんだガンドルは、鼻で笑った。

「確かにわしらの手には心こころ許もとないがのう。あくまでも護剣じゃ。持っていけ」

「調査ねえ……」

　ガンドルは髭に埋もれた口を曲げた。

「性にあわねえなあ……」

「無論、殺せる相手なら殺しても構わんぞ。《マンタダルウェヴ》の頭をかち割っちまえ」

「あれに割れる頭があるならのう」

　老人たちの軽口に、ガンドルはにやりと笑った。

「で？　俺の報酬は？」

　ふさふさと老いた髭たちが揺れる。

「名誉が与えられよう」

　は、とガンドルは嗤わらった。

「いらねえよ、そんなもの。伝説の大災厄に挑むんだぜ？　それなりのもんが欲しいね。例えば……伝説の希少鋼で鍛えられた斧とか」

　長老たちの顔が、唐突に引き締まった。

「あれはやれん……あまり調子に乗るなよ、若造？　頼んでいるわけじゃない。長おさとして命じているのじゃ。わかったな」

　ガンドルは岩みたいな肩を竦すくめ、太い指で荷物を引っつかんだ。
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　一族だけが把握している土中の細い隧道トンネルを黙々と進んでいたガンドルは、唐突に行き止まりに突き当たった。

　触れると木の蓋ふたがあって、びっしりと木の根が張り付いている。

　掌てのひらを当て、腕に力を籠こめる。

　腕がもこりと膨らみ、力任せに押された扉は、軋きしんだ悲鳴を上げた。抵抗は続かず、木の根が千切れ、扉は吹き飛ぶように開いた。

　ここが前に開いたのは、随分と昔のことだったようだ。

　森特有の青臭い空気が、大きな鼻にくすぐったい。森に差し込む微かすかな陽光が、獣毛服を直じかに着たときのようにちくちくと目を刺す。

　鼻を鳴らすと土煙が出た。

　ガンドルは服の衣囊ポケツトから金属製の櫛くしを取り出すと、豊かな髭を綺き麗れいに梳すいた。

　服や肌には構わない。髭がぴかぴかならば、他も全すべてぴかぴかだというのが、鎚髭族の考え方だった。

　髭の汚いやつはもてない。尊敬もされない。

　髭こそ我われ。

　ぐるりと辺りを見回すと、木々の向うの遠くに壁を見つけた。あそこが長老が言っていた待ち合わせの町だろう。

　気は進まないが、仕方がない。

　背中に負った護剣の上に、食い物と酒の詰まった荷物を乱暴に担ぐ。土つち埃ぼこりがもうもうと立ち昇って、ガンドルの姿を霞かすませた。





　　　　　２‐３






　人族の体型に合わせた、把手とつての位置が高い扉を押し開けると、雑多な話し声と共に、馴な染じみ深い酒の甘苦さにあれやこれやの料理の匂においが混じった空気が押し寄せてきた。

　高机カウンターの向うで、主あるじらしき男が一いち瞥べつをくれたが、特に案内をするでもなく大酒器を用意するのを見て、ガンドルは満足した。

　この店は、鎚髭族のことをわかっている証あかしだ。

（さて──）

　扉を見てわかってはいたが、店の調度は人族に合わせてある。待ち人を探そうにも、よく見えなかった。

　鎚髭族は、一般的な人族の子供ほどしか身長がない。代わりに横幅はおおよそ倍近くあり、手足の太さも同様で、全体的にむっくりとしている。

　手近な椅い子すによじ登る手もあるが、相手も珍しい供を従えているというから、どこだ、と問うのが手っ取り早いだろう。

　そう思い、髭に埋もれた口を開きかけたとき。

「おいおい、なんか土臭くねえか？」

　そんな声がした。

「どっかから、太ったノチョでも紛れ込んでんじゃねえの？」

　やめろよ、と諫いさめる声にも、男は舌打ちで返した。

「るせえなあ。臭くせえから臭えって言ってんだ。ここは町だ！　森ん中で野宿してんじゃねえんだ！　うまい料理。うまい酒。香水を振った女の肌。そういう、いいもんで満たされてんだ。そこに土の臭いなんぞ持ち込まれちゃあ、興が冷めんだよ！」

　どん、と男は大酒器を長机に叩き付けた。波を打った麦酒がこぼれる。

「一季節も旅をして、ようやく着いたってのに、冗談じゃねえぞ！　この店はいったいどうなってるんだあ？　おかしな耳長だけでも我慢がならねえのに、こんどは臭え髭男と来たもんだ！」

　ガンドルは、男の視線を追った。

　店の片隅に、明らかに人とは違う耳を持った娘を見つけた。男の言葉に頭ず巾きんを深く下ろすように引っ張ったが、耳が引っかかっている。

　そんな娘の隣りで、変わった娘が鼻に皺しわを寄せて、男を睨にらんでいた。随分と毛深い上に、ボルフのような耳が生えている。

　なるほどこいつらか、とガンドルは鼻を鳴らした。見るからにひ弱そうだ。

「もうよせって」

　連れらしき者が宥なだめるように言ったが、男はその手を払った。大酒器を持ったまま、ガンドルの方へとおぼつかない足取りで近づいてくる。

　男は陽炎かげろうのように揺れながら、目の前に立った。どろりと濁った見下ろす目には、はっきりと侮ぶ蔑べつが見て取れる。

「ほうら、麦酒をごちそうしてやらぁ。てめえのような野人にゃあ、飲めねえ代物だろ？」

　男が大酒器を傾け──だが、麦酒がこぼれることはなかった。

　こぼれたのは、男の悲鳴。

　ガンドルにしてみれば小枝と変わらない手首を、その前につかんだからだった。

「麦酒を粗末にするやつは、許さねえ」

「いてえいてえ！　いてえったら！　離せこのやろう！」

「いやだね」

　ガンドルは手首を軽く捻ひねった。ぱきん、と乾いた枝が割れたような音がすると同時に、男はみっともない悲鳴を上げた。

　手首の骨は簡単に粉砕された。

　男は大酒器から手を離し、落ちそうになったそれをガンドルがつかむ。痛い痛いと泣きながら床を転げ回る男を、ガンドルは捕まえた麦酒を喉のどに流し込みながら見た。

「てめえ！」

　幾人かが、がたがたと椅子を轟とどろかせて立ち上がった。

　男の仲間だろう。

　たとえ落ち度が男にあるとわかっていても、骨を折られてなお看過すれば、腰抜けのそしりはまぬかれないとでも思ったか。

　だが、全員ではない。

　ほとんどの人族は、おもしろそうに成り行きを見ている。こいつはいい酒の肴さかなだ、とでも思っているのだろう。

　幾人かが腰の剣に手をかけるのを見て、ガンドルは鼻で笑い、その太い指で腰の斧を留める釦ボタンに触れた。

「──てめえら、いい加減にしろよ？」

　店が揺れたかと思うほどの力で、高机の向うの男が大酒器を叩きつけた。眉をぎりりと吊つり上げて、じろりと見る。

「田舎もんどもが。ここをどこだと思いやがる。交易町バーボルーンだぞ？　この街で一等偉えれえのは金だ。金の前にゃあ、人も髭もねえ。そいつがわからねえようなやつは、この街で、この俺の店で、酒を飲む資格はねえ！」

　その通り、とあちこちで声が上がる。店の主人らしき男が叱しつ責せきしたのは、ガンドルではなかった。同じ人族の、酔った男たちだ。

　男たちはそそくさと店を出て行き、ガンドルは斧を留めた革帯から手を離した。

　金の前では種族も何もない──実に明快な基準である。知族会議が、ここを待ち合わせの場所に選んだのも、なるほど納得できた。

　ガンドルは、店の隅の丸机に向かった。

　騒ぎが収まって安あん堵どしたのか、先客の一人が頭巾を後ろに落としてこちらを見た。

（黒耳か！）

　耳だけでははっきりしなかったが、顔を見てはっきりとわかった。

　こいつは珍しい──髭のない鎚髭族並みに。

　十年も前に滅んだと聞いていた。生き残りがいたとは思わなかった。

　連れの娘も、それに劣らない。

　濃い産毛と、髪に隠れるように生えている獣耳──おそらく獣人だ。

　ガンドルも見るのは初めてだった。

　見かけは子供だが、実年齢はわからない。この黒耳の娘とて、見た目そのままではないかもしれない。森もり耳みみ人びとは人族とは違う流れの時間を生きている。

　もっともそれは、鎚髭もだが。

　ともあれ、周囲の連中は子供が獣人だとは気づいていないらしい。

　わかっているのなら、もっと騒ぎになっている。

　なにしろ、見せるだけで金が取れるような存在だ。金が一番といってはばからないここの連中がそうしていないのだから、娘の一際体毛の濃い裸足はだしも、変わった靴を履いているくらいにしか思っていないのだろう。

　鋭い目でねめつけてくるが、恐ろしくはない。

「あんたたちか？」

　ガンドルは髭の下から木札を出し、丸机に置いた。知族会議の印が彫られている。各種族の代表の証として持たされたものだ。

　尖とがった耳の娘は安心したように僅わずかに細い肩を下げ、同じ印の彫られた木札を袋から出して置いた。

「森耳のルィドゥアです。この子はシナノ」

　言って、ルィドゥアは獣人の耳の間の頭を撫なでた。気持ちいいのか、倒れていた耳が、ぴんと立って揺れる。

「鎚髭のガンドルだ」

　人族用ゆえに幅の足りない椅子に腰を下ろす。見計らったように、大酒器がひとつ、どん、と置かれた。

「つまみは？」

　さっきまで高机にいた男が聞いた。

「何が美う味まい？」

「うちの腸詰は麦酒によく合う。蒸かした芋もつくぞ」

「じゃあ、俺はそいつを。あんたたちは？」

　話を振ると、ルィドゥアは驚いた顔をして、ええと、と口ごもった。まさか、振られるとは思っていなかったらしい。

　すると見かねたようにシナノが、

「同じもの」

　と簡潔に、そしてきっぱりと言った。

「……はいよ」

　男はその啖たん呵かめいた言いようが気に入ったのか、皺しわ深ぶかい口元に笑みを浮かべて、高机へと踵きびすを返して去った。

　自分の木札を髭の奥にしまいながら、

「他の連中はまだか？」

　とガンドルは訊きいた。

　予定では、あと二つの種族が人を出すことになっているはずだった。獣人は成員メンバーではないから、人数に数えない。

「ここには、わたしたちだけみたいです。伝言がありました。樹じゆ人じん族ぞくの代表は街には近づきたくないそうで」

「まあ、そいつはな。俺以上に、あいつらじゃここは狭苦しいだろうから。だが、人はそうじゃないだろう？　やつらの代表はなんで来ない？」

「ええと……狩りだそうです」

「狩り？」

　太い眉の下の木の実のような目を見開くと、ルィドゥアは頷いた。

「人族の代表は《狩人かりゆうど》だとか。獲物を追っていて、手が放せないそうです」

「はっ！」

　ガンドルは呆あきれた。

「大地の危機より、狩りか！　だったら俺にも用事はあるぜ！　髭の手入れが忙しい」

　大おお仰ぎように腕を広げて見せたが、森耳と獣人はにこりともしなかった。

　渾こん身しんの冗談だったのだが。

　髭族なら樽たる腹ばらを抱えて転げ回る場面なのだが、種族が違うと通じないようだ。

「──おまちどお」

　丸机の真ん中に大きな皿が、どん、と置かれた。

　両端を紐ひもで縛った腸そのものといった料理が数本、蒸かした芋と共に盛られている。腸詰の表面はよく炙あぶられて黒い網目がくっきりと浮かび、じりじりと脂が焼ける音を立てていた。

　ガンドルは鞄かばんから前掛けを取り出し、髭を覆うように着けた。口の周りが汚れるのは仕方がないが、首から下は清潔に保たねばならない。

　肉叉フオークを突き立てると、皮の破れ目から染み出した肉汁が蒸かし芋に染みていく。

　かぶりつくと、腸壁のぷりぷりした弾力が歯に心地よい。嚙かみ切ると、中に詰められた数種の香辛料を混ぜた赤身の挽ひき肉にくの旨うまみが口中一杯に、じゅわりと広がる。

　そこへ麦酒をぐびりぐびりと流し込むと、肉の甘味と麦の苦味が交じり合ってたまらない。

　思わず、ぐふう、と息が漏れて、娘たちの眉を僅かにひそめさせてしまった。

「すまん」

　一応、謝りはしたがとめられるものではない。

　人族は、ろくな金属加工もできないくせに料理だけは飛び抜けて美う味まい。人生が短いからだろうか。あの連中が快楽に弱いのは。

　シナノと呼ばれた獣人娘は、腸詰を手づかみにすると真横からかぶりついた。あふれる肉汁をじゅるりと吸いながら食べる。

　ルィドゥアはそんな彼女を優しげな眼まな差ざしで見守りながら、蒸かし芋に肉叉フオークを刺した。森耳族は、あまりに肉々しいのは苦手だから、腸詰は好みではないのだろう。

「で？　俺たちはどうするんだ？」

　頰ほおに腸詰を詰めたまま、ガンドルは訊いた。シナノも口をぱんぱんに膨らませて、ルィドゥアを見る。

　蒸かし芋を飲み込むと、ルィドゥアは肉叉を置いた。

「……馬車で街道を二日行った森の奥に、《マンタダルウェヴ》の新しい痕こん跡せきが見つかったらしいです。先に現場を見ていて欲しいと、人族の代表の伝言にはありました」

「は！　俺を使い走りにしようっていうのか？　人族ってのはまったくずうずうしい！」

　ガンドルは大酒器を丸机に乱暴に置いた。

　ルィドゥアの長耳が僅かに震え、シナノが低く唸って牙きばが腸詰に食い込んだ。

「じゃあ、行かないんですか……？」

　鼻を鳴らすと髭が大きく揺れた。

「そういうわけにもいかんだろう……《マンタダルウェヴ》は、俺たちの問題でもあるわけだからな。まったく、面倒な話だ」

　そう言うと、森耳の娘は端正な顔に安堵の色を浮かべたが、そのやりとりの間に、シナノは残っていた腸詰を平らげてしまった。大した食欲だ。

「……ルィ。お菓子頼んでいい？」

　まるで人族の幼い娘のようなおねだりをする。ガンドルは笑みをこぼしそうになったのを、慌てて隠した。嘗なめられては今後に関かかわる。

「いいよ。何？」

「プデン」

　ルィドゥアはうなずくと、すみません、と高机の向うの主に向かって手を上げた。

「プデンをひとつください」

　主は頷くと厨ちゆう房ぼうに向かって、プデンひとつ、と通した。

　プデンとは、卵液に蜂はち蜜みつと獣乳を加えて蒸した菓子である。ガンドルはあまり好まないが、人族の生み出したものの中では、ましなもののひとつだ。

「で？　あんたたちは《マンタダルウェヴ》を見たことがあるのか？」

　ガンドルの問いに、ルィドゥアは首を振った。

「いえ。伝え聞いているだけです。おばあちゃんは遠くから見たらしいんですけど、もう森に還かえってしまったし、その前でも、何百年も前の話なので、ほとんど憶おぼえてはいませんでした」

「うちも同じだな。もうほとんど石になっちまってる大長老は、子供の時分に《マンタダルウェヴ》に襲われたらしいが、その気分だけしか覚えてない」

　それほど古い出来事なのだ。

「わたしたちはそれを事実だと知っていますけど、人族にとっては書物の中の出来事でしかないようですね」

「こいつらは髭が伸びる間もないからな」

　長耳の娘は、え、という顔をした。いまのは人の寿命が短いことの比ひ喩ゆだったのだが、伝わらなかったようだ。

「すぐに死ぬってことだ」

　ああ、とルィドゥアは頷いた。

「人の代表が狩りを優先させたことは、それに関係があるのかもしれないですね。わたしたちと違って、たぶん実感がないんでしょう」

「かもしれんな」

「知族会議の席では、人族の方が熱心だったと聞いていたんですが……実際に調査に派遣される人は、考え方も違うんでしょうね」

「あんたはどうなんだ？」

「わたしは……この子と村を出たかったので」

　ルィドゥアはシナノの頭を撫でた。つまりこの二人にとって、調査は口実だということだ。

　狩りを優先させた人族のことを、あれこれ言えたものではない。

　ガンドルが太いため息をつくと、主がやってきて、はいよ、と皿に盛られたプデンをシナノの前に置いた。月をすくい上げたように黄色く、ゆらゆらと震えている。

「なあ、あんた」

　踵を返した主を、ガンドルは呼び止めた。

「追加か？」

「いや。あんたは《マンタダルウェヴ》を知ってるか？」

「マンタ……何？」

「《マンタダルウェヴ》だ」

「いや、聞いたことないな。あんたの国の料理か何かか？」

「いいんだ。……ああ、弁当用に腸詰とパァオを貰もらいたい。何日、保もつ？」

「うちのはよく燻いぶしてるから、三日は大丈夫だ」

「じゃあ、そいつを人数分」

　主は頷き、高机へ戻っていった。

　その間、シナノは大きな手で小さな匙さじを使って、少しずつプデンを掬すくい取とっては口に運んでいた。鼻歌が聞こえそうな顔をしている。

　皿を奪って一口で食べたらどういう反応をするだろうか、という誘惑に駆られたが、やめておいた。首を落とされたくはない。

「呑のん気きなもんだな」

　酒場を見回して、ガンドルは呟つぶやいた。誰も彼もここでは享楽的だ。すぐ傍そばに大きな災厄が近づいていることなど、気にもしていない。

　だが、せっかちでもある。

　たまに武具や装身具の注文を人から受けることがあるが、かかる日数を伝えると、大抵は驚き、そんなには待てないと言う。

　待たされて文句を言うのが人なのだが、今回のことだけに関しては、立場が逆になっているのが、可お笑かしいといえば可笑しい。

　被害が出たら、笑い事ではすまないだろうが。

　実際、こちらはすでに鉱村のひとつと連絡が取れないのだ。被害の調査には他に人が派遣されていて、何かわかれば連絡がくることになっている。

　長老たちの言いなりだ。

（……俺もいっそ、村を捨てるか？）

　娘たちを見て、そうも思ったが、できないこともわかっていた。長老たちには腹が立つが、ガンドルは自分の村を、あの地下の湿った暗がりを好いていた。

「……ゴチソウサマ」

　匙を置いたシナノが獣耳を立て、顔の前で手を合わせて、聞いたことのない呪じゆ文もんめいた言葉を口にした。
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「交易街の馬車は、面倒がなくて助かるな」

　街道を戻っていく馬車を見送ったガンドルの呟きに、そうなんですか？　とルィドゥアは首を傾かしげた。

「面倒って、どういう？」

「わかるだろ？　髭だからどうとか、耳だからどうとかって、そういうこったよ」

　ああ、とルィドゥアはぼんやりと頷いた。

　その態度に実感はなかった。

「あんたは、そういうことに巻き込まれたことはないのか？」

「わたしたち、町に行ったのも初めてなので……面倒はどこにいてもあるものですけど」

「ふうん」

　詳しく話すつもりはないようであったし、ガンドルも訊くつもりはなかったが、おおよその見当はついた。

　黒耳は一族としては滅んだと聞いている。

　ルィドゥアはその生き残りなのだろう。おそらくどこぞの森耳に引き取られたのだろうが、肩身は広くはなかったはずだ。連中が排他的なのはよく知られている。

　しかも獣人が妹というのだから、事情はより複雑なはずだった。

「……ルィ」

　樹きに上っていたシナノが、音もなく着地して彼女の腕を引いた。

「あっちに何かある」

　ガンドルの目では、指した先に何も見えなかった。だが、ルィドゥアは違うようで、小さな声で、本当、と呟いた。

「樹がなぎ倒されていて……小山みたいな盛り上がりが幾つもあります」

「動いてるか？」

　ルィドゥアの大きな瞳の黒い穴が、きゅうっと細く締まった。

「静かです。大丈夫だと思います」

「そうか」

　ガンドルは腹まで届く髭を撫でた。

　いきなり当たりを引いたかと思ったが、違うのは道理だった。もしそうであればこの辺り一帯は遙はるかに大変なことになっているだろう。何しろ大災厄とまで呼ばれている代物だ。

「別の何かか、通り過ぎた跡か、だろうか」

「行ってみますか？」

「ああ。気はすすまねえが、そいつが俺の役目だからな。あんたらは、残ってもいいぞ。興味があるわけじゃないんだろう？」

　村を出る口実だと言っていたのだから、危険を冒す必要はない。

　だが、ルィドゥアは首を振った。

「いえ、行きます。村長たちとの約束は約束ですから。それを破るのは、シナノの教育上、よくありません」

　まるで母親だな、とガンドルは感心した。

　そう決めているのなら、彼に否やはなかった。森耳族は身が軽いから、いざという時には勝手に逃げることができるだろう。邪魔にはなるまい。

「じゃあ、行くか」

「はい」

　巨大な弓を担ぎなおしたルィドゥアをちらと見て、ガンドルは森の奥へと歩み出した。

　靴の裏から伝わる感触は、ふわふわと柔らかい。まるで分厚い苔こけを踏みしめているかのようで、一足ごとに体が沈む。

　ルィドゥアはそんなこともないようだが、シナノは少し歩きにくそうだ。

　しばらくして、

「その背中の剣は、あなたが使うんですか？」

　少し後ろを歩きながら、ルィドゥアが不意にそんなことを言った。言外に、少し小さいように思う、との意が含まれている。

「こいつは護剣だ。村の連中に持たされた。俺の手にゃあ細すぎるが、なんでも昔、髭の国を救った男の持ち物を手本に作ったもんらしい。マタギとか言う狩人だ」

　ぴょこん、とシナノの獣耳が立ち上がった。

「マタギ！」

「知ってるのか？」

　シナノはぶんと頷いた。その耳の間を撫でつつ、

「マタギはこの子の父親の主です。トシゾウさんという名前で、もう死んでしまったらしいですけど」

「マタギってのは、名前じゃないのか？」

「ええ。称号みたいなものらしいです。マサヒコさんがそう言ってました」

「マサヒコ？」

「トシゾウさんのお孫さんで、いまのマタギです」

　ふうむ、とガンドルは髭を撫でた。

　つまり、マタギとは優秀な狩人を指す称号で、いまは代替わりをして、マサヒコという男がその名を冠しているということか。

　たかが狩人が髭の国を救ったとは信じがたいが、御お伽とぎ噺ばなしには尾お鰭ひれが付くものだ。

　だが──

　そうではないものもあることを、ガンドルはすぐに知ることになった。
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「おい……なんだあ、こりゃあ！」

　木々の間に立ち現れてきた光景に、ガンドルは叫ばずにはいられなかった。

　ごっそりと、森がなくなっている。

　抉えぐり取とられた──のとは違う。

　ひっくり返され、まぜっかえされたとでもいえばいいだろうか。百や二百の年月は当然の大木が、あるいは倒れ、あるいは根を天にして突き立っている。

　しかもそれが、大河ほどの幅を持って行われ、大河のように延びていた。

　こんなものが村を襲ったのだとしたら、鉱村とてひとたまりもない。

　大地の下に住む鎚髭族は、他種族よりも地異についての造ぞう詣けいは深い。

　ガンドルも、怒れる山、燃えて流れる岩、地の顎など、さまざまその目で見たが、こんなものは初めてだった。

「これが《マンタダルウェヴ》の跡なんでしょうか……？」

　不安を隠しきれない様子で呟くルィドゥアに、ガンドルは呻うめくことしかできなかった。

　娘の言う通り、これが《マンタダルウェヴ》なのだろう。

　しかし、一体何をどうすればこんなふうに大地をまぜっかえすことができるというのか。その答えは、まったく導き出すことができなかった。

（だが、起きたのだから必ず原因がある。そいつが魔術であれ、なんであれ、だ）

　ガンドルは、明らかに色が違う土の河へと足を踏み出した。

　ずぶり、と長革靴が足首まで沈み込んだ。

　おそろしくやわらかい。

　まるで、耕したばかりの畑のようだった。土の臭においも濃い。随分と深いところの土が地表にまで上がってきているのが、色と臭いでわかった。

　ルィドゥアも同じように足を踏み出したが、足はまったく沈まなかった。シナノはわずかに沈んだ。体重の差と、足の大きさが理由だろう。

　何か手がかりがないかと思い、ガンドルはふかふかした、新雪のような感触の地面を、あちこち歩き回った。

　千切れた樹の根。割れた鉱石。磨すり潰つぶされたような、元の姿もわからぬ動物。いずれも、この災厄に巻き込まれたのだろう。

　少し離れた場所で、ルィドゥアが潰れた鍋なべを手にしていた。すっかり黒ずんでいるのは、長く地の底にあったせいだろう。

「おい、どう思う？」

　呼びかけると、彼女は鍋を持ったまま首を傾げた。

「そうですね……まるで、巻まき嵐あらしが横に奔はしったみたいです」

　おもしろい意見だ。

　だが、横に奔る巻嵐など、ついぞ聞いたことがない。

　むしろ洪水ではあるまいか。地下水流の氾はん濫らんは、たまにだが起こる。それにしては、ここの土はまったく湿っていないが、乾いてしまっただけかもしれない。

　うぬる、と奇妙な心地を足の裏に感じた。

　思わず足を上げ、ガンドルは辺りを見回した。しんとして動くものはなにもない。気のせいか、と思ったとき。

「……なんかいる」

　獣娘が唸りと共にそう言った。

　髭を振りつつ辺りを見回す。遠くで地面がうねるのが目の端に引っかかった。あわてて首を戻すと、はっきりと土が盛り上がりながら動いた。

「こっちに来るぞ！」

　波のごとく、土が押し寄せてくる。

　これは地異ではない。

　シナノの言う通り、土の中に何かがいる。

　ガンドルは腰の両刃斧を握り、腰を低く落とした。足が深く沈みこむ。髭の奥で小さく舌を打った。これでは、ふんばりがきかない。だが、このままでやるしかない。

「うぉりゃあっ！」

　ガンドルは、突進してきた土の波に斧の刃を叩き付けた。土が弾はじけ跳び、顔や髭に容赦なく降りかかったが、それ以外の手ごたえはなかった。

「後ろ！」

　ルィドゥアが叫ぶと同時に、背中で土が爆散した。その勢いに、ガンドルは前によろけた。踏み出した足が土にずぶりと沈む。そのせいで振り向くのが遅れた。

　ずるる、と何かが擦こすれながら体に巻きついた。

　太さが樽たるほどもある縄のようなもの。それが締め付けてくる。ぶちっと革帯が切れる音がして、背中の護剣が落ちた。

「くそっ……」

　関節が悲鳴を上げる。完全に巻かれてしまった。腕も足もまったく動かせない。全身に力を込めて、関節が外れたり、骨が砕かれたりするのを防ぐのが精一杯だった。

「これが《マンタダルウェヴ》！」

　弓を構えながらルィドゥアが叫ぶ。

「……髭、助ける」

　シナノが腕を振る。大きな手から小刀のような爪つめが伸びると同時に、そのすぐ傍で、もう一本、極太の縄のような物が、土を撒まき散らしながら地表へ飛び出した。

　こちらを助けるどころではない。鞭むちのようにしなったソレが頭上から襲い、シナノは叩き潰された。

「シナノ！」

　ルィドゥアが放った矢が、ずぶりと刺さる。

　血は出なかった。痛みを感じているようには見えず、目の存在も見つけられなかったが、ソレはルィドゥアを向いた。

　ず、と体をもたげると、下敷きになったシナノが見えた。

　とりあえず、無事だ。

　土が柔らかかったおかげだろう。とはいえ、衝撃がなかったわけではなかったようで、俊敏とはとてもいえない様子で這はい出だすと、

「ルィ！」

　と叫んだ。

　黒森耳の娘は、目にも留まらぬ速さで三連射したが、ことごとくソレの先端部に突き立ったものの、突進の勢いは止まらない。

　森耳人は、骨が軽い。それは、折れやすいということでもある。シナノが耐えられた一撃も、彼女には致命傷になりかねない。

　ガンドルは体に巻きつくソレを引き千切ろうと渾身の力を籠めたが、ますます締まって息を苦しくさせただけだった。

　もはや間に合わない、と見えたその時、シナノが獣のごとく吠ほえた。

　りんっ、と彼女の首飾りの鈴が鳴った。

　大気が気味悪く震え、髭が毛根から逆立ってむずむずした。ソレも異変を感じ取ったのか、不自然に動きを止める。

　その隙すきに、ルィドゥアは跳んだ。あっという間に離れ、倒れていない樹の上に逃れる。

（なんだ？）

　彼女がいたすぐ近くの空気がおかしな具合に歪ゆがんだ。保護色に護まもられていた生物が、その衣をはがされたみたいに、奇妙な格好の人間が現れた。

「うわ、またか！」

　そう言った男は見慣れない服装に身を包み、手には棒切れを二本と、派手な柄の椀わんを手にしていた。とても武器には見えない。

「って、なんだこれ！　ミミズ!?」

　男は、樽のような太い体を持つ《アスワム》を見て、明らかに狼ろう狽ばいした。

　気持ちはわかる。

　鎚髭族にとってはそう珍しくもないが、それでも、これほどの大物には五十年に一度、お目にかかれるかどうかだった。

「マタギ！」

　シナノが喜色を隠さずに叫んだ。

　マタギ？

　では、この男が伝説の狩人の孫のマサヒコか。

「おい、マタギ！」

　ガンドルは、雅彦に向かって声を張った。

「俺の足元に転がってる剣を使え！　おまえのじいさんが持ってたもんを参考に鍛えたもんだから、おまえもつかえるんだろう!?」

「は!?」

　怒りを隠さず、雅彦はそれでも護剣を見た。

　ったく、と吐き捨てるように呟いて、手にした椀と棒切れを放ほうり、ざくざくとやわらかい土の上を走った。奇妙な靴だ。網のようなものが靴底についている。

　アスワムはまだ、男の出現による大気の変化に毒されているのか、動きが鈍い。雅彦はすぐ傍に来ると護剣を拾い上げた。

「日本刀じゃないか。こんなもん、じいちゃん、持ってたか？」

　すらりと鞘さやから抜く。

　マタギだからなのか、あつらえたみたいに似合っている。

　鞘を腰の革帯に手た挟ばさむと、

「やれやれ……何が役に立つか、わからないもんだなっ──と」

　腰をわずかに落として、剣を横に一いつ閃せんさせた。

　するん、と刃がアスワムの体をすり抜けた、と見えた。

　わずかな衝撃も感じなかった。

　何が起きたのかわからずにいると、ガンドルに巻きついたまま、アスワムの体が、ずるり、と、剣がすり抜けたところからずれた。

　そのまま横倒しになる。

　締め付けがようやく緩み、切断されたアスワムは分かれて地中へ逃げようとしたが、ガンドルはそれを許さなかった。

　切断面をむんずとつかみ、ガンドルは腕を引いた。鎚髭族の腕力は、竜の咬こう合ごう力りよくに匹敵するとも言われている。

（引きずり出す！）

　ガンドルは、太い腰を思い切り捻って、ぐるりと体を回転させると同時に腕を力いっぱい振り上げ、アスワムを空へと放り出した。

　ずるるるるっ、と土を撒きながら全身が姿を現した。

　それぞれが三階建ての家の高さほどの長さがある。

　空中でうねり、それぞれがとぐろを巻く。鱗うろこのない光沢のある表皮で細かい節が伸縮している。体毛は一切なく、移動のための足もない。

　アスワムは、一本の生きた長い縄だった。

　体内には、どちらが頭かわからない両端を繋つなぐ一本の腸があるだけという、奇妙な生物だ。二つに切断されたくらいでは、それぞれが別の個体として生き延びる。

「マタギ！　拳こぶし二つ分の長さに切り分けろ！」

　アスワムを殺すには、それしかない。

「はいよー！」

　口く調ちようは投げやりだが、いやだとはいわなかった。

　ガンドルは落ちていた両刃斧を拾い上げ、のたうつ巨大な生きている縄に向かい、容赦なく刃を振り下ろした。

　何度も。ぶつ切りだ！
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「じゃあ、これは《マンタダルウェヴ》じゃないんですか？」

　木の上からふわりと戻ったルィドゥアは、ぶつ切りにされて大地に転がる肉塊を指して、そう訊たずねた。

　斧についた体液を拭ぬぐい、ガンドルは、ああ、と答えた。

「こいつは、アスワムだ。めったに見ない大物だがな。土の中で、土を喰くって生きている。地面の下に住む俺たちには、なじみの獣だ。時々壁を突き破って入ってくるが、それほど恐ろしい敵じゃない。まあ、この大きさになると、ちょっと話は別だが」

「そうですか……」

　ルィドゥアはがっかりした様子だった。役目が済んだと思ったのかもしれない。

「マタギ！　来た！」

「ああ、来たよ」

　少し離れたところで、はしゃぐシナノの頭を、雅彦は混ぜるように撫でている。顔には複雑な感情が浮かんでいる。決して喜んではいないが、悪くはないというような。

「マサヒコさん」

　ルィドゥアの声に振り返ったその顔は、さらに見ものだった。喜びが表れ、それを無理やり押し殺して、表情を固くした。

「どうも……」

　ぶっきらぼうだが、照れ隠しのようにも思える。シナノは獣がするみたいに、雅彦の胸に顔を擦りつけた。

「すみません、また呼んでしまって……」

「あ、あなたのせいじゃないですよ」

　雅彦はシナノの首の鈴を指で弾いたが、先刻と違って、ちりんとも鳴らなかった。

「こいつがある限り、しかたない。ヤマトの形見じゃ、まさか、とりあげるわけにもいかないしなあ……」

　可か愛わいがってもらっていると思っているのか、シナノは尾をはたはたと振っている。

「……そいつは魔術逸品か？」

　弾くのをやめて、雅彦はガンドルを振り向いた。

「じいちゃんからは、そう聞いてる。俺のこの土ど鈴れいと共鳴してるみたいだな」

　男が木の葉の模様のような服の裾すそをめくると、腰に無骨な土鈴が下がっていた。一見、安い土産物のように見えるが、ガンドルにはそうではないとわかった。

　この世界に点在する魔術逸品には、例外なく、鎚髭族の技が使われているからだ。とうの昔に失われてしまった技術だが、見ればわかる。そういうものだ。

「それに、奇妙な靴だ」

　雅彦の靴底に括りつけられている網のようなものを、ガンドルは指した。

「ああ……雪山にいたからな。こいつは、かんじきっていって、雪に沈み込まないようにする道具なんだ」

「なるほど、それでこの土の上でも自在に歩けたわけか」

　森耳並みに身が軽いのかと思ったが、そうではなかったわけだ。

「なんか、耕したばかりの畑みたいだな」

　かんじきとやらを履いた足で、地面を踏む。

「うむ。どうやら《マンタダルウェヴ》が通過した跡らしい」

「ということは、このミミズの親玉みたいなやつが、その正体？」

　雅彦は、ぶつ切りにしたアスワムを指した。

「いや。何千匹いても、こうはならない。地割れか、地滑りか、他のものか。そいつはわからんが、アスワムじゃないことだけは確かだ。こいつの口じゃあ、土は混ぜっ返せても、石や鉱石をこんなふうに砕くことはできない。なにせこいつには、歯がないからな」

　ガンドルはアスワムの先端部を持ち上げ、マタギに切れ目を広げて見せてやった。

　凸凹はあるが、歯がすべて抜けてしまった歯茎みたいなしろものだ。何列か並んでいて、それが土を細かくして体の奥へと送る。

「うわー……グロい」

　雅彦の漏らした言葉の意味はわからなかったが、心地よく思っていないことはわかった。

「だが、うまいぞ？」

　そう言うと、雅彦の目は驚いたように大きく見開かれたが、その奥に好奇の光が閃ひらめいたのを、ガンドルは見逃さなかった。
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「まず、皮を剝むく」

　ガンドルは座って、アスワムの身肉を足で挟み持ち、すっと横に切れ目を入れて、小刀を倒して当てた。

「この境目のところ、わかるか？　ここまでが皮だ。皮は焼いても煮ても、文字通り歯が立たねえから、綺麗に剝はいじまう」

　ずっ、ずっと、小気味よく小刀を動かしていくと、皮は綺麗に剝けた。その下の肉は断面と同じく綺麗な薄赤色だ。身質は柔らかい。

「皮は細工物に使えるから、街で売れる。だから綺麗に剝いでくれよ？」

「おう」

　同じように座った雅彦は、一度見ただけで器用にアスワムの皮を剝いた。さすがに手て馴なれている。狩人だから当然ともいえるが。

　シナノとルィドゥアには、炉を作ってもらっている。石を積んで火を囲み、左右に軸を受ける棒を立てた簡単なものだ。

　二人とも、あまり肉の下処理には向いていない。ルィドゥアは明らかに苦手な様子であったし、シナノは刃物の扱いの方が苦手らしかった。

　ふうむ、と雅彦は剝いた皮を指で押した。

「この皮、意外と硬いんだな。固い木の表皮みたいだ。食えないのもわかるな」

「大型の獣は、大抵、そうだろう？　鳥も巨鳥になると羽根を毟むしろうが皮は食えない」

「へえ、そうなんだ。俺はあまりでっかい鳥は獲とったことがないからなあ……。そういや、ダチョウの皮ってどうなんだろ。食えるのか？」

　ダチョウ、という鳥は初めて聞いた。巨鳥の一種だろうか。

　雅彦は、ずずっ、と小刀を動かして、また一枚、皮を剝ぐ。下した拵ごしらえの済んだ肉は、切り株の上に置いていく。

　そういえば、とガンドルは雅彦に言った。

「あんた、狩人なのに随分、剣の扱いが上う手まいんだな。あんなふうにアスワムを輪切りにできるやつ、一族にもそうはいないぞ」

「あー……前の仕事でちょっとね。けど、刀がよかったんだよ。真剣なんて、随分と握ってなかったし」

「騎士か？　それとも傭兵か？」

「いや、そういうのとは違う。剣は実戦のためじゃなくて、鍛錬のためだったし」

　ガンドルは、ふうん、と髭を揺らした。

　どうやらこの話題には、あまり触れたくない様子だ。別に詮せん索さくするつもりはない。ただの暇つぶしの世間話。話したくないのなら、あえて訊くつもりはなかった。

「……よし。じゃあ、次だ」

　肉を重ねて置くと、ガンドルは鞄から赤白色の石を四つ、それと小さな壺つぼを取り出した。

「それ、岩塩？」

　ああ、と答えて二つを雅彦に渡す。

「岩塩同士を擦り合わせて、肉に塩を満まん遍べんなく振ってくれ。しばらく置いておいて、水気が出たら拭う。それからもう一度、岩塩と、あとはこの壺の中の乾燥香草で下味をつければ、下拵えはしまいだ」

　雅彦は頷くと、あとは二人で黙々と作業を進めた。

　丁度、炉の準備が整う頃に下拵えは全て済み、二人の脇には、切り分けた丸太の山のようなアスワムの肉が積み上がった。石の囲いの中で、火は渦を巻くように燃えている。

「よし。あとは、この棒を腸の穴に通して、回しながらじっくりと焼く」

　軸は、枝を払った若木の幹だ。それを肉の中心の腸の穴に通して刺していく。

　ひとつの棒に丁度、四つの肉が通った。その大おお串ぐしが全部で十本できた。

　大串の端に取り外し可能な把手を括りつけ、炉の左右の軸受けの上に乗せると、マタギを手招いて、反対側に立たせた。

「具合を見ながら、満遍なく焼いていく。おまえさんにはちょっとばかし低いかもしれんが、一人でやるより二人の方が斑むらがなく仕上がる」

「わかった」

　中腰になって、マタギは把手を握った。

　ガンドルが手に力を入れると、何も言わずとも彼は調子を合わせて、大串を回した。呼吸をわきまえているのは、さすがは狩人というところか。

　よく燃える炎が肉の表面を炙ると、じりじりと焦げて、じゅんわりと脂が染み出してくる。「アスワムの肉は赤いが、動物のそれとは違う。むしろ果物のそれに近い。だから普通の赤身肉を想像していると、たっぷりの脂にちょっと驚く」

　染み出した脂がぼたぼたと炎に落ちて、甘い香りを放った。土臭さがほとんどないのがこの肉の不思議なところだ。

　ゆっくりと、滑らかに、全体を炙り焼いていく。表面が茶色く変わり、大きさが一回りほど縮んだら、食べごろだ。

「よし、下ろすぞ」

　マタギが頷き、ガンドルは軸から肉を下ろして、巨岩の板の上に置いた。表面はじりじりと焼けて甘い香りを放ち、染み出した脂が岩の表面を流れた。

　ガンドルは腰の斧を取ると、くるりと回して、とんとんとん、と肉と肉の間に振り下ろした。

　板の上には、四つの肉の大串が仕上がった。

「どうだ？　これが鎚髭式、アスワム肉の炙り焼きだ！」

　返事の代わりに、マタギは唾つばを飲み込んだ。

「これがあの、偽《マンタダルウェブ》なんですか……？」

　こわごわと覗き込むルィドゥアの隣りで、

「おいしそう」

　シナノが鼻を蠢うごめかせると、彼女は、ええ!?　と驚いた声を上げて、もう一度、焼けた肉をまじまじと見た。

「そういわれれば……元を知らなければ、そう思えなくもないかな……」

　ガンドルは笑った。

「確かにな。だが、味の方は保証する。森耳が余り肉を食わないのは知ってるが、食べてみて損はないと思うぞ」

　ガンドルは岩の板の前に、どすんと腰を下ろした。髭を汚さないように前掛けをつける。マタギたちも同じように座り、それぞれに大串を手にする。

「まあ、これも竜の肉と言えないこともないか」

　肉をまじまじと見て、マタギが呟いた。

「竜？　全然違うと思いますけど……」

　小首を傾げたルィドゥアに、マタギは慌てたように笑って見せた。

「俺の世──国に、このアスワムの小さなやつで、ミミズっていう生き物がいるんだけど、漢方薬の材料なんかだと、土の赤い竜っていうんだ。だからまあこれも、竜の一種と言えないこともなくもないかな、と」

　そんな面倒な言い回しを、マタギはした。

「御ご託たくはいい。とにかく食え」

　言って、ガンドルは肉にかぶりついた。

　…………。

（うむ、うまい！）

　よく焼けた表面は肉汁が飴あめ状になって、かりっとしている。

　嚙み締めると、その下からほどよく火の通った肉が現れて、ふわふわした食感が口を楽しませてくれる。普通の肉に比べると、食たべ応ごたえは軽いが、その分、量を食べることができるので、満足感は高い。

　摺すり込んだ塩と香草がピリッと舌を刺激して、肉を甘すぎず食べさせる。ただ肉のままであったのなら、こうも食べられはしない。

「へえ……確かにこれはいける」

　どこに行けるというのか、意味はわからないが、マタギはそんなことを言った。












「香草だけじゃない……その奥に、不思議な香りがあるな。これはええと……そうだ！　トリュフだ！　トリュフの香りだ！」

「トリュフ？　なんだそれは」

「土の中に生える稀き少しような茸きのこなんだけど……不思議だな。どうしてこの肉から、トリュフの匂いがするんだろう」

「その茸は知らんが、アスワムは土ごとなんでも喰うからな。喰ってるのかもしれん」

「いや、そういうことじゃなくて……こっちにもあるのか」

　わけのわからないことを言う。

「なんだか知らんが、気に入ったならいい。さあ、どんどん食え！　そしてどんどん焼こう！」

「焼こーう！」

　骨のないアスワムの炙り焼きを、骨付き肉のように持って、シナノは腕を振り上げた。大口を開けて、がぶりと喰らいついて嚙み千切る。

　口の端から滴したたり落おちる肉汁を、ああもう、とルィドゥアが指で拭い、ちう、と吸った。
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　近くに見つけた泉で手と口を濯すすいで戻ると、雅彦の姿は消えていた。

「おい、マタギは？」

　炉の始末をしていたルィドゥアに訊ねると、彼女は、ああ、と頷いた。

「帰りました」

「帰った？」

　ガンドルは、辺りをぐるりと見回した。

　どこにもいない。

《マンタダルウェヴ》によって混ぜっ返された森のどこにも、人が隠れられるような場所はなかった。ガンドルがここを離れたのは、ほんの一時。姿が見えなくなるほど遠くへ行ける間ではなかった。

「そういえば、聞いたことがある。マタギというのは神出鬼没だそうだな」

「はい」

「シナノに呼び出されるだけでなく、自分でも消えられるということか」

　ルィドゥアは答えなかった。

　詳しいことは知らないのかもしれない。だが、だとしたらどうして、いわれるがまま、アスワムを狩るのを手伝ったのだろうか？

　いや、それについては疑問に思う必要はなかった。疑問を抱くことすら愚かしい。

「……伝説の狩人か」

　獲物は、狩って当然だ。鎚髭族が鉱石を見ると、むらむらと加工せずにはいられないのと同じく、マタギも狩らずにはいられないのだろう。

　そして、それが済んだから帰った。

「そうだ。マサヒコさんから言こと伝づてが」

「なんて？」

「お土産に、大串をいくつか貰っていく、だそうです」

　岩板を向くと、積み上げておいた大串が減っていた。食べ応えが軽いと言っても、一人で食べるにはさすがに多い量だ。

　まったく、とガンドルは笑った。マタギというのは、実に食い意地の張った狩人だ。

「それで……これからどうするんですか？」

　シナノが残りの肉串を抱えるように持つのを横目にルィドゥアが訊くのに、そうだな、とガンドルは考えた。

　とはいえ、とるべき道はそう多くはない。

「一番確実なのはこの道を辿たどることだが、それでは《マンタダルウェヴ》の先を越すことはできん。正体を見極めることだけを目的とするなら、それでも構わんかもしれんが、鎚髭族は他の種族よりもこの件を切実に考えている。できれば防ぐためにできることをしたい」

　それはガンドルの勝手な思いだったが、ルィドゥアは頷いてくれた。

「森をこんなふうにしてしまうのを目の当たりにしたら、わたしも他ひ人と事ごとではいられません。森耳族にとって、森は家ですから」

　そうだな、とガンドルは呟いた。

「よし。街道に出て、馬車を捕まえるぞ。この道の先の一番近い街で、人の代表と待ち合わせて今後のことを検討しよう。連中は、とにかく数が多い。情報も多く集められるはずだ」

　はい、と答え、ルィドゥアはシナノを呼んだ。

　ガンドルも剝いだ皮を担いで、ここへ来た道を戻るべく、踵を返した。

　皮も肉串も、かなり良い値で売れるだろう。

　いまのところ、路銀に不安があるわけではないが、金はいくらあっても困るものではない。良い宿に泊まり、良い酒を呑のめば、より良い考えも浮かぼうというものだ。

　──こんなものをどうにかできると、本当に思っているのか？

　冷静な自分が、頭の隅でそう囁ささやいた。

　確かに。

　このような規模の災害を引き起こす現象を、僅かな人数でどうこうできるとは、到底、思えない。だからといって、諦あきらめるわけにはいかなかった。

　この有様を見てしまっては、尚更に。
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「マタギさん！」

　姿が見えなくなったときと同様に、雪原に不意に現れた雅まさ彦ひこを見つけたロールは、思わずそう声を上げてしまった。

　咄とつ嗟さに口を押さえて、辺りを見回す。他の狩人かりゆうどの目が冷たい。

　新人のような失敗をしてしまった。

　狩りのあとでよかった。こんなことで獲物を逃がしたのでは、面目が立たない。

　──ロートレク王国最年少の女狩人。

　──黒翼の狩手。

　──マタギと森を駆けし者。

　マタギに出会って以来、ありがたい二つ名を色々と貰もらった。それに恥じる真ま似ねはできない。

　ロールは気を取り直し、彼へ向かって歩き出した。

　それにしてもこの《カンジキ》という道具は本当に便利だ。新雪の上を歩いても容易には足が沈まないのだから。

　マタギは消えたときと格好こそ同じだったが、大きな荷物を持っていた。何かの肉が刺さった長い杭くいを二本。それに長細い包みがいくつか連なったようなものを肩に担いでいる。

　マタギはばつが悪そうに笑むと、よ、と気軽そうに片手をあげて見せた。

　だが、ロールは同じように軽く応こたえる気にはならなかった。

「どこに行ってたんですか？」

　つい、責めるような口く調ちようになってしまう。なぜなら彼は、狩りの大詰めのところで消えてしまったからだ。

「ちょっと、急に呼び出されてなあ……」

　マタギが神出鬼没なのは、彼の持つ猟具同様、魔術が絡んでいるらしいとわかってきた。ならばあまり深入りはできない。どうしても恐れが先に立つ。

「で、猟の方は？」

「上う手まく行きました。あとはとどめだけでしたから。ほら──」

　ロールは後頭部でひとつに縛った金髪を揺らして、背後の大きな樹きを示した。

　太い枝に、獲物がぶら下がっている。

　エイパアという大型獣だ。

　体格は人に近い。地上では二足歩行をするが、後あと肢あしが短く、倍近くもある前まえ肢あしを杖つえのように使う必要があり、遅い。だが森の中では、それを補う跳躍力と、軽々と枝から枝を移動する、強力な腕力がある。

　白い体毛が美しいので、傷をつけないように頭を狙ねらう。いまは腹を下にして前肢と後肢を枝に括くくりつけ、血抜きの最中だ。

　首の太い血管から、延々とぼどぼどと流れ出る血が、雪を赤く濡ぬらしていた。

「マタギさんのおかげで、今回はとても楽に猟ができたと皆、よろこんでいます。やっぱりこのあたりのギウを襲っていたのは、あいつみたいです。巣も見つけたんですが、証拠がありましたから」

　エイパアが棲すみ処かとしていた洞どう窟くつには、背骨ごと引っこ抜かれたギウの頭が、戦利品のようにいくつもぶら下がっていた。

　獣に狩りを誇る嗜し好こうはないだろうから、単なる保存食なのだろうけれど、あの光景はエイパアに知恵があると勘違いしそうになる。

「……あれも食べるの？」

　珍しく気乗りのしない様子で、雅彦はエイパアを指した。いつもなら、いつ食べる、どう食べる、とうるさいほどであるのに。

「残念ですけど、わたしたちは食べませんね」

　ロールは、雅彦が安あん堵どした気がした。

「なんでかっていうと、ちょっとどころじゃなく、肉が臭いんですよ。どんな香辛料を摺すり込んでも、酒につけても、まったく駄目で。毛皮だけはにおいうつりもないので、高く売れますけど、他はどうしようもないのでそのまま埋めます」

「じゃあ、しょうがないよな。けど、わざわざ埋めなくたって、そのままにして置けば、他の獣の餌えさになるんじゃないの？」

「ところが、獣も食べないんですよ。臭いからなのか、別の理由があるのかは、ちょっとわたしたちにはわからないんですけど」

　そりゃあよっぽどだなあ、と雅彦は呟つぶやいた。

「じゃあ、皆でこっちを喰くうか」

　そう言うと肩に担いでいた杭を下ろした。杭というか、肉が刺さっているから巨大な串くしだ。

「それ、何のお肉ですか？」

「アスワム」

「うえっ！」

　ロールは思わず身を引いてしまった。それは、土の中を掘り進む、目も耳も手足もない太縄状の、あのアスワムだろうか。

「もしかして、土っ喰いの鎚つち髭ひげ族ぞくがよく食べてる、あのアスワムですか……？」

「おう」

　その通り、とばかりに雅彦は頷うなずいた。

　この顔は──食べたに違いなかった。そうでなければ土産にあの肉を持って帰るなどということはしないだろう。

「おいしい……んですか……？」

　人族であれを食べたという話を、ロールは聞いたことはなかった。探せばそういう変わった者もいるとは思うが、少なくとも狩人仲間にはいなかった。

「おう。ふわふわっとした食感で、あまり肉っぽくはないんだけどな。よく焼くと表面がかりっとして……菓子っぽくもある」

　食欲が、むず、と疼うずいた。いままで食べたことはなかったが、マタギがおいしいというのなら、そこに噓うそはないだろう。

　とはいえ抵抗を覚える者も少なくはあるまい。アスワムはあえて狩るものでもない。皮は売れるが、それとても鎚髭族が主に買うのだ。

　ロールは、マタギが担いでいるもう一方の土産を指した。

「そっちもアスワムですか？　ギウの腸詰に見えますけど……」

「そうなのか？」

　マタギは、棍こん棒ぼうほども太い腸詰を肩から下ろした。

「戻るついでに土産に荷物からちょっと頂いてきたんだけど……ギウの腸詰かあ。そりゃあ、うまそうだな。じゃあ、こっちを喰うか」

「アスワムじゃないんですね？」

「おう。で？　こいつはどうやって喰うのが一番うまいんだ？」

　子供のように目が輝いている。

「平鍋フライパンで焼くのが一番だと思いますけど。塩か、マスドっていう、とろみのある辛いサウースをつけてよく食べますね」

「よし、じゃあそうしよう！　すぐしよう！」

　小躍りを始めそうな様子で言って、マタギは、ロールたちが荷物を置いている野営地に向かって歩き出した。

　他の仲間は勧めても食べないと思うが、ロールは、一口くらいなら、アスワムの肉も食べてみてもいいかな、とカンジキで雪を踏みしめて彼の背中を追いながら、そう思った。
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　ロールは、石で組んだ焚たき火び炉ろの上に使い込んだ平鍋を置いた。植物の種子から搾しぼった油を少しだけ引いて、温まるのを待つ。

　その間に、腸詰を二節、捻ひねって焼き留めた部分で切り離しておく。

「おもしろい感触だよな」

　腸詰を指で押して、雅彦は顎あごを撫なでた。

「マタギの腸詰はこうじゃないんですか？」

「ああ。もっと固いぜ。羊って獣の腸に、香辛料なんかを混ぜた挽ひき肉にくを詰めるんだが、もっとこうパンパンに張り詰めてる。それを燻くん製せいにするんだ」

「ということは、作り方は一緒みたいですから、腸の特性の違いですかね」

　ロールは、平鍋に手を翳かざした。

　最初にマタギに御ご馳ち走そうになった時はとても驚かされた。ギウの腸詰は珍しいものではないけれど、食べたことがないのなら、目を瞠みはるかもしれない。

　十分に熱くなった平鍋に、ロールは腸詰を二本、並べた。隙すき間まには皮付きのまま四つに切った芋いもをみっちりと詰める。

　程なく、平鍋がちりちりと音を立て始めた。それが、じじじ、と小刻みに震えるような音に変わると、腸詰が震え出す。

　じっと見つめていると、ぱりっ、という音がして焼けた皮が破れ、どぷっと半透明の汁があふれ出してきた。

「うわ、すげえ」

　雅彦が驚いたように声を上げる。

「これって肉汁か？」

「というか、腸壁の脂ですね。ギウの腸は外壁に上質の脂がたっぷりとついていて、熱を加えるとこくのあるソゥプみたいに染み出してくるんです。燻いぶした時に中の肉にもたっぷりと染みて、挽肉や香辛料の風味を取り込んで、すごくおいしいですよ？　それを周りの芋にしみこませて食べるのが、狩人風です」

　ごくり、と雅彦が唾つばを飲むのがわかった。

　ロールは胸の内でしてやったりとほくそ笑んだ。それを押し隠しながら、腸詰をひっくり返すと、皮は程よく焦げて破れ、ふわふわした腸の内壁の肉がこぼれていた。

　腸詰のソゥプで芋も煮えていく。

　雅彦は何度も唇を嘗なめながら、その様子をじっと見つめていた。彼の頭の中でぐるぐると味の想像が駆け巡っているのが、顔を見ればわかる。

　やがてほとんどソゥプがなくなって、芋にも焦げ目がついた頃合に、ロールは木の皿に、ところどころ幹から直接白い花が咲いた太い木のようになった腸詰と、黄金色に焼けた芋を取り分けて、

「さあ、どうぞ」

　と、炉の向うの彼に差し出した。

「待ちかねた！」

　皿を引っつかむと雅彦は、舌なめずりをして、手の中で器用にくるりと肉叉フオークを回した。

「いただきます！」

　言って、腸詰に肉叉を突き立てる。染み出す肉汁は僅わずか。だが、焼きすぎてぱさぱさになってしまったわけではない。

「こりゃ、すげえ」

　マタギの腕力でも、肉叉ひとつで持ち上げるのは難儀そうだ。彼は結局、腸詰の尻を皿に乗せたままで、食べることにしたらしい。

　大きく口を開け、がぶり、と喰くらいつく。初めて食べた者は、誰もがまず、その弾力に目を瞠る。ぐいぐいと歯を押し返してくるのだ。構わず嚙かみ切ると、ぐにぐにとした不思議な食感の奥に、みっちりとした肉の旨うまみが現れる。

「うっま！」

　まだ口に肉が入っているにもかかわらず、我慢できなかったのか、思わず、といった様子で雅彦はそう言った。

「おもしろいな、これ！　俺んとこの腸詰とは全然違うのな！　マルチョウの表裏を返して、中に挽肉をつめた感じだけど、こっちのギウは腸の皮が薄いからできる料理だな……マルチョウで同じものを再現したら、ちょっと嚙みきれそうもないな」

　まるちょう、というのは初めて聞く単語だったが、マタギの国のギウの腸のことだろうとは想像がついた。

「マタギさんたちは、ギウの腸は食べないんですか？」

「いや、喰うよ。けど、こんなふうにじゃない。小さく切って焼いてタレをつけるか、野菜なんかと煮込んで食べる。俺んとこのは、これよりずっと肉が厚いんだ」

　言って、雅彦は芋に肉叉を刺した。

　たっぷりと肉汁を吸ったそれを、一口で食べる。まだ熱かったのか、ほふほふ、と空気を吸って冷ましながら嚙み、飲み込んで、はあ、と息をついた。

「これも、うまいなあ……いやあ、まいった」

　しみじみと呟いたその言葉にロールは心の中で、やった、と拳こぶしを握り、自分もよく焼けて肉汁をたっぷりと吸った芋に、肉叉を刺した。

「ああ！　それにしても、麦酒ビールがほしい！」

　雅彦の嘆きに、それは確かに、と大きく頷くロールであった。













　えー、テステス。

　…………。

　おほん。俺は、伊い豆ず見み雅彦。もしも、こっちの世界で死んだ場合に備えて、ビデオメモを残すことにしている。

　今回は、こっちで知り合った狩人ハンターで、俺が初めて接触した異界人でもあるロールと、牧場を荒らす獣を狩る手伝いをするために、こっちに来た。

　獲物は、エイパアという大型の獣だ。

　一言で言えば、猿。

　ただし、体高は三メートルはあった。超巨大なニホンザルって感じだ。

　で、そいつが周囲の牧場のギウを襲って喰うっていうんで、虎とらバサミを仕掛けて待ってたんだけど……出来上がったインスタントラーメンを食べようって時に、またしてもシナノに召喚されちまった！

　そいつは別にいいんだが、まさか巨大ミミズを輪切りにさせられるとは思わなかったぜ。

　その上、食べさせられるとは！

　まあ、味は悪くなかったけどな。ちょっと土の臭いがしたが、それもトリュフの濃密な香りの奥に、スパイス程度にだったし、身質もふわっとしていて……うまかった。

　見た目も、マンガの肉みたいだったし。

　そういえば、俺の世界にも食用のミミズってあったよな、確か。

　……味はどうなんだろ。

　いやまあ、さすがにちょっと試そうとは思わないけど。

　蟲むしも、ちょっと無理だよなあ……あの見た目がさすがに。イナゴの佃つくだ煮になら食べたことはあるんだぜ？

　けど、特別美味ってわけじゃなかったから、もう一回は食べてない。

　それにしてもこっちの世界の生物は、大きいのが多いよなあ。

　鮪まぐろに、兎に、猿に、ミミズ。

　他にも、狩っちゃあいないが、蝙蝠こうもりとか、でかいカエルなんかも見たぜ。いまんとこ、でかい蟲には出遭ってないけど、蜘く蛛もだけは勘弁して欲しいわ。

　あとＧも！

　もし、巨大なこいつらに万が一にでも遭遇したら、もう二度と来ない！

　絶対に来ない！

　マタギとしちゃあ、情けねえ、とじいちゃんに怒られそうだけど、あれの大きいのとかは無理！　ありえん！　普通のサイズなら、我慢できるけど！

　…………。

　まあ、出遭わないことを祈ろう──ミミズには遭っちまったけど。

　…………。

　しっかし、あれが《マンタダルウェヴ》の通った跡か……いったい、どんな現象が起これば森があんなことになるんだかなあ。

　できれば、あれにも遭遇したくないもんだ。

　シナノと、それとルィドゥアはずっと追いかけるみたいなことを言ってたけど、あれがどういう現象であれ、とてもじゃないが手に負えない気がする。

　天災に挑むようなもんだ。

　せめて予報ができれば、逃げるって対処も可能だろうけど、俺の世界でも地震の予測はできないからなあ……科学技術の遅れてるこっちじゃ、さらに難しい気がする。

　……いや、それはわからないか。

　こっちには、俺の腰の土ど鈴れいみたいなとんでもない代物もあるからな。

　その気になれば、できるかもしれない。

　まあ、やるもやらないも、こっちの世界の連中次第だけどな。俺がどうこういうことじゃない。シナノたちが無茶をしなけりゃ、それでいいさ。

　…………。

　まあ、それはさておき。

　ロールたちが、エイパアを食べると言い出さなくてよかった。

　さすがに、猿はちょっとなあ。

　あいつらが喰うなら、もちろん、付き合うつもりだったけど──蟲は別だけどな！　──見た目がさすがによろしくない。人っぽすぎる。

　でも、代わりに食べたソーセージはうまかった！

　あれをソーセージといっていいか微妙なところだけど、腸詰には違いない。

　けど、マルチョウに挽肉を詰めても、同じにはならないだろうなあ……。

　腸壁の厚みが違う。

　燻すのも難しい気がする。脂を残したままじゃ大変なことになりそうだから、詰めて、それからすぐに焼けば何とかなるか？

　まあ、今度マルチョウの開いてないのが手に入ったら、試してみよう。焼いて、一口大に薄く切ったら、いけるかも。

　さて……短い間に、すでに二回も呼び出されたんだから、これからも同じことがあると考えて、心構えだけはしておこう。

　じいちゃんの言いつけはなるべく守りたいが、シナノには俺も責任があるからな。

　放ほうっておくわけにもいかない──だろう？

　……いや、まあ、ルィドゥアに逢あいたいっていうのも、ちょっとはあるけど。

　彼女みたいな人には、逢ったことがない。

　俺の世界にエルフはいないんだから、当然と言えば当然だけど、なんか忘れられないんだよなあ……って、こんなの誰かが見たら黒歴史じゃん！

　まあ、そんな事態にはならないようにするけど。もしもなったら、そんときは死んでるってことだから、まあ、いいさ。

　それじゃ、また。

　今日はちょっと、余計なことを話しすぎたかもしれないな。
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　鎚つち髭ひげと森もり耳みみとの新しい待ち合わせに指定された村には、マウに乗っても三日かかった。到着したロールは、門の脇の厩きゆう舎しやにマウを預けると、

（さて、酒場はどこかしら）

　辺りを見回した。

　街道沿いではあるが、宿場町とは呼べない小さな集落だ。どこか薄汚れていて埃ほこりっぽい。旅人には慣れているだろうに、住人の目にはどこか煙たそうな色が見える。

　通りを進むと、ひとつの看板を見つけた。

　大酒器ジヨツキの画が焼き印で描かれている。

　こうしたものは、どこも似たようなものだ。字が読めない者も少なくはないから、ぱっと見て何の店かがわかるよう、工夫されている。

　扉を押し開けると、客の目が一斉に刺さった。また余よ所そ者ものが来た、とその目は雄弁に語っていたが、珍しい反応ではなかった。

「麦酒ビールね」

　気にせず高机カウンターに向かって注文すると、ロールは迷うことなくひとつの丸机に向かった。

　明らかにそこだけ、種族が違う。

　一人は横にずんぐりとして腹まで髭が在り、長机にかろうじて顔が出ている。彼は間違いなく、鎚髭族だ。

　もう一人は背が高く、矢のように細く、それでいて胸だけはやたらと大きい。ロールが知っている森耳族とは少し様子が異なるが、同じ種族だろう。

　最後の一人は、いることも聞いていなかった。

　どう見ても子供で、首輪をしている。どちらかの代表の奴隷だろうか？　人族の子供を奴隷として使役しているなどということが役所に知れれば、大変なことになる。

　それなのに、鎚髭も、森耳も、そして当の本人である子供も、落ち着き払った様子で、自分たちに近づいてくるロールを見ていた。

「──こんにちは」

　長机の脇に立って、ロールはにこやかに挨あい拶さつした。

　太い眉まゆの下からじろりと見上げられた。剣けん呑のんな目だ。

　心当たりはある。

　前回の待ち合わせを狩りの都合ですっぽかしたことだ。

　だが、エイパアの被害は《マンタダルウェヴ》同様、看過できないことであったし、マタギがたまたま居合わせてくれた機会を、逃すわけにもいかなかったのだから、そこは理解してもらいたかった。

　正直、人族はあまりこの調査に本腰を入れてはいないことを、ロールはよく承知していた。

　それは自分が選ばれたことでもわかる。

　もっと実力のある狩人はいくらでもいるし、調査というのなら王立学院の学者こそを派遣すべきだろう。所しよ詮せん、狩人が知る獣とは、狩れる相手に限定されているのだし、そもそも《マンタダルウェヴ》が獣かどうかもわからないのだから。

「どうぞ」

　やたらと胸の大きい褐色の肌の森耳族の女が、そう椅い子すを勧めてくれた。当たりは柔らかいが、この連中は人を、特に狩人を良くは思っていないのではなかったか。主食は草や果物ばかりで、ほとんど肉を食べず──

「おまち」

　どん、と丸机に置かれたのは、じゅわじゅわと音を立てる、小麦粉を叩はたいて揚げ焼きにした薄く延ばした鳥肉だった。薄い葡ぶ萄どう色いろのとろみのあるサウースがかかっている。

「待ちかねた」

　大人のような口をきいて、少女が小刀と肉叉フオークを手にした。その頭で、ぴょこんと獣の耳が立ち上がって、ロールは目を瞠った。

（獣人！）

　話には聞いたことはあるが、見るのは初めてだった。まさか本当にいたとは。

「食べていい？」

　森耳を向いて訊きくと、女は優しげに微笑ほほえんで頷いた。どうやらこの二人には、信頼があるようだ。攫さらってきた人の娘でもないし、仲間、ということなのだろうか。

　肉に小刀を入れ、ざくざくと小気味良い音を立てて切り分け、獣の娘は頰ほお張ばった。人にしてはとても長くて鋭い牙きばがちらりと覗のぞいた。

「この子はシナノ」

　と森耳の女は言った。

「わたしはルィドゥア。いまは滅びてしまった一族の最後の一人です」

　ロールは椅子に座りながら、頷いた。

「俺はガンドル。鎚髭族の代表だ。おまえが人の代表か？」

「ええ。ロールです。狩人の知識で《マンタダルウェヴ》を見極めるよう、いいつかって、派遣されました」

　ガンドルは鼻を鳴らした。

「人は本気じゃないらしい」

　ルィドゥアは首を傾かしげた。

「どうしてですか？」

「簡単な話だ。《マンタダルウェヴ》の正体はまだわからないんだぞ？　獣のことしか知らない狩人を送ってきてどうする？」

　その通りだが、言いようにロールはかちんときた。

「……じゃあ、そういうあなたは、さぞ学がおありなんでしょうね。土の中の髭の人」

「あたりまえだ」

　鼻を鳴らすと、髭が揺れた。

「古き世界の文字も学んだ。魔術逸品のことも少しは知っている。何千という書物を読み、あらゆる鉱物のことを知った。そうでなければ、ここにはいない」

　そう並べられては、ロールには返す言葉がなかった。

　代わりに、

「そうだったんですか？　すごい！」

　と、あけすけな感嘆の声を上げたのは、ルィドゥアであった。

「けど、わたしもこの人の方と似たようなものですよ？　わたしが選ばれたのは、危険な旅だから、自分の身内からは人を出したくないってことだけですから」

　むぐ、と口をぱんぱんに膨らませながら、獣の娘も頷いた。

　ガンドルは、ふたたび鼻を鳴らした。

「……おまえたちのことを言ったわけじゃない。だがまあ、考えてみれば、学者なんぞが来ても、足手まといにしかならねえか」

　ルィドゥアは、にっこりと微笑んだ。シナノは、もう一切れ肉を食べる。

　──いい子たちだ！

　ロールはいっぺんにこの二人を好きになってしまった。理屈ではない。それにどうやらこの髭の小男も、話のわからないやつではないらしい。

「で？　訊くが」

　髭に前掛けをかけ、ガンドルはロールを見た。太い指で肉をつまむ。

「調査より大事な狩りがあるのか？」

「ああ、それは──」

　なんと説明したものか、とロールは知恵を巡らせたが、結局、正直さに勝るものはないだろうと思えた。

「エイパアがギウを襲っていたんですよ。それに丁度、マタギさんも来ていたから──」

「マタギ！」

　シナノが、どん、と小刀と肉叉を叩きつけるように置いて、目を輝かした。

「知ってるの？」

　ロールが訊たずねると、ルィドゥアは、ええ、と頷いた。

「シナノは、先代のマタギの従僕だったヤマトさんの娘なんです」

「本当に!?」

　思わず大声を上げてしまい、ロールは慌てて背を丸めた。ちらりと周囲を見たが、村の人々は煙たそうにこちらを見ただけで、話の内容には興味はなさそうだった。

「……本当？」

　もう一度、ルィドゥアは頷いた。

「それに、シナノはマタギさんを呼べるんですよ？　首の魔法逸品の鈴の力で」

　シナノが誇るように顔を仰あお向むけた。

「あ！　ひょっとしてこの前、マタギさんが突然いなくなったのって、もしかして、あなたたちが呼び出したから？　アスワムの肉の大串を持って戻ったんだけど！」

「やっぱりあいつか」

　麦酒の泡を口の周りの髭につけて、ガンドルは鼻息を吹いた。

　では、本当なのだ。

　この人たちも、マタギを知っている。

　しかも、シナノは身内のようなもの。だとしたら、ロールにとっては最高の信頼の証あかしである、狩りの仲間と認めることができた。

（よし）

　ロールは手を伸ばして、皿の肉を一切れ取った。

　サウースで指が濡れるのも気にせず、口に放り込む。嚙むと、さくりとした衣の下から鳥の肉汁があふれてきた。甘酸っぱいサウースと交じり合う。

　ひとつの皿の料理を食べるのは、仲間の証だ。

　ごくりと肉を飲み込み、ロールは指についたサウースを舐ねぶって、旅の仲間を見た。

「……ここからマウで三日の湖の近くの森に、《マンタダルウェヴ》が起きたって報しらせを、この村に入る前に受け取ったわ。これを食べたら、出発しましょう」
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（これが《マンタダルウェヴ》……！）

　天地をひっくり返されたような森の有様を見て、ロールは声が出なかった。巨木がやすやすと根ごと引き抜かれ、あるいは横たわり、あるいは逆さに立っている。

　時の止まったうねる泥の河のごとく、《マンタダルウェヴ》は湖に向かって続いていた。

「よし、行くぞ」

　動揺した様子もなく、ガンドルは歩き出した。ルィドゥアとシナノも続く。一度見ているからだろう、落ち着いたものだ。恐れは微み塵じんもない。

　荷物と石弓を背負い直して、ロールはそのあとを追った。

　土の上に足を踏み出すと、ふかふかと柔らかかった。カンジキがあれば歩きやすいかもしれないとも思ったが、それほどは沈み込まなかった。

　とはいえ、普通の道を行くよりよほど歩きにくく、三人に比べると遅れがちになった。

　ガンドルはどのような土にも慣れているのだろう。ルィドゥアはそもそも体が軽く、シナノはその裸足はだしの足がカンジキのようでもある。

　肉体的には他の種族に劣る人族が、大陸でもっとも広い土地を治めているというのは、不思議なことだった。彼らに比べれば、短命で、肉体も脆もろいというのに。

　その分、人数だけは多いが。

　半日歩いてようやく湖畔の村に到着した頃には、腿ももの裏が引き攣つれるように痛かった。とっくに逃げ出して無人になっているものと思っていたのだが、住民はまだ留とどまっていた。

「他に行くところなんかねえだよ」

　理由を訊ねられた漁師は、あたりまえでねえか、と言った。

「ここ数年、あんまり魚も獲れんようになってしもうたけど、そんでもここでしか生きられんのが、おいらたちよ」

　そう続けた。

「舟を出してもらえるか？」

　ガンドルが頼むと、金くれんなら、と簡単に引き受けてくれた。

　男に手招かれて着いていくと、湖に面して建てられている家々に出た。漁師たちの家は、どこも皆、こうだ。家から生えているような桟橋に舫もやわれていた漁師舟は、五人も乗ると沈んでしまいそうに見える。

「乗んれ」

　躊ちゆう躇ちよなく、シナノが舟に飛び乗った。大きく揺れたものの、ひっくり返るようなことはなかった。ルィドゥアは人数に数えるほどではなかったが、代わりにガンドルが二人分の重さがあるのではないかと思えた。

　ロールがそろりと乗り込むと、漁師は竿さおを水に挿して、舟を桟橋から離した。

　男は船尾に大きな櫂かいを取り付けて、小気味よく漕こぐ。

　舟は、波もない湖面を滑るように進んだ。

　ロールは船ふな縁べりから湖を見たが、水はとても澄んでいて、かなり下まで見通す事ができた。

　だが、魚の姿はない。水草も見えず、不気味なほど静まり返っている。夜の森も静かだが、もっと命の音に満ちている。葉擦れや獣の息、草が鳴る音など。

「湖は、ずっとこんなか？」

　ガンドルが訊くと、そうだ、と男は答えた。

「五日くらい前に、すんごい水柱が立ったけんど、すぐに収まって、あとはいつも通りだ。相変わらず、魚もおらん」

「《マンタダルウェヴ》はここで消えたんでしょうか？」

　落ちそうなほど身を乗り出して、ルィドゥアが呟く。

「水に触れると消える自然現象という可能性もありますね」

「もしくは、この湖のどこかにいる、とかな」

　ガンドルの言葉は《マンタダルウェヴ》が生き物だという前提の話だ。だが、超がつくほど大型の生物というものは、実際、存在する。海には巨大な帆船をも凌しのぐ獣がいるし、時にそれは小島ほどに育つこともある。

「水位は下がっていないんですか？」

　ロールが訊くと、男は首を捻った。

「変わってねえと思うけんど……計ってるわけじゃねえからなあ」

「そうですか」

　つまり《マンタダルウェヴ》の通った跡は空洞ではないということだ。あるいは、巨大な生物ではなく、何かの群体ということもあるのかもしれない。

「この湖は、どのくらい深いんだ？」

　ガンドルの問いに、男は首を振った。

「わかんね。素潜り漁の名人でもこんの湖の底は見たことがねえ。何が潜んでても不思議じゃねえやな」

「《マンタダルウェヴ》が潜むには、ぴったりですね……」

　ルィドゥアは手を伸ばして水に差し入れた。

「わ、温かい」

「はあ？　何を言うとるかね。こんの湖の水は、魚がろくに棲すめんほど冷たいんだわ。どうかしとんじゃないんかね」

「でも、本当に温かいですよ？」

　男が鼻で笑うと、シナノが乱暴に船縁につかまり、ぞぶ、と湖面に腕を突っ込んだ。

「……ルィ、噓、言ってない」

　すくい上げた水を、ばしゃっ、と男にかけた。

「何を──うわ、ほんにあったけえ！　こりゃあ、どうしたこった……」

　わけがわからない、という表情になる。

　シナノは、どうだ、という顔で席に戻り、そんな彼女をルィドゥアは困ったような微笑を浮かべて見つめた。森耳族の年齢は見た目からはわからないが、この二人はまるで母はは娘このよう、とロールは思った。

「潜って、確かめてみます？」

　ロールがそう言うと、ガンドルは渋い顔になった。

「髭を濡らしたくない」

「え？　じゃあ、お風呂はどうしてるんですか？　まさか、入らないとか──」

「入るわい！　……水と湯は別だ」

　丸太のような腕を組み、ガンドルは鼻に皺しわを寄せた。

　ああ、とロールは小さく頷いた。

「……泳げないんですね？」

　髭の上に乗った頰ほおが見る間に赤くなる。図星のようだ。

「髭族のひとは皆、泳げないんですか？」

「……どうして泳ぐ必要がある。魚が欲しければ、釣ればいい。でかいのが欲しければ、買えばいい。誰にも得手不得手はあるだろうが。俺たちは土の中になら、何日いたって平気だが、おまえたちは耐えられんだろうが！」

「いやいや、別に馬鹿にしてるとかじゃないですって。狩人にも泳げないやつはいますし。そうじゃなくて、だったらこうやって舟に乗ってるのも辛つらいんじゃないかな、って思っただけですから」

　ガンドルの顔はますます赤くなった。

「へ、平気だ！」

　とてもそうは見えなかったが、本人が立てている意地をわざわざ挫くじくこともない。ロールはこれ以上、このことには触れないでおこう、と決めた。

　しょうがない──ロールは担いでいた石弓を下ろした。漁師でも辿たどり着つけなかった湖底に、自分が届くとは思わなかったが、それでもこの透明度なら、何か見えるかもしれない。

「……わたし、いく」

　え、と顔を上げたときには、シナノが舟の縁を蹴けっていた。ざぶん、と水柱が上がる。揺らいだ水みな面もはすぐに静まって、まっすぐに潜もぐっていく彼女の様子が見えた。

　速い。

　やはり、あの大きな手足あってのことだろう。

　やがて、シナノの姿は青い暗さに溶けて、見えなくなってしまった。

　しばらく待ったが、少しも上がってくる気配がない。

　隣でルィドゥアがそわそわと手を揉もみ始め、綺き麗れいな顔の眉み間けんに僅かな皺を刻んだ。

　獣人がどのくらい息を止めていられるか、ロールは知らなかった。

　だが、姉妹のように育ったというルィドゥアが案じているのを見ると、普通の長さではないのだろう。

　追いかけよう、とロールが膝ひざを浮かしかけたその時、

「あっ」

　とルィドゥアが小さく声を上げた。

　青黒い水の中に、ぽっ、と明るい土色の髪が見えたかと思うと、それはぐんぐんと大きくなって、湖面に向かってきた。

　水を、ざばあ、と破って現れたシナノは、船縁に手をかけると、軽々と自分の体を持ち上げて、縁にそのまましゃがんだ。

　シナノは、奇妙な物を咥くわえていた。彼女が、ぺ、と飛ばすと、それは舟ふな床どこに落ちて、さまざまな色の変化を見せながら、澄んだ音を立てた。

「毛の生えた大鱗うろこ……？」

　そう見えた。

　顔ほどもある大きさの薄い板状のものに、白銀の長い長い毛のような物が付着している。年とし古ふりた生物に多い特徴と、とてもよく似ている。

　ガンドルは、怖おそれることなくそれを手にした。

「……金属ではないな。こいつには、石に共通した温ぬくみみたいなもんがない」

「けど、これが魚の鱗だとしたら、とんでもなく大きいですよ？　──おじさん。何か怪魚みたいなものが、ここに棲みついている話とか、知ってますか？」

　船尾を振り返ってそう訊ねたが、男は、いんや、と首を振った。

「聞いたこともねえ。昔っから、この湖には、鱗のねえ魚しか棲まねえっていわれてんだ。獲れたんも、長なが髭ひげ魚うおばっかだ」

　長髭魚というのは、たっぷりと中身の詰まった水袋のような形をした魚だった。魚名はナマルジ。大きな口と小さな目、長い髭が特徴で、大喰らいの魚として有名だった。そして、鱗がない。

　ちなみに、小麦粉を叩いて多めの油で焼くとうまいが、淡白なので、味の濃いサウースをかけるのが一般的だ。大量に獲れて安価なので、酒場では蒸かした芋とともに、手頃な酒の肴さかなとして人気が高い。

「シナノちゃん。この鱗、どうしたの？」

　ロールが訊くと、ちゃん付けはやめてほしいと言いたげに、眉を顰ひそめた。森耳同様、獣人も見た目通りの歳としではないのかもしれない。

「……漂ってた。ぷかぷか」

「わたしも、こんなの見たことがありません」

　ガンドルの手の中の鱗を覗きこんで、ルィドゥアは首を捻った。

「誰にも知られないで、長く湖底に潜み続けてきた魚でもいるのかしら？　だとしたら、きっと、とても大きな魚ですね」

　確かに、体と鱗の大きさの対比が他の魚と同じなら、とてもとても大きな魚が潜んでいるということになるだろう。

「もしかして……この湖の不漁の原因は、その魚？」

　何気なく言っただけだったのだが、櫂を握る男の目は落ちてしまわないか心配してしまうほど、大きく見開かれた。

「そ、そいつは本当かね!?」

「か、可能性ですよ、可能性！」

　ロールは慌てて言った。

「もしかしたら、古い竜の落とし物かもしれないし、これがなんなのか、詳しくは王立学院にでも送らないと、ちゃんとしたことはわかりません」

　漁師はがっかりした様子だったが、下へ手たに希望を持たせるほうが残酷だ。

　過去に同じ獣の鱗が見つかっていたとしても、照合して結論が出るまでには、季節が二つは必要だった。連中は仕事が遅い。

「さて、どうする？」

　ガンドルの髭が、重い鼻息に揺れた。

「人の知恵が結論を出すのを待つか？　それとも他に手がかりを求めて移動するか？」

「潜ってみませんか？」

　にっこりと微笑んで言ったルィドゥアを、ガンドルはじろりと睨にらんだ。

「その獣娘でも無理だったんだぞ？　俺はごめんだ。あんたはもっと潜れるっていうのか？」

「いいえ」

　ゆるりとルィドゥアは首を振った。長い耳が震えるように揺れた。

「わたしにも無理です。ですから──マタギさんの力を借りたらどうでしょう？」
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「うわ、またか！　……いやもう、さすがに慣れたけど──」

「マタギ！」

　漁師の家に戻ってすぐ、シナノが物陰に消え、腰の辺りがぞわぞわするような遠とお吠ぼえがひとつ起きたと思ったら、聞き覚えのある声がした。

　ロールが舟を降りると、シナノが腰にしがみついた状態で、雅彦が漁師の家の戸口から、ひょっこりと現れた。

　今日は、いつものメーサイ服ではなく、襟のついた白い中着シヤツに青い洋袴ズボンという、くつろいだ感じの格好だった。狩りの最中ではなかったのかもしれない。

「マタギさん」

「よう」

　軽く上がった手が、ロールの後ろに目をやったとたんに、錆さび付ついた石弓みたいに、ぎこちなくなった。

「マサヒコさん、こんにちは」

　ルィドゥアが柔らかく微笑むと、ぴんと背筋が伸びた。

「ど、どうも」

　微かすかに声が上ずっている。

　おかしな反応、とロールは首を捻った。怯おびえているとかではない。

　緊張している？

　そういえば、すごい獲物を見つけたときに、仲間の狩人が同じような反応をしたのを見たことがある。

　だが、どうして森耳族に、彼はそんな反応をするのだろう。マタギと森耳族の間には、昔、何かあったのだろうか？

　とはいえ、敵対しているという感じではない。ぎこちないのも、雅彦が一方的にだ。

「こちらの都合で、また呼びつけてしまってすみません。ですが、できたらマタギの力を借りたくて……話を聞いてもらえますか？」

「え、ええ、はい！　それはもちろん！　では、どこか適当な店にでも！」

　言って、ぐるりと踵きびすを返す。

　なんなのかしら、この反応は──とルィドゥアを見たロールは、あ、と気がついた。

　彼女の薄手の服が、水に濡れて体にぴったりと張り付いていた。大きな胸の形が、はっきりと浮き出て、よくわかる。

（まったく！）

　マタギも男だ、とロールは呆あきれ、硬そうな尻を蹴り上げてやりたくなった。
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　大まかな説明を聞いた雅彦は、なるほどわかった、と大きく頷いた。そして、準備があるから一ティム後に桟橋に来てくれ、と言い置くと、一人で店を出て行った。

　シナノは付いて行きたがったが、それは雅彦が頑かたくなに拒んだ。

　何が起きるかわからないから、と彼は言っていたが、魔術逸品に関することだろうから、ロールはあえて深く訊くことはしなかった。

　とりあえず大人しく待つことにして、黒茶と焼き菓子を頼んだ。菓子は乾燥果物ドライフルーツを練り込んであって、花か蜜みつがかかっていた。

　固くて、歯にくっつくので、少しずつしか食べることができない。一ティム待つのには、程よい時間つぶしになる。

「マタギも知らなかったな」

　ガンドルが言ったのは、毛のようなものが生えた美しい鱗のことだ。見覚えはないか、と訊ねたのだが、見たこともない、という答えだった。

「あの人は、マタギのあとを継いだといっても若いから。先代に比べたら知らないことも多いんじゃないですかね」

　髭の物言いは、どこかマタギを軽んじる様子であったので、ロールはつい庇かばうような口調になってしまった。

　だが、事実でもある。獲物の知識は狩りの年数に比例する。学者ではないのだ。それに、狩れないものに興味はないし、一生を懸かけても全すべての獣を知れるわけではない。

「それに、水の中は漁師の領分ですからね。狩人には未知の分野なんですよ。……まあ、海には海獣を専門に狩る狩人もいるんですけど」

「なるほどな……まあ、俺たちも得意な鉱物は人によって違う」

　ガンドルは髭を撫でた。

「あれこれと手を出しても極めるのは難しいからな」

　それは真理だが、マタギは自由だ。海で巨大なマーグラを狩ることもあれば、砂漠でグラッパを獲ることもある。それでいて誰よりも腕が立つ。

　魔術逸品のおかげだという者もいるが、それを扱える技量も、マタギの腕の内だ。

「そうだ、ルィドゥアさん」

　ロールは丸机に腕を乗せて身を乗り出した。

「あなたたちって、弓の腕がすごいんでしょう？　風を読んで、絶対に外さないとか」

　ルィドゥアは柔らかく微笑んだ。

「ええ、まあ」

　彼女は否定しなかった。

「けどたぶん、あなたがたのその石弓の方が、道具としてはずっと優秀です。確かにわたしたちは弓を手の延長みたいに扱えますが、矢の威力は弱いので、毛皮が厚いと通りません。狩るのはほとんど小動物か鳥ですね」

「そうなんだ。意外……森の中では、あなたたちに敵かなう者はいないっていうのが、狩人の常識だったから」

「外さない、という点では、その評判はたぶん間違っていないと思います。けれど、当てるのと、狩るのは別の話ですので」

　それはその通りだ。当たっても、傷を負わせられなかったら意味がない。

　人族の扱う石弓の中には、竜の鱗を貫通するような代物もある。それだけの威力を矢に持たせるには、人の現界を超えた力が必要なため、からくりが必要になる。普通の弓のように、人力だけでは無理だった。

「……戻った！」

　不意にシナノが声を上げて立ち上がり、ガンドルは黒茶を髭にこぼしそうになって慌てた。

「おい！」

　顔を真っ赤にしたガンドルを無視して、シナノは店を飛び出してしまい、ロールたちも慌てて席を立った。
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　店を出ると、村のどこにこれだけの人がいたのか、と誰かに問いたくなるくらいの数の住民が、湖の方へと小走りに向かっていた。

　ロールたちもその波に乗り、桟橋のある漁師たちの家へと急いだ。

　角を曲がるとすぐに驚異の光景が見えてきた。

　白亜の砦とりで──未知の材質でできていると思える、表面が水のように滑らかな白い船が、そこに浮いていた。

　村人は、あれだけ勢い込んで走っていたのに、今は遠巻きに眺めている。魔術に畏おそれを抱く者は多い。係かかわり合いになると、呪のろわれると信じている。それでいて興味を捨てきれないのが、人というものだ。

「マタギ！」

　船に近づいてシナノが大声で呼ぶと、雅彦がひょっこりと姿を現した。

「お待たせ。さあ、乗ってくれ」

　彼が大きな手で招く。

　ロールの奥で、魔術に対する僅かな恐れが疼いた。もう慣れたと思っていたが、これほどのものを目の当たりにすると、やはり少し怯ひるむ。

　それは、ガンドルやルィドゥアも同様のようで、足が桟橋に張り付いたようになっている。その中で、シナノだけが気にせず、軽々と船縁を越えた。

「ルィ！」

　彼女の声に、ルィドゥアが意を決したように歩き出し、ロールも慌てて後に続いた。こちらの方がマタギとの付き合いは長いはず。後れを取るのは、狩人として恥ずかしい。

　近づいてみると、初めの印象よりは小型の船だということがわかった。それでも、幅も長さも、漁師の船の倍はある。

　どういう工程で製作されたものなのか、船体のどこにも継ぎ目がない。一木作りだろうか？　だとしたらそれはとんでもない巨木だ。

　船体の中央は仕切りで囲われ、窓には見えない仕切りがある。内側に、見たこともない物が並ぶ中で、唯一、操舵輪だけが、これが船であることを証明していると見えた。

「皆、乗ったかー？　じゃあ……出港！」

　雅彦が横棒のようなものを握り、それをどうにかすると、船は地鳴りのような音を上げ、風を受ける帆も、漕ぎ手もいないのに、湖面を走りだした。

「こりゃあ……確かに魔術だ」

　緊張を隠しきれぬ声でガンドルが呟くのが、風に紛れて聞こえた。

　ルィドゥアとロールが手て摺すりを手が白くなるほど強く握りしめる中、シナノは一人、舳へ先さきで風を受けながら立っていた。

　振り返ると、飛ぶような速さで桟橋が遠くなっていった。こんなに速い船は初めてだ。岸はすぐに霞かすんで水平線に溶けて見えなくなった。この湖は湾のように大きい。やがて、四方は全て湖面となり、別の世界に紛れてしまったかのような景色となった。

　気づけば船は随分と速度を落としていて、さほど経たたぬ内に、とうとう停とまってしまった。

「たぶん、この辺りだな」

　囲いの中から、雅彦が出てきて、そう言った。

「魚群探知機に変な影が映ってる。かなりでかいぞ。カジキ用の船は定期点検中だから、釣るのは難しいけど」

　鱗の主を釣る──そんなことは考えもしなかった。

　漁は狩りの範はん疇ちゆうにはないから、とロールは自分に言い聞かせたが、それが普通の狩人とマタギの違いかもしれないと思い、少しばかり己の不明を恥じた。

「一応、ダイビングの道具持ってきたけど、本当に潜るのか？」

「もちろん！」

　ロールは間髪を容いれずに言った。相手がマタギでも、心意気で負けるわけにはいかない。

　そうか、と雅彦は言って、奇妙な道具と服を取り出した。

　真っ黒な、首から下の人の皮を剝はいだかのような、そんな服だ。あとは、金属製の巨大な筒に細い管がついたものに、魚の胸むな鰭びれを模したかのような板。

「これは、なんですか？」

　覗きこんで聞いたルィドゥアに、

「な、長い時間、潜るための道具です。これを使えば、水中で体温を保ち、息をすることもできるんですよ」

　何な故ぜ、彼女には敬語？　とロールはいぶかしんだ。森耳族の天性の魅力ゆえだろうか。ルィドゥアは一般的な森耳とは少し違うが、それでも人にはない神秘性がある。

「俺は潜らんぞ！」

　ガンドルが吠えた。こちらはこちらで何故に偉そうなのか。

「あー……そうしてもらえると、助かる。あんたに合うウェットスーツって、さすがに見つからなくてさあ……。一応、女性用を二つと、子供用をひとつ、あとは俺のは持ってきてる。それと──これ」

　雅彦は、石弓に似た道具を袋から出して見せた。

　弓の部分がなく、やたらに太い弦がついている。だが、間違いなくこれは石弓だ。この細さだと、森の中での取り回しが楽そうだが、かなり本体は長い。

「こいつは水中銃。この銛もりの小さいやつを撃ち出すんだ。威力はかなりあるから、人に向けるなよ？　頭ず蓋がい骨こつぐらい簡単に貫通するから」

　マタギから差し出されたそれを、ロールは受けとった。ルィドゥアではなく自分が優先されたことに、狩人としての誇りがむずりとした。

　水中ジュウという石弓は、いつも使っているものよりずいぶんと軽かった。使う矢は、まさに銛を小さくした様子で、風切り羽根などもないすっきりとした棒だ。

「マタギ！　わたしのは？」

　シナノが彼の腕を引っ張った。

「一応、用意はしたけど、引き金に、指、入るか？　結構、小さいんだが」

「大丈夫」

　そう言うと、シナノは指を立ててみせた。ぬ、と鋭い爪つめが伸び現れる。なるほど、と雅彦は頷き、銃と銛の入った筒を彼女に渡した。

「それじゃあ……潜ってみますか！」
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　なんだかとても変な感じ、というのがウエイトスウツというものに着替えたロールの、正直な感想だった。下着で着なくてはならなかったからか、もう一枚、肌ができたような感じだ。

　さらに金属製の筒を背負い、見えない板をはめ込んだ箱で目元を覆って、筒から伸びる管の先を咥えるよう、教えられた。

　大事なのは、口だけで呼吸をするということ、という話だった。やってみると、最初は難しかったが、すぐに慣れた。

　魚の胸鰭のような板は足に履くもので、ぐんと速く泳げるらしい。

　準備が済むと、船の縁に腰をかけて、背中から回転するように湖面に落ちるように見本を見せてもらい、その通りにした。

　水の中に入った直後は天地が分からず、一瞬、混乱したが、すぐに落ち着いた。水も温かい。

　雅彦が手で潜るように告げた。

　水の中では意思の疎通に手を使う。簡単な指示だけしか覚えていないが、マタギが厳選したのだから十分な種類のはずだった。

　ロールは何とか頭を下に向けて、大きく足を振った。鰭の形をした靴の威力は、よくわかった。一振りで、ぐん、と深く沈む。

　顔につけた箱──ゴウグルというらしいが、それのおかげで水の中でもあたりの景色はよく見えた。

　深く潜るにつれて、周囲は色を失っていった。そうして残るのは青だけなのだと、ロールは初めて知った。

　それにしても、静かだ。動く物がなにもない、という意味で。埃のようなものだけが、浮いたり、沈んだりを繰り返している。

　隣を見ると、ルィドゥアもシナノも落ち着いたものだった。とくにルィドゥアは、水の中で髪がふわりと広がって、まるで見たこともない花のようで、とても美しい。

　マタギも見み惚とれているが、無理もないだろう。

　吐いた息が気泡となって視界を遮った一瞬、視界の端できらりと何かが光った気がした。

　だが、ここは水底だ。

　自分たち以外に、魔法の光を放つものはいないはずだ。

　警告しようと振り向くと、マタギはすでに気づいていた。水中銃を構え、青い闇やみの中で揺れる不思議な灯火を凝視している。

　その時、ぐうっと水圧が増した。水自体が強く押して来るような感覚があって、その奥から巨大で平たい影がすごい勢いで迫ってくるのが見えた。

　咄嗟に引き金を引けたのは、マタギとロールだけだった。長く鋭い細銛は、ぶすりぶすりとその黒い巨体に深く突き刺さった。

　影が痛みに身を捩よじる。水流が太い鞭むちのように襲ってきて、全員が吹き飛ばされた。水の外と違って叩きつけられはしなかったが、潰つぶされてしまいそうだった。

　ぐるぐると回り、またしても天地が不明となったが、今度は先刻よりも早く立て直せた。

　微かにまだ届く陽光に、ロールは影の正体を見た。

（──《アングレイ》！）

　淡水に棲む大型魚だ！












　水底に棲み、額の発光器官で他の魚をおびき寄せて喰らう。ただし、目の前の個体は、大きさが桁けた違ちがいだった。まるで館やかただ。普通はこれの何十分の一もない。これなら、湖の魚が減るのもわかる。

　雅彦を見ると、彼は腕を大きく上に向かって振った。浮上しろ、ということだ。

　つまり、逃げろ、と。

　その方がいい気がする。魔術逸品だろう水中銃も、あの大きさだと効果があるようには見えない。小さな棘とげに刺された程度かもしれない。

　マタギの必殺の狩り具であるライフルなら、アングレイの頭に大穴を開けることもできるかもしれないが、持ってこなかったところを見ると、石弓同様、水の中では使い物にならないのだろう。魔術逸品といえども、万能ではないらしい。

　ロールは、思い切り足を振った。ぐんと押し出されるように体が湖面に向かって進む。

　それぞれが一番近い湖面を目指したおかげで、アングレイにとっては獲物が分散した形になって、一瞬、迷ったのがわかった。

　僅かな時間だったが、ロールと雅彦が水中銃を構えるのには、十分な時間だった。

　結局、一番手近なルィドゥアを狙うことにしたらしく、大口を開けて吸い込まんばかりに、真下から迫る。

　落ち着いて、ロールは狙いを定めた。

　口で息を吸い、吐く。ボコボコという音だけが耳に響く。

　軽く、引き金を絞った。

　反動と共に、水中銃の銛が細かな気泡をまとって奔はしる。

　ほぼ同時に、雅彦も同じく引き金を引いていた。

　二本の細銛は、左右から狙い違たがわず、アングレイの小さな小さな目に、見事に突き立つ。

　血と体液が眼がん窩かから滲にじみ出し、叫び声こそ聞こえなかったが、アングレイはのたうつように大きく身を捩った。

　ぐるん、と返った巨大な尾が、ルィドゥアを目掛けて振るわれる。雅彦は慌てて第二射を放ったが、細銛は尾に刺さったものの、勢いを止めることはできなかった。

　がぼ、と雅彦の口から大量の気泡があふれ出る。

　だが、アングレイの尾は直前で方向を変えた。それだけではなく、尾の一部がすっぱりと断ち切られて、煙のように血を流しながら沈んでいく。

（シナノちゃん、すごい！）

　アングレイの尾の向うに、長く伸びた爪を構えたシナノの姿があった。ゴウグルの向うで、瞳ひとみが妖あやしく輝いているかのように見える。彼女はもう魚のように体を操っている。ぐるりと向きを変えてルィドゥアの元へ向かい、その体を抱える。

　雅彦が、上がれ、と指示を出し、シナノはそのまま船に向かった。

　続こうとしたロールだったが、何故か雅彦はそれを手で押し留めた。

　首を傾げると、彼は指で下を示した。

　ロールは足元を見た。相変わらず、アングレイはのたうっている。のたうちながら暗い湖底へと逃げていく。

　だが、彼が指していたのはそれではなかった。

（あれは……？）

　アングレイの下で、何かが蠢うごめいている。青黒くてよく見えないが、奇妙な、見たこともない長い影だ。

　とてつもなく、でかい。湖の中で大河が溶け合わずに蠢いているかのようだ。巨大な蛇の一種か、それとも蟲か──とにかく前代未聞の巨大生物だ。

　アングレイも気づいた。

　あの巨大魚は、これまで自分を絶対的な王だと思っていたのだろうが、それも今日までだ。

　上には上がいる。

　大きくうねり、謎なぞの巨大蛇はアングレイに絡みついた。絡みながら、引きずり、進んでいく。

　アングレイはその中で、体を擂すり削けずられ、骨を砕かれ、血とも、土ともつかない煙に包まれて、見えなくなってしまった。

　青黒い太い影だけがうねる。

　肩を叩かれ、振り返ると雅彦がいた。彼は立てた親指で、上がろう、と示した。

　同感だ。ここは人が居ていい場所ではない気がする。さっきから震えが止まらない。これは水の冷たさのせいではないと思えた。

　船を目指して鰭を大きく振りながら、一度だけ振り返ったロールだったが、そこには静かな水底が広がるばかりで、全てが夢幻であったかのようだった。
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　船に上がってぐったりとしていたロールは、何があった、と訊いてくるガンドルが、少し疎うとましかった。

　体が重い。疲れによるものなのか、水中に長い時間いたせいなのかはわからなかったが、泳いだあとの熱っぽいだるさとは少し違った。

　ただ一人、シナノは平然としていて、ぶるぶると体をふるって肌に付いた水を器用に弾はじき飛ばして、髭が濡れる、とガンドルに嫌がられた。

　そうして、水を飲んで一息ついた雅彦は、

「まるで、龍だな！」

　と興奮した様子で叫んだ。

　だが、その意見には、ロールは同意できなかった。

「違いますよ。体が長すぎるし、翼もなかったじゃないですか。あれは竜というより、蛇の仲間だと思いますけど」

「それはドラゴンのことだろう？　俺の言ってるのは、龍──タツだ」

　何を言っているのかわからない。

　それはガンドルたちも同様であったようで、怪け訝げんそうな様子を隠そうとしていない。そんなルィドゥアの表情に、雅彦は幾分落ち着きを取り戻したのか、腰を下ろして、あー、と言葉を探しているようだった。

「……俺の国じゃ、西の方の翼のある竜をドラゴン、東の、翼がなくて蛇みたいな体に小さな手足があるのをタツ、っていうんだけど、どっちも字で書くと、リュウなんだ」

　なんでそんなややこしいことに、とロールは眉を顰めた。マタギの国の言葉は、通じるものは問題なく通じるのに、そうでないものは難解だ。

「わかるように言え！」

　話が見えないのだろう。ガンドルが苛いら立だった声で怒鳴った。

　そこでロールは、大まかにだが、自分が見たものを話して聞かせた。化物のようにでかいアングレイや、それを遙はるかに上回る謎の蛇めいた生物のことを。

　全てを聞き終えたガンドルは、ふうむ、と髭を撫でて考え込んでしまった。

　理解が追いつかないのかもしれない。

　気持ちはわかった。それなりに狩りをしてきたロールでも、あれほどの大きさの生き物は見るのも初めてだった。

　それとも見間違いだろうか。小型の魚は群れをなして巨大な敵から逃れようとする。それがあの巨大蛇──龍に見えたということはないだろうか。

「──よし、写ってる」

　雅彦が不意にそんなことを言った。

　言葉の意味がわからない。うつるといえば、病や、所属などだが、そうでないのは、雅彦の嬉うれしそうな表情を見ればわかる。

「なんだって？」

　ガンドルが眉を顰めると、雅彦はいつの間にか用意していた、魔術逸品であろう金属板を、ロールに向けた。

　目にした途端、鳥肌が立った。

　板には透明な石がはめ込まれていたが、そこに、先刻見た景色がそのまま切り取られて貼はり付けられてあったのだ。

　どうやったのか、さっぱりわからない。

「ほら、ここ。よく見てくれ」

　雅彦が指を置いて広げるようにすると、触れた部分が大きくなった。

　あ、とロールは気がついた。

　あの毛の生えた鱗と同じ形をした物が、大河のような龍の表面に、びっしりと並んでいる。

「やっぱりあれは、超がつく巨大生物じゃないか？　しかし、さすがにあれじゃあ、俺の持ってる道具でも狩れない気がするな……でかすぎる」

　マタギがそんなことを言うとは思わなかった。どこかで、彼に狩れない獣はない、と思い込んでいたのかもしれない。

　普通の大きさの獣であれば、それも間違いではないだろう。一般的な家ほどの大きさの竜なども狩っている。

　だが、あれはさすがに大きすぎる。大河に戦いを挑んでも、決して勝てはしない。あれに挑むということは、そういうことだと思えた。

　遠く遙か向うの湖の対岸で、轟ごう音おんと共に凄すさまじい水柱が上がった。ここからでもはっきりとわかる高さと太さだ。

　おそらくそれは《マンタダルウェヴ》がここへ現れた時に立った水柱と、同じものだ。そこから導き出される答えはひとつしかなかった。

「まさか、あれが……？」

　だが、ロールの呟きは、歓声に掻かき消けされてしまった。漁師を乗せられるだけ乗せた舟が何十隻も現れたのだ。

　彼らはロールたちを追い抜いて行ってしまったが、異変はそれだけではなかった。あれほど静かだった湖面が急に騒がしくなり、ロールはその正体を見た。

　魚だ！　魚が戻ってきたのだ！

　やはり諸悪の根元は、あのアングレイだったのだ。それをあの龍が助けてくれた──ということになるのだろうか。この場合。

　漁師たちが、網を投げ込む。引き上げる度、喜びに満ちた歓声が上がる。おそらく大豊漁となることだろう。

　ロールは、人々の嬉しそうな様子を見つつ、あの巨大な獣のことをありのままに報告して果たして信じてもらえるだろうか、と考えずにはいられなかった。
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「さあさあ、来てくれ！　魔法使いとその御一行殿！」

　村の広場に急きゆう遽きよ設しつらえられた宴会場に、ロールたちは引っ張り出されてしまった。

　雅彦はとっとと帰るつもりだったようで、実際、一度は船ごと姿が見えなくなったのだが、少しあとでシナノに呼び戻されてしまい、諦あきらめた様子だった。

　ロールたちは、どのみち次の日にならねば出しゆつ立たつできなかったので、歓待をありがたく受けることにした。

　広場には村の全員が集まっていて、大変な賑にぎわいだった。どの顔も痩やせて汚れていたが、そんなことは気にならないほど明るく、希望に輝いていた。

　中央には巨大な鍋が、煉れん瓦がを積んだ炉の上に載せられていた。漁師たちはそこへ、湖で獲れた魚を何であれ、ただぶつ切りにして放り込み、水と香辛料と数種の野菜、それに葡ぶ萄どう酒しゆを樽からぼどぼどと流し込み、激しい炎でぐつぐつと煮ていった。

　それが煮える間、ロールたちには温ぬるい麦酒ビールが大酒器ジヨツキで振る舞われた。

　正直、発酵が進みすぎて少しどころではなく酸っぱかったが、振る舞い物に文句をいうものではない。

　他にもパァオが山と焼かれたが、この村のは酸っぱい麦酒が混ぜてあって、他の地方のパァオよりも不思議な感じに膨らんでいた。

　千切って食べてみると、やはり酸っぱく、だけどふわっと柔らかく、製法が広まれば流は行やりそうだと思った。

「こいつは、俺のとこのパンに近いな。すごく酸っぱいけど」

　感心したように、雅彦は言った。

「普通のパンが焼かれるのも、そう遠くないかもな」

　とも。

　別の鍋では種油が煮えていて、この辺りでは珍しいスーケルという魚を、これも内臓を取っただけで、まるごと放り込んだ。

　じゅわあっと激しい音を立てて、スーケルは油で煮られていく。調理法としては、雅彦のやったものに近いかもしれない。一般的には、油煮の場合の温度はもっと低い。

「さあ、できた！」

　ロールたちの目の前に、料理がずらりと並べられた。

　深椀わんには、どの魚のどの部位かもわからないごった煮が、山とよそわれた。頭が紫色をしたソゥプから突き出している。身の取れた骨もある。

　別の皿には根菜を焼いて種油をそのままかけた物が盛られ、別の皿には、高温で煮られたスーケルが丸ごと一匹、乗せられていた。

　その姿がまた、衝撃的だった。スーケルの特徴は、体のわりに大きな鱗にあるのだが、その全てが見事に逆立っている。

「こいつはさあ、この鱗を喰うんだあ。このサウースをたっぷりとつけてなあ」

　ふへへと笑った男がそう教えてくれた。

　特に音頭もなく、宴会は始まっていた。それがここの流儀のようだ。

　ロールがスーケルの鱗をつまんで引っ張ると、簡単に取れた。粘度の高いサウースをたっぷりとつけて食べると、さくさくっと砕けた。

　おもしろい。

　鱗自体には独特な風味などはないから、これはこの食感を楽しむものなのだろう。腹は膨れそうにないが、しかし、これは麦酒が進む。

「へえ！　エビフライの尻尾しつぽに似てるな。こっちの方が軽いけど」

　マタギはそう言って、何枚も食べた。気に入ったようだ。

　鍋の方は、どれがどの魚の味なのかは判別がつかなかったが、その全てが渾こん然ぜんとなって、深い深い味わいのものに仕上がっていた。

　崩れた身はどれもほろりと柔らかく、パァオに乗せると汁が染みて、その酸味がよい調子となって味を引き立ててくれる。

　時折、魚の目玉が浮かんでいることもあるが、それもまた美味らしい。

「しゃぶるといいだよ。とろりとして、うんまいよ」

　そう勧められたが、ロールは試す気になれなかった。

　ガンドルは、魚の身も骨も目玉も区別なく、深椀をつかんで、そのまま流し込むように食べている。麦酒、鍋、麦酒、鍋、と言った具合に。

　ルィドゥアは、パァオばかりであまり鍋を食べてはいない。魚はあまり好きではないのかもしれない。

　代わりに隣りで、シナノが彼女の分まで食べていた。手づかみで、魚の頭もなにもばりばりと嚙み砕いて、飲み込んでいる。

「うまーい！」

　本当においしそうだ。心から言っているのがわかる。

「……で？」

　魚の骨をしゃぶりながら、雅彦が訊ねた。

「あれが、あんたたちの追ってる《マンタダルウェヴ》ってわけか？」

「だろうな」

　とやはり魚の骨をしゃぶりながら、ガンドルが答える。

「俺たちはあれの跡を追ってここへきた。そこにあんなのがいたんだから、こいつはもう、間違いがねえことだろう」

「それで、どうするつもりなんだ？　まさか、あれを狩ろうってんじゃないだろう？」

「まさか！」

　がはは、とガンドルは笑った。

「あんなもん、この世の誰であっても殺せやせんわ。一目でわかる。ありゃあ、伝説に語られる神獣、魔獣の類たぐいよ。生きて死ぬ者にはどうしようもできん」

　頷き、雅彦はルィドゥアを見た。

「あなたも、同じ考えですか……？」

「そうですね……たぶん、そうだと思います。そもそも《マンタダルウェヴ》は、天災であると思われてきました。それがはっきりとしただけでも、意味があったかと思います」

　世俗とあまり関かかわりを持ちたがらない、森耳族らしい。

　だが、狩人はそう簡単には割り切れない。

　ロールもそうだからわかる。

《マンタダルウェヴ》が獣であるとわかった以上、狩ってみたいと思うのが、狩人の性さがだ。

　実際には不可能かもしれないが、まったく敵わないかもしれないが、尻尾を巻いて逃げるのが落ちかもしれないが、それでも、挑んでみたいと思う──それが狩人だ。

　雅彦はどうだろう。

　ロールは、彼の横顔を見、そして満足した。

　ルィドゥアに見惚れているが、けれど《マンタダルウェヴ》のことが語られる度、その目に光が宿るのを隠せはしなかった。

　彼は、マタギなのだ。

「──おおい！」

　宴うたげの喧けん騒そうには似つかわしくない、どこか切迫した声が広場に響いた。その異様さに気づいた何人かが顔を上げる。

「ここに、狩人組合の人はいるか！　急ぎの報せを持ってきたんだ！　いないか！」

「ここよ！」

　何か、のっぴきならないことが起きた──びりびりと全身でそう感じ、ロールは石弓をつかんで立ち上がった。













　どうも、伊豆見雅彦です。こっちの世界で死んだときのことを考えて、こうやって映像に記録を残すことにしてます。

　…………。

　というわけでえ……とんでもないことになったぜ！

　ついに、《マンタダルウェヴ》の正体が判明した──らしい。

　王立学院とかいうところが、ロールたちにあれこれ調べさせる一方で、古い文献なんかをひっくり返して、とうとうそれについて書かれてあるものを見つけたんだとさ。

　で、俺たちが見たものと照合して、まちがいなくあれが《マンタダルウェヴ》だと確認したらしいんだよ。

　その正体は、巨大な《龍》──《ドラゴン》ではなく《たつ》。そいつは、ロールたちに説明したように、蛇に小さな手足の生えた感じなんだが、細部はいろいろ違う。

　湖の中で、ちらっと見えただけだけど、ここでその映像を見てみましょう。

　見えるか？

　ほら、このモニターのここのとこなんだけど……小さいか。

　とにかく！

　俺たちは陸に戻る前、船の上でそいつをもっと大きなモニターで確認した。

《マンタダルウェヴ》は、体つきこそ《龍》という感じだったけど、足はムカデみたいに生えてるし、背中には突起が螺ら旋せん状にあるし、顔もなんか、変な感じだったなー。

　チラッとしか見えなかったんだけど、ドリルっぽい物が生えてたような気がする。

　で、あんなものがどうして忘れられていたかというと、だ。

　なにしろ、出現する周期がン百年単位だから、人族は次に現れる頃には誰も憶おぼえてないし、他の長生き種族は、起きた出来事を基本的に口伝で残すから、どうにもこうにも、あいまいになるらしい。

　まあ、俺だって十年前のことなんかまともに憶えちゃいないんだから、当然かもしれん。いつまでもあれこれ憶えていたら、数百年も生きていられないんだろうな。

　ともあれ、正体はわかったわけだ。

　一番古い記録は、およそ二千年前の石板に、らしいものが彫られているんだと。

　王立学院はここ十年くらい、記録の整理をしていたみたいだって、ロールは言ってた。今回の出現は、予測より二年ぐらい早かったらしいが、そいつは誤差の範囲らしい。

　ただ、本当に生物かどうかの確信はなかったみたいだ。

　何しろ、数百年も前の人族はいまよりもずっと迷信深くて、記録がありのままのことを記しているとは限らないらしい。

　まあ、昔の日本もいろんな現象を妖よう怪かいとして表現したり、地震は鯰なまずが起こしてるとか、結構、信じてたからな。

　とはいえ、その情報はずっと秘密にされてたようだ。ルィドゥアもガンドルも、そのことをまったく知らなかった。

　まあ、人であるロールもだから、かなり偉い連中だけの秘密だったんだろうな。

　それがロールの報告で事実だと確認された、＆、えらい事態になったので、この際、全てを明らかにして、文字を持つ種族で構成される知ち族ぞく会議のメンバー全てに、協力を求めた、ってことになるようだ。

　どうも複雑だね。一介のハンターの俺には、よくわかんねえ話だ。

　けど、何がえらい事態なのかってのは、わかる。

　どうやら《マンタダルウェヴ》の今回の進路上に、人族の首都があるらしい。このままじゃ首都は壊滅──ってことで、どうにもこうにも大慌て、というこった。

　だもんで、再び知族会議が招集されて、ロールたちはそこに報告のために呼ばれて、大急ぎで首都に向かった。

　俺？　俺はもちろん、行かなかったさ。種族がどうのこうの以前に、俺はこの世界にとっての部外者だからな。

　もちろん、目の前で困ってるなら助けるし、手も貸す。けど、さすがに政治がらみの決断には関われない。

　どうするかを決めるのは、あくまでこの世界の人々だ──ってのは、じいちゃんの言葉だ。

　先輩マタギの忠告だからな。

　そいつは尊重するぜ。

　…………。

　……けどまあ、本当にアレを狩るってんなら、挑んでみたいって気持ちはある。

　日本の、いんや、世界のどこにもいない、あんな動物に挑めるのが、ここの醍だい醐ご味みだ。

　ビョウリウにもあれだけ苦労させられたんだから、とうてい、狩りつくすことはできないとは思うが──それは俺一人なら、の話だ。

　この国のハンターが総掛かりで、しかも、種族を超えたハンティングとなれば、結果は未知数だ。ひょっとしたら、ひょっとして、狩れちまうなんてこともあるかもしれない。

　……ま、俺はお呼びがかかるまでは、自分からは動けないが。

　そんときは、直前のこいつが俺の最後のメッセージになるかもしれないな。あんなのにちっぽけな身で挑むのは、阿あ呆ほうだ。

　逃げるのが正しい。

　けど、そうはいかないこともある。

　逃げられないことだってある。

　街を離れられない場合だってある。大丈夫だと思ってたら、手遅れだったってこともある。

　そんときにどうするか、ってことだ。

　俺の基準は簡単だ。

　やれることがあるなら、やる。

　躊躇はしない。

　だが、人に強制はしない。何であれ、他人の決定は尊重する。どうなろうと、それはそれでひとつの決断だ。

　事情なんていうのは、人それぞれだからな。

　…………。

　まあ、堅い話はこんくらいで！

　こっちは待つ身。呼ばれる時がくれば、呼ばれるさ。

　それまでは、これまでどおり。一人で狩りを続ける。それが、俺がここにいる理由だ！

　というわけで、今回の料理を思い返してみよう。

　湖の傍の漁村の大宴会で出た料理は、二つ。

　ひとつは、いろんな魚のごたまぜの鍋。魚だけじゃなく、海え老びとか蟹かにも入ってたな。こっちの世界のだから、正しくは海老でも蟹でもないんだけど。

　魚は、内臓だけは抜いてあったな。けど、それ以外は、そのまんま。ぶつ切りにして、トウガラシとトマトベースのスープでぐつぐつ煮込んだ料理だった。

　味はなかなか。

　異世界風のブイヤベースって感じかな。貝も入ってたし。魚の身質の特性なのか、随分と煮込んでたのに少しも固くなくて、ほくほくしてたし。

　けど、あの料理の主役は、スープだ。甘辛い中に色々な魚の旨みが溶け出していて、とにかく濃厚でうまい！

　帰るとき、結構な量が残ってたから、小鍋に分けてもらったんだよな。

　で、それをいま温めなおしてまーす。

　さっき、ごはんを投入して、そろそろ出来上がる頃なんで、ちょっと待って。

　…………。

　…………。

　お待たせ。

　出来てた、出来てた。

　じゃーん。

　異世界ブイヤベースのリゾット！

　ほら、いい具合だろう？　チーズをたっぷり入れるのが、俺的なこだわりだ。それが溶けてとろーりとなったら食べごろさ。

　仕上げに、忘れちゃならないのが……この、乾燥バジル。

　生のバジルを刻んで入れるより、こっちの方が俺は好きだ。生だとちょっと歯ざわりが悪いんだよな、俺的には。

　こっちの方が携帯にも便利だし、香りづけには向いている。

　ンじゃ、一口。

　…………。

　……うん、うまい！　やっぱりチーズだな！　こいつが全てを引き立てる。

　ほふほふほふ。

　……はー……。

　──っと。

　いかんいかん。

　俺が飯を食ってるところを、延々と写してても仕方ない。こいつはまたあとで。

　とまあ、こんな感じで、こっちの地元の料理ってのを味わって、それを自分なりにアレンジするのも中々いい。

　今度、機会があったら、ルィドゥアたちにも食べさせてやりたいぜ。

　…………。

　…………。

　……会議、どうなったかな。

　どっちにしろ、彼女たちの役目はもう済んだってことか？　調査が目的だったはずだから、報告を済ませちまえば、あとは自由の身だよな。

　ロールの国の首都が襲われるとわかったからって、そいつは、エルフやドワーフには、根本のところでは、関係のない話だ。

　そりゃあ、知族会議なんてもんがあるんだし、人間相手に商売もしてるみたいだけど、一族を挙げて助けるかと言えば、そんなこともないだろう。

　話を聞いた限りじゃ、人間以外の種族は、人と比べてかなり数は少ないみたいだしな。

　ルィドゥアなんか、最後の一人みたいだし。

　彼女がこれ以上関わらないなら、シナノもそれに従うか……。

　ということは、俺ももう《マンタダルウェヴ》には《しかたなく》関わることはできない、ってことになるな。

　…………。

　……どうすっかなー……あんまこっちの事情に自分から首を突っ込むなって、じいちゃんの遺言みたいなもんだしなー……。

　──っと、リゾットが冷めちまう！

　まあいいや、なるようになるだろ。

　そんじゃ、また！　《マンタダルウェヴ》に挑まなかったか、挑んで、運よく生き残れてたら、次の記録で！
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「正体が、獣であるとわかった以上、排除は可能だ！　生きているものであるのなら、それは死せるということ！　王都守護のために、ここは力を合わせて立ち向かわれたい！」

　人族の代表、スタールは、口角から泡を飛ばしてそう喚わめきたて、ロールは思わず首を竦すくめた。

　が、他の代表の反応は、冷ややかなものだった。

　鎚つち髭ひげの代表ガスタルは、太い腕を組んだままで、荒い鼻息で髭を揺らした。

　森もり耳みみの代表アスティリアは、その隣りで優雅にお茶を飲んでいる。手にしているのは水晶を薄く薄く削って作った把手とつてのついた茶ちや碗わんだ。それひとつで王都に部屋が一つ買えるといわれるほどの珍しい品だ。

　樹じゆ人じんの代表ルウゥゥゥは、椅い子すに腰を下ろすこともなく、本物の樹きのように微動だにせず、髪めいた枝に鳥を留まらせていた。

　なんとも不可思議な光景だった。

　王都ロートレアの王城の中庭に設しつらえられた天幕テントの下に、知族の代表が再集されたのが五日前のことらしい。

　全員が集まるのに、二週間はかかると思われていたが、意外なほど早かった。

　鎚髭と森耳は、人には使えない秘密の通路を持っているという噂うわさがあったが、思いがけずそれが証明された形になった。

　結局、探索に合流することのなかった樹人族の代表も、今度は遅れずに現れた。身長が人の平均の三倍はある彼らは建物の中に入れない。それゆえの天幕での会議だった。

　樹人は、古い精霊の一族だといわれている。樹齢千年を過ぎると、動くことができるようになるらしい。

　ロールも見るのは初めてだった。狩人かりゆうどの小こ咄ばなしには、森で樹が動いて迷わされる物があるが、それは樹人のいたずらだといわれている。

「いまこそ力を合わせて、大陸に平和をもたらそうではないか！」

　スタールは大おお仰ぎように腕を広げて、自分の発言の効果を最大限に発揮しようと試みたが、他の代表たちには通じなかったようだ。

　思ったようにならない反応に、スタールのこめかみがひくついた。彼は腕を下ろして深く息を吸うと、

「……平和をもたらそうではないか！」

　もう一度、そう言った。またしても、両腕をはばたくがごとく広げて。

　さすがに呆あきれたのか、ガスタルが鼻息で髭を揺らした。

「そいつはおまえさんがたの平和だろう？　わしらに関係があるものか」

「何を言われる！　《マンタダルウェヴ》は大地を掘り返す。むしろ彼奴きやつを一番問題視していたのは、あなた方、鎚髭ではないか！」

「ああ、そうとも」

　ガスタルは、ちらりとガンドルを見た。

「あれは、わしらにとって大問題だ。だが、あんたがたは前はそうではなかったろう？　共同で調査隊を派遣することには同意したが、そいつもしぶしぶだ。樹人族連中に至っては、とうとう調査に参加しなかったと聞いとるぞ」

　ルウゥゥゥは、木の洞ほらを風が吹きぬける時に立てるような音を起こした。それが彼らの言語らしいが、大陸共通語から程遠く、他の種族には聞き分けることもできない。

　それだけなら獣と変わらない扱いを受けるところだが、彼らには文字があるため、知族と認められている。

　ルウゥゥゥは、枝としか見えない指で粘土板を削った。大陸共通文字が彫られていく。

「……連絡の不備、ね」

　嘲あざけるように言ったのはアスティリアだ。とても美しい男で、森耳の代表だが、ルィドゥアは彼のことを知らないらしい。

　別におかしな話ではない。

　ロールにしても、スタールのことはここへ呼ばれて初めて知ったのだ。自分の種族の代表と顔見知りなのは、ガンドルだけだった。

「あなたがたは、そもそもこのような共闘に興味はないのでしょう？　我われ等らや、髭共は、人との交易で利を得ているが、樹人族は森が勝手に伐採などされなければよい。人がどうなろうと知ったことではない」

　ルウゥゥゥは、反論しなかった。

「そう、利だ！」

　スタールがいまが好機とばかりに、アスティリアの言葉尻をひっつかまえた。必死のあまりに、森耳の代表が、麗しい眉み間けんに皺しわを刻んだことに気づいてもいない。

「あれを倒すことには、我々全すべてに利がある！　森も山も護まもられる！　せっかく掘った坑道を崩されることもなくなり、木々がなぎ倒される心配も無用のものになる！　正体が獣であると判明し、行く先もわかったのだ！　調査の甲か斐いはあった！」

　スタールが腕を振って、ロールたちを示した。

「われら、知族の勝利だ！　あと一歩、皆が力を合わせれば、この災厄から、永遠に解放されるのですぞ!?　何を躊躇ためらわれるか！」

　熱く語ればなんとかなると思っているのか、スタールは必死の形相だった。だが、その熱は他の代表に届く前に霧散し、何にも響いてはいない様子だった。

「……貴殿は、我等を阿あ呆ほうだと思っておられるようだ」

　アスティリアは嘆息した。

「人が《マンタダルウェヴ》の討伐に、突如として熱心になったのは、彼奴めの進路上にこの都があるとわかったからであろう？　国体を維持するために、都を守りたいがために、言を弄ろうし、我等を王都の防衛に使わんとしている」

「それは──」

　スタールの言葉を遮るように、ガスタルの岩のような拳こぶしが長机に叩たたきつけられた。

「黙れ、小僧！　気づかないと思っとるんなら、わしらも甘く見られたものよ。おまえさん、忘れとるのか？　ここにいる連中は、おまえさんよりも、ずっとじじいなんじゃぞ？」

　ルウゥゥゥが、その通り、というように枝を打ち鳴らした。

　スタールもかなりの高齢であり、見た目は一番年長なのだが、それを小僧と呼ぶ。彼らの年齢は見た目からは推し量れない。

「貴様らの都が危うくなって、ようやく過去の記録を出しおって。それがなければ、秘ひ匿とくし続けるつもりであったのじゃろうが！　わしらの協力がほしいなら、知りうる限りのことを！　いま！　この長机に広げてみせい！」

　砕かんばかりに、掌てのひらを何度も机に叩きつける。

　隣りでルィドゥアは小さく首を竦めたが、シナノは平然と見つめていた。ガンドルは髭の奥に薄い笑みを浮かべている。

　スタールは、ううむ、と唸うなって押し黙り、傍そばに控えていた男を手招いた。そうして、ひそひそと何かを話すと、行け、と手を振った。

　彼は不機嫌そうに鼻を鳴らすと、先刻までとうって変わって沈黙し、椅子に腰を投げた。

（……帰りたい）

　気まずさに、ロールは膝ひざを擦り合わせた。

　自分たちがこのようなところにいるのは、この目で見たことを報告するためだ。そしてそれは済んだ。だが、誰も、帰っていいと言ってはくれなかった。

　さすがに、勝手に退席するわけにはいかない。

　はばかることなく、シナノは大あくびを洩もらした。真ま似ねをしたいところだが、さすがに失礼に当たると思い、出来なかった。

　程なく男が戻ってきて、ロールは姿勢を正した。男は胸に大事そうに、蝶ちよう番つがいのついた巨大な本を抱えていた。

　長机に置くと紙の間から埃ほこりが立ち、アスティリアは眉まゆを顰ひそめた。

　スタールは疲れたように立ち上がった。

「……これが、《マンタダルウェヴ》に関する事柄が、その襲来の度に書き加えられていた書物です。隠すつもりなど毛頭なく、大陸公用言語以前の古代語で記述されている部分の解読に時が入用であっただけのこと。無論、皆様方にもご覧いただくつもりであった」

「ふん」

　ガスタルは笑い、乱暴に本を引き寄せた。べろりと指を嘗なめて頁ページを捲めくるのを見て、アスティリアの眉間の皺がますます深くなる。

「……なるほど、口伝でしか事柄を残さぬわしらには、これだけのことはわからんな。にしても──なんじゃ、五百年も前に、あれが獣だということはわかっていたんじゃないか」

　思いもかけぬ言葉に、ロールたちは、え、となった。

　それでは、あの苦労は一体なんだったというのだ。マタギの魔術道具のおかげで潜もぐることが出来たが、到底、狩りとはいえぬ無様なありさまだった。

「おい、見てみろ」

　本をアスティリアの方へと押しやる。

　心底厭いやそうな顔をしつつ、彼は本を覗のぞき込んだ。そうしておいて、

「なるほど」

　と頷うなずいた。手巾ハンカチを取り出し、頁をめくる。

「確かに書いてあるな。巨大な蛇、いや、竜の類たぐいか？　それにしても、山をぐるりと巻いてしまうとあるが……これが真まことのことであるのなら、到底、手には負えぬぞ」

「だがのう、森耳よ」

　ガスタルは太い指で髭を撫なでるように梳すいた。

「わしらはいい加減、あの化けもんに住処すみかを荒らされるんは、我慢できんと思うておる。幾つの坑道が、幾つの村が潰つぶされたか」

「それは、我等も同じこと。森の木々がなぎ倒され、土中に飲みこまれた村落は、数え切れない。命が助かっても、帰るところを失うのは辛つらいもの」

「であればこそ！」

　ここぞ、とばかりにスタールが声を張った。

「此こ度たびこそは、力を合わせてですな──」

「だが」

　静かだが力のある声で、アスティリアはスタールの言葉を遮った。

「その折、人は我等を助けてくれたか？　否。何もしてはくれなかった。貴殿らはとうに忘れているかもしれぬが、我等はまだ覚えている」

「で、では、なぜ──」

「知族会議の呼びかけに応こたえたか？　此度、参集に応じたは、これが目的だ」

　アスティリアは本を叩いた。

「我らの知らぬ知識を得ること。それは十分に果たされた。まさか行く手の預言までして除のけているとは思わなかったが、この知識があれば、この先、被害は免れ得る。我等は腰が軽いからな。村ごと移動することもいとわぬ」

「そ、そう簡単な話ではない！」

　スタールは、本を奪い返すように引き寄せた。

「様々な要因を鑑かんがみ、綿密な算術を組み合わせて、ようやくわかるのだ！　その技術がおありか!?　この本には、書いてはいないですぞ！」

　アスティリアの顔が、怒りに歪ゆがんだ。

　美しいが故ゆえに恐ろしい。

　森耳族はあまり感情を面に出さないと聞いている。ルィドゥアを見ていると、そうは思えないが、彼女は黒耳だ。一緒にはできないのかもしれない。

　スタールは、無理やりに笑みを浮かべた。

「……どうだ？　結局は、あれを殺すしか、大災厄から逃れる術すべはないということだ。先人も獣だと気づいていたようだが、古人の世よ迷まい言ごとだと思われていた。しかし、此度の探索で、それが紛れもない事実だとわかった。なれば、殺せるはずだ！　生きて血が流れるのなら、殺せぬものはない！　我等の武器は進歩した！　この機会を逃さず、滅しきるべきだ！」

　本を抱きしめていう台詞せりふではなかったが、鎚髭も森耳も笑わなかった。

　押し黙って、じっと何かを考え込んでいる様子だった。

「……まったくたまらんな」

　ぼそりとガンドルが呟つぶやいた。

　人以外の代表は、控えの者を呼び、その場で何事かを話し込み始めた。

「こりゃあ、長くなるかな」

　ガンドルの呟きは、どこか預言めいて聞こえた。
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　嫌な予感ほど当たるものだ。シナノがルィドゥアの膝に頭をもたれさせて寝てしまうほど、協議は長くかかった。

　その間、水の一杯も出ないのだから、ロールは吐き気がするほどうんざりした。

　ガンドルたちが平気そうなのが不思議だった。

　長命だから、時間の感覚が違うのだろうか。陽ひが昇って沈む時間は、種族で変わるわけでもないだろうに。

　陽が街の外壁に沈みかけた頃、ようやく各代表の意思は決まったようだった。

「わしらは手を貸すことに決めた」

　そう口火を切ったのは、鎚髭の代表のガスタルだった。

「元よりわしらは、あれに恨うらみしかない。いくつもの坑道や鉱山を潰されたんじゃからな。だからといって、この街を守る義理はない。そこを履き違えられては困る」

　スタールは頷いたが、どこか曖あい昧まいだ。

「我等、森耳も討伐に加わろう。だが、そこの髭と同じく、この街がどうなろうと我等の与あずかり知しるところではない。目的は、あくまでも《マンタダルウェヴ》だ」

　アスティリアの言葉に続いて、ルウゥゥゥが枝の指で掘った石板を長机に立てた。そこには読みにくい字で、

『加わる』

　と書かれていた。

　スタールは大きく頷いた。ひとまず安あん堵どしたようだ。各種族は、命を投げ出してまで戦ってはくれないだろうが、それでも戦力には違いない。

「だが、スタール殿」

　ガスタルは髭を撫で、太い眉の下から人の代表たる老人を睨にらみ上げた。

「どうやってあれを殺す？　まさかとは思うが、あんたらお抱えの狩人に任せるんじゃあ、あるまいな？　石弓やらが通用する相手には思えんが」

「もちろん違います」

　ふ、と小馬鹿にするようにスタールが笑んだ。

　ロールは怒りで、腹が燃えるみたいに熱くなるのを感じた。

　狩人が、都の連中から軽んじられているのは知っている。獣を追って、何日、何十日も、森や野に潜むのを、野蛮なことだと思っているのだ。

　それを知ってはいたが、だからといって目の当たりにして平気なわけではない。

「《マンタダルウェヴ》の討伐には、攻城兵器の数々を使うつもりです。それを扱うのは、精鋭の騎士兵団！　平野に住まう人だけが生み出すことの出来た、強力な武器です！」

　攻城兵器とは、高い壁に囲まれた街や城を陥落させるためだけに作られた道具だ。

　高いところへ登るための梯子はしごのついた台車。

　巨岩や重騎士を飛ばすための投器。

　門や壁を破るための振り子の大おお杭ぐいの破は城じよう鎚つい。

　かつて、人と人が大陸の覇権を争っていた頃、同族を殺すために作られた武器の数々だ。確かに、あれを使えば戦えるかもしれない。

　ロールはうんざりした──それは、狩りではない。

　だが、各種族の代表たちは、顔を見合わせて小さく頷きあった。彼らは人同士が血を流す様子を、その戦いぶりを、その目で見ているのだろう。

　寿命が短い分、人族は効率よく命を燃やそうとする。激しく燃える炎のようだ、と森耳族はかつて人を評した。

「いいじゃろう。これで《マンタダルウェヴ》を殺し、長き災厄から──」

　ガスタルが髭を揺らして、身を乗り出したその時。





　──あれを殺すだと？　阿呆共が！






　そんな声が、頭の中に直接響いて聞こえた。

　ロールは驚いて椅子から立ち上がり、辺りを見回した。

　幻聴ではない。

　天幕に居合わせた全員が、今の声がどこから聞こえたかを、明らかに探していたからだ。

　長机を囲んだ連中が、あとじさったのはその時だ。

　目がくらむほどの光が長机の上に現れ、七色にきらきらと輝きながら収しゆう斂れんし、人の形を取っていくのを目の当たりにした。

　そう、人だ。光が、人になっていく。

　誰もが息を呑のむ中、長机に立ったのは、青い長衣に曲がりくねった杖つえ、様々な小動物の頭ず蓋がい骨こつで出来た首飾り、貴石の指輪を小さな手に幾つもはめた、奇妙な少年だった。

　大きな瞳ひとみの色が、くるくると変わる。

「魔法使い！」

　ガンドルが叫んだのを聞いて、ロールは全身の毛が逆立った。












　いることは誰もが知っているが誰も見たことがない──それが《魔法使い》だった。

　少なくとも、人にはそうだ。

　マタギ同様、御お伽とぎ噺ばなしの登場人物だ。人の姿をしているが人ではなく、あらゆる理ことわりを凌りよう駕がし、永遠に生きるとも、死そのものとも言われている。





　──おまえたちは何もわかっていない。あれが獣だと？






　口を動かさず、頭に直接声が響いてくる。その恐ろしさにロールは震えた。ルィドゥアとガンドルも不快気だ。シナノは低く唸っている。





　──確かに生きてはいる。血肉を持っている。

　──だが、あれは獣ではない。

　──星の一部だ。

　──大地に死が近づくと《マンタダルウェヴ》は現れ、耕すのだ。

　──それにより、大地は蘇よみがえる。

　──あれはそういう仕組みなのだよ。

　──それを殺そうというのか？　それはこの大地を殺すのと同意なのだぞ？






「で、ですが、魔法使いよ！　この街の人間はどうなるのです！」

　スタールが震えながら言った。

「この街には、何千もの人が住んでいます！　その者たちは!?」





　──逃げよ！






　うわん、と声が歪んで響き、全員が頭を押さえた。





　──この街の土は腐っておる。人の垂れ流す毒で、腐臭が立ち昇っておる。

　──掘り返し、蘇らせねばならぬ。それが星の意思だ。






「意味がわかりません！　星とは空に輝くもの！　あの光の考えだというのですか！」

　悲鳴のようにスタールは言った。





　──おまえたちには、まだわかるまい。ここもまた、星なのだ。

　──わかるように言い換えるなら、大地の意思と言うてもよい。

　──なればこそ、逆らうことは出来ぬぞ？






「ならば、ならば何な故ぜ、いまこの場に現れたのですか、魔法使い！　我等を救うためではないのですか!?」





　──そのためだとも。だから、逃げろと言うておる。

　──あれは決して殺せぬ。

　──鱗うろこの一枚くらいは剝はげるかもしれぬ。翼の一枚は切り落とせるかもしれぬ。

　──だが、それだけだ。

　──あれは停とまらぬぞ？　この街の城壁なぞ、紙と変わらぬ。

　──破られ、砕かれる。壁も！　人も！

　──逃げよ！






　誰も、何も言葉がなかった。鎚髭と森耳は知ち己きを得ているはずだが、やはり言葉を発しない。それを見るだけで、力関係がわかった。

　もしかすると《魔法使い》は、この世界の隠された王のようなものかもしれない。

　では、わたしたちはこのままあの獣に蹂じゆう躙りんされるしかないのか──ロールが絶望で目の前に黒雲がかかる思いを抱いたその時。

　──ウオオオーン！

　シナノがぐっと頭を反らし、白い喉のどを見せて、ボルフに似た遠とお吠ぼえを発した。

　首の鈴が、ちりり、と奇妙な音を発した直後、

「──なんだあ、またか!?」

　聞き覚えのある声が、柱の陰から聞こえた。

「ったく、もう……」

　そこからすぐに顔を覗かせたのは、こちらも見慣れた迷彩柄の狩り服を着た雅まさ彦ひこだ。

　彼はすぐにロールたちに気付いたが、驚きはしなかった。まるで、いるのがわかっていたかのように。

　それにしても、いくら神出鬼没といってもここは王城だ。許可なく立ち入るのが簡単とは言えない。さすが、としか言いようがない。





　──ほう！　これは懐かしい品と巡り合えたものだ。






《魔法使い》は感嘆の声を洩らした。





　──それを何故、おまえが持っている。






　子供の姿と言葉の内容がちぐはぐに思えたのか、雅彦は首を傾かしげた。

「……どっかでお会いしましたっけ？」

　マタギの丁寧だが心のこもっていない物言いに、《魔法使い》は笑んだ。そうするとただの人めいて見える。





　──会ってはいない。

　──その土ど鈴れいは、その昔、共に旅をした男にやったもの。その獣娘の首輪もだ。

　──すなわち、貴様の祖父に。






《魔法使い》は笑った。その声は声ではなく、雷鳴となって辺りに轟とどろいた。





　──そうか、おまえはマタギか！　あの男の孫か！

　──異邦の者！

　──世界の歯車に組み込まれておらぬ、自由な男！

　──いいだろう、足あ掻がいて見せよ！

　──《マンタダルウェヴ》を殺せぬまでも、道行を変えさせることはできるやものう！






「いや、なんだかよくわかんないんだけどさ……あんたはどうもあの《龍》に詳しそうだからひとつ聞きたいんだけど……あれって、喰くえる？」

　雅彦の思ってもみなかった問いに、《魔法使い》は一瞬、唖あ然ぜんとした。そして──





　──ははははは！






　心から楽しげな呵か呵か大たい笑しようを残し、《魔法使い》は消え失うせた。

　その轟きは、いつまでも長く長く残り、ロールたちの頭の中で鳴り続けた。
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「殺せぬのであれば、我等が手を貸す理由は失われたと思うが？」

　蠟ろう燭そくが灯ともされた天幕で、アスティリアはそう言った。

　陽はとうに暮れて、辺りは闇やみが深い。遠くで夜鳥が悲鳴のような声を上げている。

　ガスタルも大きく頷き、髭を波立たせた。

「いや、そんなことはない！」

　スタールの目は血走り、額ひたいに浮いた血管はいつ破れても不思議はない。

　どうしてあんなに必死なのだろう、とシナノは首を傾げて彼を観察した。彼の汗には加齢臭に混じって、焦り、恐怖といった感情が嗅かげる。

　……おなかが空すいた。

　だが、食べられるようなものはなかった。

　それに、雅彦が大人しくしているのだから、自分もそれに倣ならうべきだと思えた。

　どうしてだか、彼が傍そばにいるとそう感じる。

　かれは、主あるじ、だと。

　ルィドゥアのことは大好きだけれども、主と思ったことはない。だが、雅彦からは、そういう匂においがするのだ。

　彼を守るためなら、命すら投げ出せる──それは、理屈ではなかった。

　それと、今は彼から別の匂いも嗅げる。

　甘いような、臭いような、それでいて惹ひきつけられる、不思議な香り。

　これは、発情の匂いだ。

　雄の香り。

　生き物であれば、誰しもが放つもの。

　獣は一定の周期でしか起こらないが、人、森耳、鎚髭は、季節によるのではなく、異性を見て、その気になれば、雄も雌も、発情することができるらしい。

　雅彦は、本人は巧妙に隠しているつもりなのだろうが、ルィドゥアに対して、雄の匂いを強く放っている。

　シナノほどの嗅きゆう覚かくがあれば簡単に気づけるのだが、ルィドゥアには届いていない。

　とはいえ、彼女も雅彦に対して発情しているのだから、話は簡単なはずなのだが、知族と呼ばれる連中は、知恵を持つが故に、その辺が鈍にぶい。

　その為ため、言葉だの、文字だのを使った、面倒な確認と手順を踏まなくてはならない。

　面倒、とシナノは思うが、どこかそれを楽しんでもいるらしい。

　人の書物を読む限りでは、そうだ。

　獣めいた外見のせいか、公用語は上う手まく発音が出来ないので短く喋しやべるからか、シナノは文字が読めないと思われがちだが、そんなことはなかった。

　ルィドゥアより、読んだ物語の数は多いくらいだ。

　もっとも読めるというだけで、理解は出来なかったが。樹人を除く知族の感情の機微は、シナノには不可解でしかなかった。

「考えてもみてほしい！」

　人の老人は唾つばを飛ばしながら、折れそうに細い腕を振り回した。

「マタギの力を借りてでも、今回、《マンタダルウェヴ》の進路を変更する事が出来たなら、次の出現の際に、自分たちの居住地や森を守ることができる目め処どが立つ！」

　それを聞き、鎚髭と森耳はちらりと目配せしあった。

「それに、だ！」

　スタールは長机を叩いた。

「もし今回失敗しても、被害を被るのは私たちの都だけ！　あなた方には損はないだろう？」

　二人の代表は、大きく頷きあった。まるで、狩りの仕掛けに上手く獲物が引っかかったときみたいな喜びが、二人から臭におう。

　人は気づいていないようだけれども。

　ガスタルが、にやりと笑った。

「……いいだろう。その代わり、そちらが得ている情報は全て出してもらうぞ」

　ふさふさとした髭が揺れ、その横で、鎚髭とは仲の悪いはずのアスティリアが頷くのを見て、人のスタールは、ようやく自分が大きく損をしたことに気づいたようだった。

　歯が磨すり減りそうなほど顎あごをゴリリと動かしたあとで、スタールは雅彦を指した。

「ああ、いいだろう！　その代わり、あんたがたには、マタギの言うことに従ってもらうぞ！　絶対にだ！」

　急に自分の名が出、俺？　と言いたげに、雅彦は自分を指差し、三度、瞬きをした。
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「えー……なんていうか、なんか、済なし崩しに《マンタダルウェヴ》の討伐を任されてしまいました、マタギの伊い豆ず見み雅彦です」

　ぎこちなく頭を下げた彼からは、どうしてこうなった、という戸惑いが感じられた。

　申し訳ない、とルィドゥアは思わずにはいられなかった。あそこでシナノが呼びつけなければ、こんなことにはならなかったのは間違いないからだ。

「なんか、魔法使いはあいつを倒すなんて無理って言ってたけど、俺はマタギなんで、やるからには狩ることを目指します。あいつが喰えるかどうかは、答えてもらえなかったけど、何事も挑戦なんで」

　おおう、と声が人の口から漏れ、狩人たちは、ばんばんばん、と自らを鼓舞するごとくテーブルを叩いた。ロールも籠こ手てを嵌はめた両手を打ち合わせて、歓声をあげている。

　それを、森耳と鎚髭は冷ややかに見ていた。樹人はもとより表情がないのでどう思っているのかはわからない。

　いまここにいるのは各種族の代表ではなく、彼らによって招集された、《マンタダルウェヴ》対策に実際に関かかわる人々だ。

　代表団に比べれば若い者が多いが、それでも人に比べればずっと年長である。

　人族の大人と同じくらいの年のルィドゥアなど、彼らに言わせれば幼児に等しい。おそらくロールたちの振る舞いは、幼稚なものと映っているだろう。

　けど、と雅彦は続ける。

「そのためには、獲物の主な特徴を知らなければならない。ここに生態についての資料があるんで、先入観に囚とらわれず、とりあえず書かれていることは事実って考えて、行動の特徴、何を食べているのか、苦手なもの、好きなもの、鱗の硬さや特徴的な攻撃行動、そうしたものをまずは洗い出そう」

　長机の上には、三冊の巨大な本が置かれている。

　原本、保存用写本、閲覧用写本、の三冊ということだった。何故同じ物が必要なのかというと、万が一、消失や紛失したときのためということだった。

　森耳や鎚髭は、伝承は口伝で部族の多くが継承するから、その考えはない。だが、ルィドゥアには少しだけ人の気持ちもわかる気がした。

　黒森耳の伝承は、半ば失われてしまった。ルィドゥアもそれなりに口伝を憶おぼえてはいるが、全てというには程遠い。ほとんどは、村の壊滅と共に失われてしまった。

　だが、書物に残しておいたならば、そうしたことは免れただろう。ルィドゥアは、時間をかけて口伝をしたためようと、分厚い本を見て心に決めた。

「じゃあ、よろしく」

　雅彦がそう話を振ったのは、人族の学者の男たちだった。《マンタダルウェヴ》についての伝承を調べて集めるという仕事を専門にしているということだ。

　男たちは本と、何枚もの獣皮紙を広げた。どの皮紙にも様々な記号や矢印が記されている。

「あの《魔法使い》の話で、我々は《マンタダルウェヴ》についての知識が非常に深まりました。記録をみてもわからなかった事柄への理解が、一気に進んだのです」

　男は虫が這はいずったかのような絵を示した。

「これは過去、《マンタダルウェヴ》が通った道筋を記したものです。これだけでは、ただのその記録でしかありませんが、ここへその前年の作物や果実の実りの状況を重ねると《魔法使い》の言ったことが事実だとわかります。《マンタダルウェヴ》は、稀まれに見る大凶作の翌年に現れています」

　並べて見ると、確かに酷ひどい凶作のあった地方に出現している。

「そしてこれが去年の実りの地図です」

　別の学者が他の皮紙を広げた。

「そこへ今回の《マンタダルウェヴ》の目撃場所を書き込んでいくと──」

　墨を含んだ筆で描き出していく。

「──ぴたりと合う」

　言う通りだ。

　そして、その予測された先には、ここ──人の王都が描かれていた。

「おおよその進行方向から《マンタダルウェヴ》が王都を通るかもしれないと、我々は警告を出しましたが、これで『かもしれない』ではなくなりました。確実に通ります」

　狩人たちがどよめく。

　対して他の種族の面々は、特に興味もなさそうだ。

　だが、学者が気を悪くした様子はない。

「次に、彼かの巨獣の身体的特徴ですが」

　他の学者が本を広げた。そこには《マンタダルウェヴ》の姿が描かれていたが、受けた心象を強調して描かれたようだった。

　きちんと見たわけではないが、ルィドゥアが見たものよりも、恐ろしげに描かれている。表情が人的なのがそれを表している。

「古い記述によると《マンタダルウェヴ》には、無数の足と無毛の羽があり、全身は盾たてのごとき鱗に覆われ、額の中央には巨大な折れ角が生えているとあります」

　ロールが大きく頷いた。

「うん、そんな感じだった」

「そうなのか？　俺は見てないが」

「ガンドルは湖に潜らなかったじゃない。泳げないんだっけ？」

「違う！　道具が体に合わなかっただけだ！」

　どん、と長机を叩くと、笑いが起きた。

　鎚髭族は森耳族よりも人と交流があるからか、打ち解けるのも早いような気がする。森耳の人々は遠巻きに見るだけで、近づこうともしないが。

「戦った記録はないの？」

　雅彦が訊きくと、

「あります。これです」

　学者が開いた頁には、弓や剣を手に巨獣に挑みかかる姿が描かれていた。

　おお、と人たちが昂たかぶる。

　だが、次の頁で彼らの先祖の人々は、皆、蹴け散ちらされていた。

「どのような足止めも効かず、鱗には傷ひとつつけること敵かなわず、うねり回る長ちよう軀くに巻き込まれて土に還かえった、とあります」

　その絵には、鎚髭も森耳も描かれていない。樹は描かれているが、これは本物の樹で、樹人ではないだろう。

　次の頁では、巨獣が炎に包まれていて、狩人たちは再び昂ぶったが、めくってみればまたしても人の敗北で、散らされた炎に自らが燃え上がっていた。

「油をまいて火をかけたとありますが、これも効果が無かったようです。鱗を焦がすことも出来なかったらしいですね」

「なんかこう、いい話はない？」

　雅彦の言葉に、学者は首を振った。

「ないですね」

　まったく容赦がない。

「あとは……嵐あらしの夜の様子が書かれた項がありますが、雷の直撃を受けても、どうということはなかったようです」

「何も変わらず？」

「はい。一度立ち止まり、けれど、しばらくしてまた動き出したとあります」

　ぱん、と雅彦は手を叩いた。

「いいぞ！」

「え、どうしたんですか？」

　ルィドゥアが訊たずねると、雅彦は何故か少しうろたえた。けれどすぐにそんなことはなかったかのように、小さく咳せき払ばらいをして、

「これは起きたことに対して、反応があったという記述だ。雷が落ちたら停まったんだろう？　つまり、電気で足止めができるってことだ」

「デンキ？　なんだそいつは」

　首を傾げたガンドルに、

「雷のことさ」

　と雅彦は答えた。

「他には？　もっと何かない？」

　勢い込んで雅彦が訊ねると、学者はあわてて頁を捲りながら、ええと、と呟いた。

「そうですね……《マンタダルウェヴ》は常に一定の速さで移動し続けているようですが、その軌跡は滑らかに蛇行しているとか──」

「いや、ちょっと待った」

　雅彦が太い指で古い地図の一点を指した。

「だとすると、ここはおかしくないか？　急に曲がって何かを避けているみたいだぞ」

「本当ですね。ここには何が？」

「んん？」

　ガンドルが半ば長机によじのぼって、地図を見た。

「確かここは……おおい、ライドス！　こっちに来てくれ」

「なにさ」

　茶色い髭を揺らして、鎚髭の女性がのしのしと近づいて、地図を見た。

「ここ。なんかなかったか？」

「……ああ、ここはほら、あれよ。貴き鋼こう銀ぎんの鉱床よ」

「そうか！　そうだった！」

「貴鋼銀？」

　首を傾げた雅彦に、うむ、とガンドルは頷いた。

「不思議な力を溜ため込んだ貴鉱物だ。加工がひどく難しいから、特別な注文があった時にしか掘り出さん。《魔法使い》の頼みとかな！」

「……つまり《マンタダルウェヴ》は、そいつを避けた？」

　ううむ、と顎を撫でて、雅彦は学者たちに、

「他の地図を見せてくれ！　同じようにおかしな動きをしていないか、調べたい」

　学者たちの動きが一斉に忙せわしなくなり、何枚もの地図が引っ張り出された。調べてみると、同じように急に向きを変えたと思われる箇所が、いくつか見つかった。

　それを鎚髭族が見、やはりどれも鉱床の位置と符合することを確認した。

「いいぞ。こいつはいい」

　雅彦は地図を見渡して、大きく頷いた。

「これで《マンタダルウェヴ》の向きを変えることができるかもしれない」

「貴鋼銀を使うのか？」

　ガンドルは驚いたように眉を上げた。

「しかし、ありゃあ、かなり重量があるぞ？　一番近い鉱床でも、ここから五日はかかる。切り出すんは、俺たちの手にかかりゃあ一日もかからんが、運ぶのはことだ。樹人なら持てるだろうが、連中はとにかく足が遅いからなあ」

　そんなことはない、とでも言いたげに、樹人たちが枝を揺らした。

　だが、ガンドルが正しい。

　彼らはとにかくのんびりとしている。力は知族の中で随一だが、素早く動くということが出来ない。移動は特に苦手だ。

　結局、調査に間に合わなかったのは、そのことが原因だったのかもしれない。

「そいつは任せてくれ。いいもんを、あっちで借りてくる」

「あっち？」

　ガンドルたちは首を傾げたが、雅彦は不敵に笑うのみだった。

　その時、荒々しく部屋の扉が開かれ、何事か、と全員が振り返った。もたれるように立っていたのは、人の兵士のようだった。

「で、伝令！　《マンタダルウェヴ》が出現！　街からおおよそマウで五日の位置！」

「そうか！」

　雅彦は、ぱん、と掌と拳を打ち合わせた。

「それじゃあ、ちょっと顔を拝みに行って来るかな」
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　おかしな雰囲気、とシナノは二人を見ながら思った。

　ワゴン、と雅彦は言った。

　マウがいなくても動く、不思議な荷車の中だ。彼は舵だ輪りんのような輪を握って、御者台のような席に座っている。シナノとルィドゥアは、荷車の中なのにまるで部屋のように設えられた、後ろの席に座って、彼の話を聞いていた。

　合間、合間に、ルィドゥアが相あい槌づちを打つが、ほとんど一人で喋っている。

　内容は──よくわからない。

　雅彦の住む世界がどんなところなのか、というのが主だったが、ちょくちょく聞いたことのない言葉が挟み込まれるからだ。

　雄の匂いを強く発しているが、雌慣れしていないというか、野生の獣であれば、まったく相手にされないと思う。

　にもかかわらず、ルィドゥアはそうではないようだ。雅彦の後ろ頭を見つめて、褐色の頰ほおにほんのりと赤く血を上らせている。

　互いがいいならそれで構わないが、こんな様子で、きちんと交わることができるのか、身内としては少し気にかかる。

《マンタダルウェヴ》を待つ間、ずっとそんな雰囲気だったのだから、シナノとしては気を揉もまずにはいられなかった。

　やがてワゴンは停まり、雅彦は外へ出た。シナノもルィドゥアと共に引き戸を開けて続く。

「お。あれか……」

　街道の先で木々がなぎ倒されるのが見えた。めりめりと生木が裂ける音がする。

　額に手を翳かざす雅彦の横顔は、先ほどまでと違って、引き締まった精せい悍かんなものに化けていた。幼すぎてろくに憶えてはいないが、トシゾウにぼんやりと重なる。

　マタギの顔だ。

　人が街道を封鎖したので、シナノたち以外には誰もいなかった。ここへはワゴンで来たが、ずっと走ってきたわけではない。

　雅彦を呼び出すのと同じ魔術で、ワゴンごと移動してきたのだ。

　神出鬼没の正体がこうしたものだと知っているのは、シナノとルィドゥアだけなので、雅彦は、他の連中を連れてはこなかった。

　できる限り、秘密にしておきたいらしい。人の方でも魔術には関わりたくないと思っているからか、連れて行け、と言い出すものはいなかった。

　ガンドルは、彼らの一族しか知らない地下道を使って、貴鋼銀の鉱床に自らも伝令として向かった。

　切り出した石をどう運ぶのか、雅彦は、任せろ、と言っただけで詳しい説明をしてはいなかったが、おそらくこのワゴンと同じ移動法を使うのだろう、とシナノは考えていた。

　森耳族は樹人との橋渡しをすることになっている。樹人は公用語を話せないが、独自の言葉を持っており、森耳族にはそれを話せる者がいた。

　なので、切り出した石が届いたら、雅彦の指示の元、森耳がそれを伝えて、樹人が積み上げることになっている。

　四角い石をただ積んでも、衝撃や揺れで簡単に崩れてしまうから、互いの自重で支えあうように複雑に組み、ちょっとやそっとでは崩れないようにするらしい。

　それは鎚髭族の技だったが、雅彦の世界にも似たような技術があるらしい。彼はそれをイシガキと呼んでいた。

　次第に地響きと揺れが大きくなってきた。

「だ、大丈夫ですか？」

　少し不安そうにルィドゥアが訊くのに、

「うん。あの木の倒れ具合から見て、《マンタダルウェヴ》が通るのは、あの丘の辺りだ。土や木の破片くらいは飛んでくるかもしれないけど、巻き込まれることはないよ」

　マタギとしての確信なのか、彼からは不安の匂いは嗅ぎ取れない。

　そうするうちにも《マンタダルウェヴ》は接近してきて、ルィドゥアはシナノの二の腕をぎゅっと握りしめた。大きく尖とがった長い耳も下がっている。

　地響きも次第に大きくなってくる。大きな木が簡単に倒され、それが土に巻き込まれて呑まれ、粉砕されて後ろへと流れていくのが、はっきりと見えるようになった。

「こりゃあ、でかい！」

　雅彦が感嘆の声を洩らした。

　ほとんど、目の前に迫ってくる。だがそれは錯覚で、本当はかなり遠い。それでも目の前のように思えるほど、大きいということだ。

「湖で見た時はかなり速いと思ったんだが、地上じゃそうでもないな。ママチャリでのんびり走るのと同じくらいか」

　シナノたちに話しているわけではないようだ。確認のための独り言だろう。

　盛り上がった土が崩れ、《マンタダルウェヴ》の顔が現れた。












　竜というより、ボルフ種に近い、長い顔をしている。

　少し間が開いた両目は陽が暮れる空の色で、その間の額からは、先が折れたような巨大な円えん錐すいの角が生えている。

《マンタダルウェヴ》はのたうつように体を捻ひねりながら進んでいく。巨大な角には、発光する溝が何本も走っていて、それが土や木を掘り返しているようだ。

　続く体は、もっと奇妙だった。

　蛇のように見えるが蛇腹はなく、二列に猛もう禽きんに似た足が並んでいる。指を折りたたんで、進みの邪魔にならないようにしている。

　体には巨大な鱗がびっしりと生えているが、光の加減なのか、自らの特性なのか、複雑に色が変わっていく。

　それは個別に動かすことができるようで、進みながら微妙に向きを変えて、土を押し出す先を決めているように見えた。

　無毛の翼が、足と対を成すように並んでいたが、あれを使って飛ぶことはないだろう。そうだとしたら、獣の範はん疇ちゆうを超えている。

「まるで山脈が移動しているみたいだなあ！」

　雅彦は、本当に嬉うれしそうに大声を出した。

　だがそれは《マンタダルウェヴ》の大地を掘り返す音に掻き消されて、シナノではなければ聞き取れなかっただろう。

　土の山脈は、出来た後から崩れていく。

　そうしてあとに残るのは、無惨に掘り返された大地。だがそこは強く豊かな土地へと生まれ変わり、新たな命が育つのだという。

　だからといって、今そこで生きている者たちが、黙って殺される謂いわれはない。獣であれば逃げられるが、樹は動くことができない。

　そう、樹だ。

　知族は樹と似ている、とシナノは思った。

　暮らしのための決まった場所があり、家を建て、そこで長く暮らす姿は、まさに樹だ。人の都は、大樹と同じなのだろう。それを護ろうとする気持ちは、わからなくはない。

　だが、雅彦の動機は、それとは違う気がした。

　そもそも彼は、あそこに住んではいない。それどころか、同じ人族でもない。違う世界の異邦人であり、立場で言えば、鎚髭や森耳、樹族と同じだ。

　雅彦が《マンタダルウェヴ》に挑む動機──それは《マタギ》だからだろう。

　トシゾウもそうだった。

　父のヤマトと共に山を駆け、さまざまな獲物を狩っては戻ったものだ、と聞かされていた。

　その度、シナノにはその様がありありと思い描けた。

　匂いすらも嗅げた。

　ずっと、同じ機会を待っていた気がする──主と共に獲物を狩る、その時を。

「よし、戻ろう！」

　そう言って振り向いた雅彦の顔は、喜びに輝いていた。

「さあ、狩りの時間だ！」

　シナノはぶるっと震え、湧わき上がる喜びに背中からうなじにかけての毛が、山脈のごとくそそり立った。
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「おお、なんだあ、そりゃあ！」

　採掘場へ突如現れた鋼鉄の荷車に、ガンドルは鑿のみを振るう手を止め、首を伸ばした。

　まるで砦とりでだ。

　何で出来ているかもわからない車輪の高さは、それひとつで小屋ほどもある。

「おおい！」

　御者席と思おぼしき場所の窓から顔を出したのは、やはり、雅彦だ。

　一緒に行く、というから鉱床を連れて回ったのに、急に消えたと思ったらこれだ。

　これだけの車を牽ひくなら、それこそ竜が二頭は必要だと思えたが、どこにもいない。きっとこれも、あのいけ好かない《魔法使い》が作ったものなのだろう。

「この荷台に掘り出した石を積んでくれ！　終わったら次の鉱床に向かうから！」

「どうやって！　そんな馬鹿でけえもん、地下道は通れねえぞ！」

「そいつは心配要らない！」

　魔術というやつか。詳しく聞くつもりは無かった。どうせ聞いてもわからない。

「聞いたか、森耳の！　樹人に頼んで、切り出した石を、あの荷車に積み込んでくれ！」

「そんな大声を出さなくても聞こえていますよ」

　石のひとつに腰をかけて、優雅に茶を飲んでいた男が立ち上がり、鳥のさえずりのような音を鳴らした。

　鎚髭には出せない音だ。樹人の言葉だというが、まったく理解できない。

　本物の樹のように立っていた樹人が、みりみりと音を立てて動き出した。ゆっくりではあるが、力強さが感じられる。

　樹人は太い枝としか見えない腕で、切り出した大石を軽々と持ち上げると、次々と荷台に積み込んだ。

　まったく大したものだ。

　あれだけの力があれば、全員でかかれば《マンタダルウェヴ》を止めることもできるのじゃないかと思うが、そうしたという人の記録はないらしい。

　車を降りた雅彦の傍に行き、麦酒ビールを差し出した。

　マタギは一瞬、躊躇ためらったように見えたが、まあいいか、と呟いて受けとると、ぐいと大酒器ジヨツキを傾けた。

「あと、どのくらいかかりそうだい？」

「半日ってところだな。あとは、運ぶのにどのくらい日にちがかかるかだが──」

「そいつは心配ない」

「……だろうな」

　にやりと笑って、ガンドルも麦酒を呷あおった。

「積む作業は、並行してやるのか？」

「ああ。樹人さんたちが、石の到着を待ってくれてる。それで駄目なら……まあ、なるようにしかならないな」

「人の王様は、とっくに逃げたんだろう？」

「そうらしい。街の人たちも避難するよう、命令は出たけど、そう簡単に割り切れないみたいで、まだ結構、残ってる」

「しかたあるめえ。簡単にゃあ、捨てられんさ。そこで生きてきたんだ。人生がその場所にある。そいつを捨てろって言われて、はいわかりました、とは言えまいよ」

「けど、生きてこそだろ？」

「もちろんだ。だから、ぎりぎりになったら、さすがに逃げる。あとは、間に合うかだ」

　雅彦は、ゆっくりと頷いた。

　何か思うところがあるらしいが、それがなんなのか、ガンドルはあえては訊かなかった。

「さて──積み込みも終わったようだし、行こうかな」

「おう」

「ごちそうさん」

　雅彦は、また呪じゆ文もんめいたことを言って、大酒器をガンドルに返した。

「んじゃ、またあとで」

　軽く手を振って、魔術逸品の巨大鉄車の御者台に乗り込むと、姿の見えない牽けん引いん獣じゆうの低い唸り声が上がって、車体が震えた。

　走り出すとあっというまに姿は見えなくなり、唸り声もぱたりと止やんで、辺りには再び石を切り出す、耳慣れた作業の音だけが残った。
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　王都の酒場というのは、どうにも小こ洒落じやれていて居心地が悪い──そう思っているのは、自分だけではないはずだ、とロールは思っていた。

　ここにはいま、三十人からの狩人がいる。この先も各地から、続々と集まってくるはずだったが、彼らが間に合うかはわからない。

　ネフリクの街の、顔なじみの狩人でここにいるのは、ロールを含めて十人ほど。

　王都はそう近くはない。たまたま近くで狩りをしていた連中が、《マンタダルウェヴ》が来るという噂を聞きつけてやってきたのだ。

　まったく、物好きにも程がある。

　都にも狩人を名乗る連中はいるが、そいつらの仕事は、貴族のお遊び程度の狩りの手伝いであり、小動物を放ったり、貴族がしくじったときにこっそりとそいつを仕留めたりして、喜ばせることだ。

　ネフリクの狩人は、そんな連中を認めていない。

　狩人組合にも貴族の狩りの手伝いの依頼はあるし、やらなければならないこともあるが、誰も喜んで参加はしない。

　王都の狩人は組合に入らず、貴族個人に雇われているというのも理由だ。

　やつらは、貴族と共に、とっくにこの都を逃げ出している。

　せっかくの好機を捨てて、だ。

《マンタダルウェヴ》を狩れる機会など、今回しかない。少なくとも、今生きている《人》にとっては、千せん載ざい一いち遇ぐうだった。

　鎚髭や森耳はどうだか知らないが、人は次の出現まで生きてはいられない。

　寿命が尽きてしまう。

　だから、たとえ狩れずとも、挑むことができるだけで凄まじい僥ぎよう倖こうであり、栄誉だった。

　とはいえ、そんな風に思うのは《本物の狩人》だけで、だから、様々な理由でこの街を逃げ出すことの出来なかった住人の顔は暗い。

　この酒場の主人もそうだ。

　大繁盛なのに、おそらくこれまでにないほど繁盛しているのに、暗い。

　マタギたちの作戦を信じていない。これっぽっちも。

　けれど、それは無理もない。

　侵攻を防ぐための作戦が立てられ、告知された。だが、王を含めた貴族は逃げ出したのだ。それでどうして、大丈夫だと思えるだろう。思えるはずがない。

　壁の向こうでは、樹人がせっせと石を積んでいる。その音がする。

　鎚髭が切り出し、森耳が指図をして、樹人が積む。

　そんなことは、これまで一度もなかった。異種族が協力してひとつのことを成し遂げようとするなど、誰も考えなかった。

　だが、それは起きた。他ならぬ、マタギの存在によって。

　おそらく、皆が気づいている。

　実は、マタギはこの世界のどの種族にも属さないのだ、と。

《魔法使い》が言っていた。異邦の人だと。

　だからどの種族の連中も、彼を受け入れ、彼を通して協力が出来ているのだろう。

　マタギ族──そう呼ぶのが相応ふさわしいのかもしれない。

（──とかね！）

　ロールは軽い酔いに、くすす、と笑った。

　その時、酒場の扉が開き、雅彦が入ってきた。彼の素性を知らない者は、狩人たちが不意に背筋を伸ばしたことに驚いたろう。

「やってるなー」

　おもしろがるように雅彦は言い、麦酒を注文した。暗い顔をした亭主が大酒器に黄金色の酒を注つぎ、無言で高机カウンターに置く。

「しっかし、物好きだなあ。もう仕事は済んだんだから、ネフリクに戻ってもいいのに」

「まさか！　わたし、狩人ですよ？」

「そりゃあ、そうか」

　はは、と雅彦は笑った。

「どうしようもないよなあ」

　誉め言葉だ。

「そういえば、森耳の人と獣人ちゃんはどうしたんですか？　森に帰ったんですか？」

「そうしてくれて良かったんだけど、石垣作りを手伝ってるよ。なんかもう、帰るつもりはないらしい」

「ふうん。色々あるんですねえ」

　彼女は他の森耳とはどこか違うから、何か事情があるのかもしれない。そこに踏み込むつもりは、ロールにはなかったが。

「で、やるつもりなんですか？」

「何を？」

「やだなあ、狩りに決まってるじゃないですか。……狩るんでしょう？　アレを」

「いやいや、あんなのが狩れると思う？　山脈だぞ、あれは」

「だって、そのつもりで下見に行ったんでしょう？　そうなんですよね？」

「……まあ、そうだ」

　雅彦は、不敵に笑んだ。

「正直、どこまでやれるかわからないけどな。けど、《マンタダルウェヴ》が街を逸それるか、それとも石垣を崩して突破したら──狩りの時間だ」
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　王都の外壁のさらに外側に、貴鋼銀をたっぷりと含んだ石を積み上げた防護壁が完成したときには、肉眼でも《マンタダルウェヴ》の姿が確認できていた。

「ぎりぎりでしたね」

　と、ロールが言うと、

「それでも間に合った」

　と、雅彦は答えた。

　狩人たちに、樹人が石を積むのを見ている以外、できることはなかったのだが、心の中では誰もが、

『早く、早く』

　と思っていたに違いなかった。

　王も貴族も好かれてはいないが、それでもこの国の支柱には違いない。体制の崩壊が国の乱れを呼ぶことは歴史から明らかだ。

　ロールの曽そう祖そ父ふ母ぼの時代には内戦が終結したが、国は疲ひ弊へいしきってしまい、そこから今のような豊かな社会にまで発展させるには、大変な努力があったらしい。

　今の王は、決して賢王とは呼べないものの、それなりにしっかりと国を治めていた。度の過ぎた贅ぜい沢たくをするわけでもなければ、法を捻ねじ曲げることもない。

　王都の民を見捨てて逃げた、というそしりは免れないだろうが、王に万が一の事があったあとの混乱を思えば、仕方がないだろう。

　とはいえ、ロールたちにとっては、これからが大事だった。壁が《マンタダルウェヴ》を防ぐか否かで、今後の行動が変わるからだ。

　イシガキは、王都の三分の一ほどの長さにもなる。その代わり、高さは街壁の半分ほどしかない。

《マンタダルウェヴ》が壁を忌避しなければ、やすやすと乗り越えられるはずだ。

　元よりあの壁で侵攻を防ごうという気はない。

　果樹の根本に植える防虫花のようなもので、あの石が出していると思われる、匂いか、魔力か、成分かはわからないが、そうしたものを嫌って、あの巨獣が向きを変えるだろう、という予想で作られたものだからだ。

　建設の中心となった種族の面々は、遠く離れた場所で成り行きを見守っている。万が一イシガキを突破されたなら、近くにいて巻き込まれては損、と思っているのだろう。

　ここは人の都であって、自分たちの街ではない、と。

　とはいえ、彼らがいい加減な仕事をしたとは思えなかった。

　これが成功すれば、いままではただ蹂躙されるしかなかったが、これからは、防ぎ、誘導することもできるからだ。

　彼らにしてみれば、これ以上の機会はない。

　結局、いま一番、イシガキの近くにいるのは、狩人たちだった。攻城用の梯子車や、破城鎚など、使えそうなものをできるだけ集め、待ち構えている。

　人数は、百名ほどになった。

　狩りにしては多いが、あの巨獣を狩るには少なすぎる気もする。

　だが、こっちには《マタギ》がいる。

　彼の所有する魔術逸品の数々ならば、《マンタダルウェヴ》も狩れるかもしれない。雅彦がそう思わせたから、これだけの人数が集まった。

　とはいえ、生きている内に一度しか出遭えない獣が向うから来てくれるのに、挑もうと思わない狩人はいないのだけれども。

「来たぞ！」

　梯子車の上に立った狩人がそう叫んだ。

　もちろん見えている。

　高く高く盛り上がった土の山が、地響きと共に迫ってくる。街道の石畳が捲れ上がり、木が根を土から引き剝がされて倒れては、後ろへと運ばれていきながら、へし折られる。

　まだ《マンタダルウェヴ》は向きを変えない。

　あの巨獣は基本、止まるということを知らないらしく、イシガキを避けたのなら、そのまま戻ってくることはなく、先へ進むらしい。

　だから街を避けさせさえすれば、その時点で知族の勝利だった。

「まだか……」

　少し焦じれたように、雅彦が呟いた。

　あまりに大きくて距離感が変になってしまい、どのくらい離れているのかがわからない。もうほとんど、目の前まで迫ってきているような気もする。

　盛り上がった土が崩れて頭の上に落ちてきて、そのまま《マンタダルウェヴ》に巻き込まれそうな気さえした。

　その圧迫感に、ロールを含めた何人もの狩人が、石弓を構えた。山に向かって串くしを射掛けるようなものだと思ったが、そうせずにはいられなかった。

「待った！」

　石弓に手が置かれ、ぐいと下げられた。

　何を、と訊くまでもなかった。

《マンタダルウェヴ》の速度が落ちている。曲がろうとしているのだ！　ゆっくりとだが、確実に、向きを変えていく。

　重みに耐えかね、先端の土が崩れて巨大な顔が覗いた。

　それだけで砦ほどもある。

　額から生えた巨大な角を中心にして、ぐるりぐるりと体を捻りながら進んでいく。掘り返された土や樹は、鱗の動きで後ろへ運ばれているらしい。

　わっ、と歓声が上がった。

　息を殺して覗き見ていたらしい、都の人々の声だ。《マンタダルウェヴ》は幾度か、僅わずかに都へ向きを変えようと試みたように見えたが、果たせなかった。

　掘り返された土が押し寄せてイシガキを押したが、複雑に組みあがった壁は、その圧力に何とか耐えた。

「いくぞ！　今度は俺たちの番だ！」

　マタギの声に、おお、と狩人たちが応こたえ、自分の得物を手に、攻城兵器をあるいは押し、あるいは牽いて、《マンタダルウェヴ》を追った。
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「駄目だ！　まったく歯がたたねえ！」

「くそ！　誰かあいつの足を止めろ！　そうでねえと、どうしようもねえぞ！」

「阿呆！　どうやるんだよ！」

　そんな怒号が、《マンタダルウェヴ》の周りで渦を巻いた。

　進路を変えた巨獣は、人の走るよりは少し遅いくらいの速さで進んでいく。

　尾はいまだ土の中にあって見えないが、頭から三分の二ほどは、もう土は落ちてその下の体があらわになっていた。

「もう一度、土に潜られたらしまいだ！」

「だから、どうしろっていうんだよ！」

　そんな風に怒鳴りあいながら、石弓を射掛け、縄をかけたりもしている。

　だが、矢は弾はじかれるばかりで掠かすり傷もつけられず、縄はかかっても、それで《マンタダルウェヴ》の足を止めることなどできない。

「──マタギがやるよ！」

　梯子車の上に立つロールは、大声でそう告げた。雅彦は隣りで膝を突き、魔術の石弓《ライフル》を構えている。

　ふうーっと長い息を吐ききった、その直後。

　ドォォォン、と凄まじい音が辺りに響いた。

　雅彦の腕の中でライフルが暴れ、跳ね上がる。

　鈍い音がして、《マンタダルウェヴ》の巨大な目の後ろで激しい火花が散った。しかし、それだけだった。石弓と同じで、傷もついていない。

「マジか」

　そんなことを呟くと、雅彦はライフルの側面から飛び出した短い把手を引いた。金色の筒が薄煙を立ち昇らせながら飛び出す。

「じゃあ、この弾たまはどうだ？」

　すばやく同じ姿勢に戻り、ぴたりと彫像のように動きを止める。回転する巨獣をじっと見つめ、再び長く息を吐くと共に、雅彦の背中から腕に力が籠こもるのが見て取れた。

　ドオォウン、と再び凄まじい轟ごう音おんが起こった。

　先刻と寸分違たがわぬ位置で、色の違う火花が散った。わずかに巨体が揺らいだ気がして、ロールは拳を握ったが、気のせいであったのかもしれない。《マンタダルウェヴ》は何事もなかったかのように進み続けている。

「やっぱり駄目かあ」

　予想はしていた、という感じで、雅彦はライフルを上げた。

「二発目は、ビョウリウを仕留めた弾とほぼ同じやつだったんだけどな。こりゃあ、機関砲でもないと、歯が立ちそうにないな」

　独り言だとわかっていたので、ロールはあえて単語の意味を訊ねたりはしなかった。こういうときのマタギは、自分の中で考えを整理しながら次の手を考えているからだ。

「しゃーない。とにかく足を止めて、接近戦を試してみるか！」

　そう言うと、雅彦は梯子車を滑り降りた。

　どちらへ、と問おうとしたが、彼はすぐに車の陰に隠れてしまった。慌ててロールも梯子を下りたが、どこに行ったのか、雅彦の姿はなかった。

（こんなときに──）

　さすがに文句のひとつも言ってやりたくなったが、次の瞬間、少し離れた場所に、突然、船が出現した。

　船尾に、雅彦がいる。

　湖に潜ったときに乗った船とは違う種類だ。大きな筒が後部甲板の短い柱の先端についていて、巨大な矢のような物が収められていた。

　雅彦はその筒を《マンタダルウェヴ》に向けた。

　ドン、と鈍い音がして、巨大な矢が発射された。矢には紐ひもがついていて、ひゅるひゅると音を立てながら、巨獣の顔の角を目掛けて飛んだ。

　乾いた金属音を立てて、矢は角に弾かれてしまった。

　ああ、と狩人たちの溜息が漏れた。

　矢はそのまま角に絡んだ。ぐるりと《マンタダルウェヴ》が回転すると、船は軋きしみながら引きずられ、引き寄せられ始めた。

　マタギが危ない、とロールが駆け出そうとしたとき、空が裂けるような音がして、一瞬、巨獣の体が震えたように思えた。

　その時、奇き蹟せきが起こった。

《マンタダルウェヴ》の回転が止まったのだ！　文献には、雷の直撃を受けた場合に同じ事が起きたと記されていたが、今は晴天だ。

「梯子をかけろ！　きっと、そんなに時間はないぞ！」

　船を飛び降りた雅彦が、こちらに走ってきながらそう叫ぶのが聞こえた。

　狩人たちは、考えるよりも先に体を動かした。梯子車を次々と寄せて、虫のように這い登り始める。ロールも雅彦を待って、それから梯子を上った。

「いまのはなんですか！」

「ビル・マーグラを狩ったときに使った電気銛もりだ！　船一隻は高い代償だけど、このチャンスは逃のがせないもんなあ！」

　よくはわからなかったが、魔術逸品の力ということらしい。

　ロールは彼と共に《マンタダルウェヴ》の上に立った。

　安定は悪いが、踏ん張りは利いた。試しに、拳一つを空けただけの位置から石弓を射ってみた。だが、やはり歯は立たない。

「くそ！　傷もつかねえぞ！」

「鎚髭逸品の斧おのの刃が欠けちまった！　高かったのに！」

「翼も駄目だ！　皮がすげえかてえ！」

　そんな声があちこちから上がった。やはり、どうしようもないのか──焦りと諦あきらめに、誰の額にも厭な汗がにじんだ。

「そうだ！」

　不意にマタギはそう声を上げると、腰の革帯に下げていた剣をすらりと抜いた。そうして巨大な鱗の縁を持つと、ぐい、と持ち上げる。

「やっぱりだ。この鱗は魚のとは違う。土を後ろに送ったり、方向を変えたりするために、自在に動く。鎧に包まれた筋肉だ」

　マタギの言う通り、鱗の根本には体に繋つながる筋があった。普段は他の鱗が重なって隠れているからか、翼と違って肉は柔らかそうに見える。

　雅彦が、緩く反った片刃の剣を素早く振った。根元の筋が、すっぱりと断ち切れる。

　動物と同じ赤い血が噴き出したが、それは一瞬で、体の方の傷は肉がすぐにきつく締まって、止血された。

　痛みを感じないのか、《マンタダルウェヴ》は身じろぎもしなかった。

「鱗が剝ぎ取れるぞ！　時間の許す限り、剝ぎまくれ！」

　マタギの嬉しそうな声に、狩人たちは一斉に行動を開始した。ロールも小刀を腰の鞘さやから引っこ抜き、鱗の根本に刃を突き立てた。

　なんて弾力！　マタギは苦もなく切り離したように見えたのに！　腕か、それとも刃の差かはわからなかったが、彼ほど簡単にはいかなかった。

　それでも一枚を何とか剝ぎ取り、もう一枚、剝ぎ取りにかかったところで、靴裏に鈍い震えを感じた。

「やばい……」

　五枚目の鱗を剝ぎ落とした雅彦が小さく呟いた。

「──時間切れだ！　逃げろ！」

　叫び、いきがけの駄賃、とばかりに、作業の途中だったロールの鱗の筋肉を一振りで切り離すと、梯子車へ飛び移った。

　ただならぬ雰囲気に、ロールも慌てて続く。他の狩人たちも同様に何かを感じ取ったのか、あるいは梯子に、あるいは縄を伝って、あわてて《マンタダルウェヴ》から離れた。

　ややあって、巨獣は何事もなかったかのように活動を再開した。ゆっくりと体が回転を始め、進みだす。顔が大地を向いて、角が土を抉えぐり、鱗がそれを後ろに送った。

　狩人たちはかなりの鱗を剝いだが、全体の数からみれば微々たるものだった。何の影響も、巨獣には与えられなかったようだ。

「離れろ！　離れろ！」

　落ちた鱗を引っつかみ、引きずりながら、雅彦は叫んだ。

《マンタダルウェヴ》のうねりは徐々に速度をあげ、ついには、人が走っても追いつくには厳しい速さになった。

　目の前を山脈が移動していくのを、ロールたちは見送った。王都は完全に逸れたが、雅彦の船はそのまま掘り返された大地のうねりに巻き込まれ、砕かれ、飲み込まれた。

　尾の先が土の中へ消えたのは陽も暮れかかる頃だったが、誰もそこを動かなかった。

　それほどに荘厳で、幻想的な光景だった。

　結局、狩ることはできなかったが、ロールに後悔はなかった。それは、他の狩人たちも同じだろう。

「あー……俺の船が……」

　──マタギは、そうでもなかったようだけれども。
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「ルィ。マサヒコたち、戻ってきた」

　シナノの鼻は信用できる。

　ルィドゥアは油灯ランプに火を入れると、上着を羽織って宿を出た。

　普段、どのくらい活気があるのかは知らないが、少なくとも今夜はとても静かだった。

　窓に明かりもほとんどない。

　不思議な感じだった。

　夜の森は、月明かり以外は何もない静寂と闇やみの世界だが、見えずとも、そこここに命の息吹を感じられた。それは虫の這はいずりだったり、獣の息遣いだったり、草が発芽する音だったりするのだが、ここでは聞こえない。

　がらんとした広場を過ぎ、王都の正面に向かうと、大門は開けっ放しになっていた。聞いた話では、前に閉めたのがいつかもわからないそうだ。

　ここは、それだけ安全だったということだ。

　森もり耳みみの村では、陽ひが暮れると同時に門を閉じる。他の多くの村や町でも同じだろう。

「あ、来た」

　積みあがった石垣と外壁の間に、小さな明かりが幾つも見えた。

　闇の中から、どこか興奮したような、楽しげな声が聞こえてきた。じっと目を凝らしていると、ぞろぞろと狩人かりゆうどたちが現れた。

　皆、巨大な鱗うろこを抱えている。どの顔にも喜びがはじけている。

　あんな風にあけすけに、森耳の人々は笑わない。いや、人だけだ、あれは。人生が短い分、感情の波も大きいのかもしれない。

　人々の中心に、雅まさ彦ひこがいる。

　なんだろう。

　油灯の明かりの具合なのか、輝いていて、眩まぶしい。思わず目を眇すがめてしまうほどに。

　そして──ふと。

　あの輪の中に自分がいないことに、言い知れない心地になった。それがなんなのか、はっきりとは言えない。

　こんな気持ち、村にいたときにも感じたことはなかった。

　雅彦がこちらに気づいて、大きく手を振った。

　ルィドゥアは手を振り返した。

　振りながら、シナノという妹がいなければ、わたしは彼にとってなんでもないのではないだろうか、と考えてしまった。

　シナノがマタギの従者の娘だから。わたしはその義姉だから。自分も特別であると、そんな気になっていたのかもしれない。

　だけど、そうじゃない。

　シナノがいなければ、何の関係もない。

　わたしとあの人は、あの輪の中の人たちよりも、きっと、遠い。

　彼にとって、わたしはなんでもない。

「──ルィ。大丈夫」

　シナノに腕をつかまれ、ルィドゥアは微笑ほほえんだ。

　大きな手が温かい。

　不思議と安心した。むずむずするような不安は、風に吹き払われるみたいに、ゆっくりと消えていった。
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　広場に運び込まれて山と積まれた《マンタダルウェヴ》の鱗は、篝かがり火びに照らされて艶なまめかしく輝いていた。

　宝石のよう、とルィドゥアは思ったが、実際、それよりも高い価値がつくらしい。

　けれども人は、狩人たちは、どう食べるかを考えている。

　噂うわさを聞きつけて現れた商人が、泣いてすがってやめるように頼んでいるが、そんなことはおかまいなし、という風情だった。

　いまは、どうやって割るかを話し合っている。

《マンタダルウェヴ》の鱗は、とても固く、いくら叩たたいてもびくともしないようだった。

　とりあえず、接合部から肉を搔かき出すことはできたらしいが、繊維がバラバラになってしまって、挽ひいたみたいに見える。

　それを使って作れる料理は限られるらしく、せっかくの稀き少しような食材だから出来ればきれいに取り出したい、と雅彦は言った。

　あの、とルィドゥアが手を上げた。

「ガンドルさんに頼んでみたらどうでしょう。鎚つち髭ひげ族ぞくの皆さんは、硬いものの加工が得意ですし。何かいい方法を知っているかも」

　どうやら、そんなことは考えもしなかったらしい。

「……なんだ、そういうことなら、早く言え」

　あっさりと、ガンドルは請け負った。

　彼は一族たちと、肉を搔き出して空っぽになった鱗を、ああでもない、こうでもない、としばらく弄いじり回まわしていたが、そのうちに、わかった、と言うと、鑿のみのただの一撃で、真まっ直すぐな亀き裂れつを作ってみせた。

　おお、と感嘆の声が狩人たちから漏もれた。

「どうやったんだ？」

　覗のぞきこんで雅彦が問うと、

「どんな固いもんにも、ここって場所がある。そこを見つければ──この通り」

　こん、と鑿を入れると、亀裂は弧を描いて走り、先に穿うがったもう一本と繋つながった。

　端を押して鱗の一部を外す。

　中には薄赤い肉が詰まっていた。開口部から手を差し入れて取り出してみると、存外しっかりとした肉質だった。

　全すべての鱗から残らず肉を取り出すと、結構な量になった。

「何を作るんですか？」

　ルィドゥアが訊たずねると、思案顔の雅彦は、うーん、と唸うなった。

　シナノは鱗を被かぶって遊んでいる。

「こうして見ると、赤身の加減とか、脂の入りとか、いかにも、肉っ、て感じだけど、味は見た目じゃわからないからなあ……《マンタダルウェヴ》を蛇の仲間だと考えるなら、鳥っぽい可能性もあるが、見た目は牛豚に近い気もするし……」

　狩人たちはじっと待って聞いている。

「……昔、わたしたちの組合の本部があるネフリクの街で、ビョウリウを狩って食べたことがあったの。それがもうおいしくて……マタギの料理が食べられるなら、どんな手伝いもするっていう狩人は多いのよ」

　ロールが、そう教えてくれた。

「よし！」

　雅彦は、ぱぁん、と手を打ち合わせた。

「せっかくだから……鱗を使って網焼き！　野菜とあわせて串くし揚あげ！　あとは……そうだな。肉団子……つくね鍋なべとか、そんな感じで試してみるか！」

　どんな料理か、ルィドゥアにはわからなかった。

　が、それはロールたちも同じだったらしい。けれど彼女たちは、雅彦が作ってくれるとわかっただけで、大喜びで歓声を上げた。

　みんな子供みたい、とルィドゥアは、笑みをこぼさずにいられなかった。

　だが、他の森耳の人々は、奇異なものを見るかのように遠巻きに眺めている。

　そのことに、ルィドゥアは何な故ぜかホッとした。自分があちら側ではなく、こちら側だと思えたからかもしれない。

　鎚髭の人たちは、鱗をどう加工するかで、熱く議論をしている。

　樹じゆ人じんはいない。

《マンタダルウェヴ》が去ったあと、彼らはさっさとどこかへ引き上げてしまった。代表すら残らなかった。おそらく興味がないのだろう。

　森耳がまだ残っているのは、人が持っている情報を得るためだろう。《マンタダルウェヴ》に関するものは、隠さずに共有するというのが取り決めらしい。

　それは勝手にやってくれればいい、とルィドゥアは思った。自分たちはもう、あの中へは戻らない。村を出る時に、そう決めていたのだから。
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「さあ、やるぞう！」

　料理には、まずは調理場の設しつらえからだった。

　石を組み、薪まきを積み、火を熾おこす。マタギは魔術的な薪焜炉ストウブを持っていると聞いたが、大量に作るのには向かないらしい。

　力仕事はガンドルたちに任せて、ルィドゥアたちは肉の下した拵ごしらえにかかった。

　調理には、大量のニャギも必要だった。

　ニャギというのは、臭においの強く、年輪状に中身が詰まっている草だ。マタギの国では、ネギというらしい。

　網焼き用の肉は、切り分けず、鎚で丁寧に叩いて筋をほぐした。塩と香辛料を振り、しばらく置いて、下味をつける。

　木の枝を削って作った串に肉と野菜を交互に串に刺しておくのは、串揚げのため。肉の大きさは一口大。ニャギもそれにあわせて長さを整える。

　これはとにかく量が多いので、手の空いている者全員で、黙々とこなした。作業をした者だけが、できた料理にありつけるから、参加者は多かった。

　それが済むと、湖の傍そばの村で作られている麦酒ビールを入れた苦酸っぱいパァオの、古くなって固くなった物を大量に削りおろした。

　なるべく細かく、と言われて、ほとんど粉になるまで擂すった。

　最後は、肉団子だ。

　鱗から搔き出した肉をさらに細かくして、微み塵じんに切ったニャギと、卵と共に、一抱えもあるような椀わんの形をした容器に入れて、粘りが出るまで練る。

　他には、様々な種類の野菜を煮えやすい順から大きく切って、積み上げた。そうすると火の通りが均一になって、全ての食材が同じ具合においしく仕上がるらしい。

　それらが全て済むと、同じくらい大きな鍋が二つ、薪の上に置かれた。ひとつには大量の油が注がれ、熱せられていく。

　もうひとつの鍋には水が注がれ、マタギはそこへ奇妙なものを入れて溶かした。水がみるみる濁っていく。

「なんですか、それ？　土……？」

「いや、味み噌そです」

「ミソー？」

「ええと……豆を発酵させて作った調味料です。醬しよう油ゆより、俺は、こっちのほうが好みなんですよ。他にも、鍋の出だ汁しには、鳥ガラとか、豚骨とか、魚介とか、いろいろあるけど、《マンタダルウェヴ》の肉がどれと相性がいいかわからないので、とりあえず万能の味噌味でいこうと思って」

「ふうん……」

　何を言っているのかはわからなかったが、ルィドゥアはそれ以上の説明を求めなかった。彼の調理の邪魔をしたくはない。

　ミソーを溶かすと、鍋の中のソゥプは泥のような色になった。けれど、香りはいい。嗅かいだことのない不思議な匂においだ。

　雅彦は鍋に野菜を入れさせた。ソゥプが沸いて来てぐつぐつと鍋が歌い出すと、皆で練った肉を匙さじですくって一口大の団子に成形し、つぎつぎと鍋に投入する。

「これで、後は煮えるの待つだけ。それじゃあ、次だ。串揚げの最後の下拵え。手本を見せるから、同じように作って皿に並べてくれ」

　そう言うと雅彦は大椀三つに、小麦粉、卵を割ってほぐしたもの、パァオの粉を用意した。

　肉とニャギを交互に刺した串に小麦粉を叩はたき、卵液につけ、さいごに全体にパァオの粉を満まん遍べんなく纏まとわせた。

　それを、煮えた油の中に入れる。

　しばらくすると、一度沈んだ串がゆっくりと浮き上がり、ばちばちと泡を立てた。それがしだいに小さくなっていく。

「カラアゲとは違うんですか？」

　とロールが訊ねた。

　ああ、と雅彦は頷いた。

「作り方は似てるけど、食べたときの感じはまったく違う。パァオの粉の衣は、さくさくして軽いんだ。カラアゲは衣に味がついているけど、串揚げはできたものにソースをつける」

　マタギのサウース、ということだろうか。

「よし、そろそろだ」

　泡が小さくなって衣が綺き麗れいな茶色に変わった頃合で、雅彦は串を鍋から上げた。金網の上に置き、小さな瓶のようなものから、どろりとした黒い汁をかけた。

　雅彦は串を摘つまみ、頭から頰ほお張ばる。

　さくさくっ、という音が、ルィドゥアにも聞こえた。シナノの耳も動く。

　覗いた断面は白く、ほくほくと湯気を上げている。

　ごくり、と誰かの喉のどが鳴った。

　ごくん、と雅彦の喉が動いた。

「……うまあい！」

　吠ほえた。

「不思議な味だなあ！　炭火で焼いた鶏とりのような香りがするけど、味は牛肉みたいだ！　あわせたニャギも爽さわやかで甘い！　これはいいぞ！」

　わっ、と狩人たちが沸いた。われもわれもと串に小麦粉、卵液、パァオ粉をつけていく。

　そうして鍋に投入し、揚がった先からかぶりついた。

「ああもう」

　ロールが困ったように呟き、負けじと串を手にした。山のようにあるが、油断はできない。

　どうやら宴会は、なし崩し的に始まってしまったようだ。

　麦酒の樽たるが転がされてきて、蓋ふたが叩き割られる。

　各々が勝手に、それを大酒器ジヨツキで汲くむ。

　長机に置かれた、サウースの入った箱が開けられ、

「二度浸づけ禁止だぞー」

　と、雅彦が声をかけていた。

　ルィドゥアも揚がった串を皿に取り、サウースに浸して食べてみた。

　横から、シナノが手を伸ばして、一本奪った。

　齧かじりつくと、香ばしい、さくさくした衣の下の、神秘の肉からじゅわりと汁がにじみ出て、甘辛い中に微かすかな苦味のあるサウースと溶け合って、口の中で躍った。

（おいしい！）

　森耳は、普段余り肉を食べないが、これはおいしい、と素直に思った。

　ニャギも普通とは違う。

　この香草は焼くと甘くなることが知られているが、こんなふうにとろけはしない。煮に潰つぶしてソウプにする料理はあるが、そうすると爽やかさは消えてしまう。

　この食べ方が、ニャギを最高にうまく食べる方法だと思えた。

　串揚げ……素晴らしいマタギ料理だ。

　この気持ち、幸福な高揚感を伝えようと雅彦を探すと、彼は別の焜炉コンロの前に立って、次の料理を始めていた。

　炎の上に置かれた網に、《マンタダルウェヴ》の鱗を置く。そこへ僅わずかの脂を乗せて溶かし、肉を置いた。

　肉は、じゅう、と音を立ててすぐに焼け始めた。しばらく待って、雅彦は金鋏みトングで肉をひっくり返した。

　同じくらい待ち、断面がまだ赤い状態で、彼は鱗皿を網から下ろし、長机へ運んだ。

　皿は簡単には冷めないのか、肉は焼け続けて脂が跳ねている。肉汁が断面から溶け出し、肉を浸してサウースのようになった。

「へえ、こうなるとは」

　仕上がりが想像と違ったのか、雅彦はそんなことを呟つぶやいた。だが、がっかりはしていない。むしろ楽しげだ。

　彼は肉叉フオークと小刀を持ち、肉を切り分けてサウースを絡め、口に放り込んだ。

　よく嚙かむ。とてもよく嚙む。

　中々飲み込まない。

　だが、固すぎて嚙み切れず、仕方なくそうしている、という感じではなかった。実際、小刀はすっと通った。

　ようやく、ごくりと飲み込んだ雅彦の第一声は、

「うまあい！」

　だった。

「いやあ、すごい！　串揚げもうまかったけど、こっちはいかにも、肉を食ってる！　って感じだなあ。繊維のいっぽんいっぽんが、すごくしっかりしてて、嚙めば嚙むほど旨うまみが染み出してくる。それに、このソース！」

　雅彦はもう一片、肉を切り出し、たっぷりと染み出した肉汁を絡めた。

「肉汁だよな？　肉汁のはずなのに、丁寧に作ったソースみたいだ！　トリュフみたいな香りもするし、ローストしたナッツみたいな風味もある。それに、果実みたいな甘味も！　まったく不思議だ！　不思議でうまい！」

　ごくりと飲み込むと、狩人、鎚髭たちの間から、ぶうぶうと抗議の声が上がった。

「ああもうわかった！　わかったから早く食わせろ！」

　そんな風に言って、大酒器を振りかざす。

　わかったわかった、と笑いながら手を振って、雅彦は今度はミソーで煮込んでいる大鍋の方へ歩いていく。

　ルィドゥアは急いで肉の一片を摘んで、口に放り込んだ。

　──おいしい！

　あまりのおいしさに、膝ひざから崩れそうになった。嚙むほどに旨みが増していく。無限に嚙んでいられそうだった。

「ああっ、こらっ！」

　長机に手を付いて振り向くと、シナノが肉を咥くわえて鎚髭の頭を踏んづけて逃げながら、がつがつと食べて飲み込んでいた。

　ふらつきながら、ルィドゥアは雅彦に追いつくことができた。

　彼は、鍋の傍に立って、椀にソゥプをよそっているところだった。色々な野菜と、練った肉団子を、ソゥプと共に盛る。

「……はい」

　ルィドゥアに気づいた雅彦が、最初の椀を手渡してくれた。

「あ、ありがとうございます」

　にっこりと笑った彼の笑みを見た途端、ルィドゥアは胸が燃えるように熱を持った。心臓が狂ったみたいに踊り出す。

　誤ご魔ま化かすように、ルィドゥアは匙さじを探した。

　見つけ、再び顔を上げると、彼はもう鍋を向いていて、ほっとした。手にした椀に、同じように掬い、すう、と匂いを嗅ぐ。

　そうしてまず、椀に直接口をつけ、ソゥプを飲んだ。

「うん！　これもいい！」

　大きく頷く。

「肉の脂と旨みが、味噌の汁に溶け出して、すごく濃いぞ！　じゃあ、具は……うん、野菜も甘いなあ！　葉物も、根菜も、すごくうまい！　とろける！　肉団子は……ああ、こいつもいいじゃないか！　口の中で、ほろほろっと崩れて、さっぱりと軽いけど、その分、肉の味を楽しめる。こんな鍋、食べたことない！」

　わっ、と人々が群がる。

　それを避けながら、ルィドゥアも椀に口をつけた。

（おいしい……）

　熱くなった胸をやさしく温かいほどよさに戻してくれる、そんな味だ。気持ちが落ち着いて柔らかい心地になる。

　肉団子を食べてみる。舌で押しつぶせるほどやわらかく、野菜の甘味を含んだ肉汁とソゥプが染み出してきて、口いっぱいに広がった。

　雅彦を見ると、すっかり給仕係になって、肉団子ソゥプを次々と突き出される椀によそっていた。たっぷりとあるから、少しも減ったように見えない。

　ルィドゥアは長机について、その様子を眺めた。楽しそうに働く姿を見るのは、自分も同じ心地になれる。自然と目が、とろんと細くなっていた。

「ルィ、楽しそう」

　いつの間にか傍に来たシナノが、長机に皿を置いて座った。切り分けられた肉と、サウースに浸した串揚げが、山と盛られている。

「そうね、楽しいかも」

「大丈夫」

　何のことかはわからなかったが、シナノの言葉にルィドゥアは頷いた。

　雅彦がこちらに気づき、ソゥプをよそっていた汁杓子レードルを振った。汁がかかった連中が、ぶうぶうと文句を言う。

　雅彦は笑い、皆も笑った。ルィドゥアも笑った──シナノは笑わなかったけれども。

　誰かが歌いだし、誰かが踊り出した。

　そこには、人も、鎚髭も、なかった。森耳もいたら、同じようにひとつになれたかもしれない。少なくとも、自分はいま、彼らと同じ、覚めない夢の中にいた。

　いつまでも続く、宴うたげの夢に。
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　けれども、覚めない夢などない。

　陽が昇れば、宴は遠く去り、あとには空の大鍋と、騒ぎの残ざん骸がいだけが残った。

　雅彦はいつの間にか消えていた。彼の持ち込んだ道具と共に。シナノが呼んでみたが、この世界にはいないのか、現れることはなかった。

《マンタダルウェヴ》の鱗の殻からは、ほとんどを鎚髭族が引き取ることになったが、それは、人が持っていても、加工できないからだ。

　代わりに、加工品を安い値段で売ることになったらしい。

　ガンドルはその功績から、より多くの鱗をもらってほくほくしていた。それで新しい斧おのを作るのだと言っていた。

　ロールたちは、鱗を加工した小刀を、ひとり一振りずつ、無償で作ってもらえることになったらしい。どんな意匠にするか、それをこれから考えるのだといっていた。

　狩りに参加できなかった者たちは、血の涙を流して悔しがるわ、とも言っていた。それぐらいの報酬らしい。

「あなたは？　村に帰るの？」

　荷物をまとめ、旅支度を整えたルィドゥアは、ロールの問いに首を振った。

「恩は返したから。シナノと二人、森のどこかに静かに暮らせる場所を探すわ」

「じゃあ、ネフリクに来ない？　楽しいわよ？」

「ありがとう。でも、あまり人の多い処ところは苦手なの。シナノと二人なら、どこででもやって行けると思うから」

「そう……じゃあ、場所が決まったら知らせてよ。近くに狩りにいったら、よらせてもらう」

「待ってます」

　そういって、別れた。

　寂しさは感じなかった。彼女の言葉に噓うそはない。きっと訪ねてくるだろう。

　それに、ガンドルともいずれ会う。自分とシナノの分の指輪を、《マンタダルウェヴ》の鱗で作ってくれる約束をしたからだ。

「行こうか、シナノ」

「うん」

　鋭い爪つめの義妹の手を取り、ルィドゥアは街道を歩き出した。

　途中、王都に戻る人々と、多くすれ違った。皆一様に、抉えぐられて土が剝むき出しになった森に驚いていた。

　けれど、ルィドゥアはその光景を、悲惨だとは思わなかった。《魔法使い》の言った通り、新しい命が芽吹いているのをこの目で見たからだ。

　しかも成長が速い。きっと数年経たたずに、森は元のように再生するのだろう。

「今夜は、何を食べようか」

「わたし、ラパト、狩る」

　自信ありげにシナノが拳こぶしを握って見せた。にっと笑った唇から、鋭い牙きばが覗く。すっかり狩人に魅せられてしまったようだ。

　わたしも、とルィドゥアは思った──わたしもきっと、魅せられてしまった。狩りにか、雅彦にかは、わからなかったけれど。

　街道を逸それ、二人は森へと分け入った。

　緑に呑まれて、その姿はたちまち見えなくなった。森は、人も獣も、隔てることなく受け入れる。そこにはただ、命があるだけだ。




　──マタギ、呼んだら、来る？

　──来るかもね。あの人、食いしん坊だから。




　姉妹のくすくすと楽しそうな笑い声が、梢こずえの葉擦れと共に、遠く、どこまでも、風に乗って運ばれていった。













　えー……どうも。伊い豆ず見み雅まさ彦ひこです。

　…………。

　私わたくし事ごとではございますが、今日は、報告があります。

　…………

　すう。

　はあ。

　……ふう。

　実は……俺、結っ婚、しましたっ！

　ひゃっほー！

　相手は、ルィドゥアという森もり耳みみ族ぞくの女性で、じいちゃんと関かかわりのあった部族の、ただ一人の生き残りです。

　二人が世界線を越えられるかわからないので、こっちに家も建てました。小屋みたいなものだけど、そこで彼女と、それから、義妹になったシナノと暮らしてます。

　まあ、まったく向うに帰らないわけにもいかないので、週末婚？　けど、徐々にこっちに生活をシフトするつもりです。

　そう言えば、王都は環境回復に乗り出すらしいっす。

　綺き麗れいになっても住んだりはしないけど。

　っと、奥さんが呼んでるんで、今日はこれで。

　えー、最後に一言。




　……いいぞ、エルフ嫁。




　ははっ！　それじゃあ、縁があったら、またいつか！

　伊豆見雅彦でした！









あとがき






　というわけで、二巻です！　ありがとうございます！




　去年の秋から、怒ど濤とうのように各社様から出版させていただいた《ファンタジー＋食》を題材にした物語ですが、三冊の内、二冊が続巻となりました！




　一冊は、電撃文庫さんの『迷宮料理人ナギの冒険』。これには増刷もかかりまして、二巻目が八月に出版予定となっております。




　そして、もう一冊が……この『異世界でハンター始めました。』です！

　ありがとうございます！

　現代日本のハンター（マタギ）である主人公、伊い豆ず見み雅まさ彦ひこが、異世界人からしてみれば、魔法としか思えない道具を駆使して、狩りを行う物語！　文明の摩擦とか、難しいことはあんまり気にせずに、バンバンつかってます。

　そして、狩ったら食べる！

　命の円環にも迫る壮大な──というのは過言ですが、生きることは食べること、という感じで、今回も食べまくっています。

　前巻は、現代の料理を異世界人に振舞う、という風でしたが、今巻は、異世界の料理に雅彦が驚く、という形が多いです。

　ちょっと変わった異世界料理を、どうぞお召し上がりください！

　といっても、頭の中でですが！

　想像力を存分に駆使すれば、きっとおいしく思えるはず！　思って！




　そして……残念ながら、ダッシュエックス文庫さんの『豊作出しゆつ来たい！』は、一巻で終了となってしまいました。




　しかし、昨今の書き下ろし文庫の市場の厳しさを考えれば、二冊も続きが出せるのは、大変ありがたいことです。

　これも、ご購入くださった皆様のおかげです！

　なにとぞ、引き続き、よろしくお願いいたします！




　さてさて。

　黒猫には、相変わらず夜中に二回、起こされています。

　三時くらいに起こされたときには、ちょっとおやつをあげて再び眠り、五時くらいに起こされたときには、もう諦あきらめて起きます。

　で。

　そんな早起きして何をするかと言えば、録画したドラマや映画の消化です。

『スターチャンネル』、『スーパードラマＴＶ』、『ＡＸＮ』の三チャンネルだけで、追いつかないほどの映画と海外ドラマを録画しているので、大体、毎朝、三話ぐらい見ています。

　海外ドラマは、本当にお金がかかっていますなー。

　そして、面白い！

『ゴッサム』のシーズン３も始まりましたし、『リーサルウェポン』に『タイムレス』、アメコミのスピンオフに刑事ものにＳＦ、と飽きません。

　吹き替え版があるのも、とてもありがたい。

　七月には『ゲーム・オブ・スローンズ』の第七章が始まるので、それまでになんとか六章まで見たいと思っているんですが、時間が取れるか……。

　で、私がテレビを見ているその間、人のことを起こした当の猫様は、自分の仕事は済んだとばかりに、寝ていやがります！　爆睡です！

　猫だから！

　まあ、勝手気ままが猫なので、まったく問題ありません。

　猫だもの！




　さて、次ですが……今のところ、何も決まっていません。

　前巻のあとがきに書いた猫の話になるか、『異世界ハンター』の三巻になるか、それともまったく別のお話になるか。

　未来の選択肢は、いろいろです。

　全すべてを選べるわけではありませんが、どれを選んでも、全力で行かせて頂きます！




　それでは、ページも尽きてまいりました。

　今回も素晴らしいイラストを描いてくださった布ふ施せ龍りゆう太た先生、本当に感謝いたします！

　マンタダルウェヴ、たまりません！　すごいです！

　拝見したとき、とても狩れる気がしない！　と思いました。よく挑んだなー、雅彦たち……すげえや、異世界ハンター。




　というわけで。

　願わくば、この本を読んでくださった皆さんのお腹なかが、さらに空すきますように！




　それでは、また！




　二○一七年　五月下旬


ゆうきりん












※本作はフィクションであり、実在する地域、個人、法人、会社、団体等とは何の関係もございません。
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